
u! 

-O, 

福島県立医科大学

第・10回 甲状腺検査専門委員会診断基準等検討部会

次第

1 開会

2 挨拶

日時：平成26年12月6日（土） 13 : 00～16 : 00 
場所：コンベンションルーム AP東京丸の内 肘｜室

福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター

副センター長山下俊一

3 議事

［報告］

( 1）第9回 甲状腺検査専門委員会診断基準等検討部会概要記録

( 2）第四回検討委員会（H26.8.24開催）にかかる甲状腺検査部門資料

( 3）病理診断コンセンサス会議の報告

(4）県内・県外検査機関一覧表

( 5）県外出張検査（山形県（米沢市・山形市））実施結果

［協議］

( 1）第 17回検討委員会（H26.12.25開催）にかかる甲状腺検査部門資料（案）につ

いて

( 2) 「県民健康調査」検討委員会第4回「甲状腺検査評価部会」（H26.ll.11開催）

資料について

(2-1）.手術の適応症例について（医大提出資料）

(2 -2）福島県における甲状腺がんの有病者数の推計（津金委員提出資料）

( 3）二次検査における LBC（液状化検体細胞診）の併用について

(4）二次検査における CEA、カルシトニン測定の実施について

( 5）遺伝子検査結果について

( 6）手術症例について

( 7）細胞診について

( 8）その他の画像

4 その他

5 閉会
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配布資料

第10回 甲状腺検査専門委員会診断基準等検討部会次第

第 10回 甲状腺検査専門委員会診断基準等検討部会名簿

第10困 甲状腺検査専門委員会診断基準等検討部会座席表

【報告】

報告1 第9回 甲状腺検査専門委員会診断基準等検討部会概要記録

報告2 第16回検討委員会（甲状腺検査部門）資料

報告3 第5闘病理診断コンセンサス会議概要記録

報告4 県内・県外検査機関一覧表

報告5 県外出張検査（山形県（米沢市、山形市））

【協議】

議題1 第17回検討委員会（甲状腺検査部門）資料（案）

議題2 「県民健康管理調査」検討委員会第4回「甲状腺検査評価部会」資料

2-1 手術の適応症例について（医大提出資料）

2-2 福島県における甲状腺がん有病者数の推計（津金委員提出資料）

議題5 遺伝子検査結果について

【その他】
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［協力委員］

所属機関 職 氏名 出欠
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（敬称略）

［福島県立医科大学 関係教職員］

所属機関 職 氏名 出欠

国立大学法人長崎大学理事
l福島県立医科大学 福射島県線立医科大学副学長 山下俊一 。

放 医学健康管理センター副センター長

2福島県立医科大学 放甲甲状射状腺線腺部内医分学門県泌部学民講健門座長康 主任教授管理センター 鈴木虞ー 。
3福島県立医科大学 甲状腺線腺部内医分学門県泌学講座 教授

放甲状射 民甲状健康腺検管理査セ推進ン室ター室長
鈴木悟 。

臨床検査医学講座主任教授
4福島県立医科大学 放射線医学県民健康腺検管理査推セ進ン室ター 志村浩己 。

甲状腺部門甲状 副室長。 甲状腺内分泌学民甲講健状座腺康検管査准理教推セ授進ン室タ5福島県立医科大学 放射線医学県 ー 福島俊彦 × 
甲状腺部門 副室長

日福島県立医科大学 ｜放放甲射射状線線腺健部医康学門県管問民甲健状康腺座検管査理准教授
セ推進ン室ター副室長

緑川早苗 。
7福島県立医科大学

放射線医学県民健康管理センター
八木亜紀子 x 

甲状腺部門 l 甲状腺検査推進室副室長

B福島県立医科大学 放射線健康管理学講座主任教授 大津留晶 。
9福島県立医科大学 病理病態診断学講座主任教授 橋本優子 × 

lO 福島県立医科大学
放射線医学県民健康管理センター

松井史郎 。
広報部門部門長特命教授

l l 福島県立医科大学
放射線医学県民健康管理センター

田中成省 。、
広報部門室長特命教授

[2 福島県立医科大学 病理病態診断学講座准教授 田崎和洋 × 。[3 福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター
日野優子 。

広報推進室主査

（敬称略）

［福島県立医科大学関係事務職員］

所属機関 職 氏名 出欠

l福島県立医科大学
放射線医学県民健康管理センター

黒津涼一
甲状腺検査室室長

。
2福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター

高島光二
甲状腺検査室副室長

。
3福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター

逸見正彦
甲状腺検査室主任医療技師

。
4福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター

坂上敏江
甲状腺検査室医療技師

。
5福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター

坂本亮
甲状腺検査室主事

。



AP東京丸の内 H+I室
スクリーン

。
困

。
事務局席

野優日 ; 島'I 繰HIti 
聞編

松井福島

皇田塁島医
中 島県立

史5
子科大学医 科大

成省 医科大
郎学医科大

学 学

出
入
口

出
入
口



。

。

報告1

第9回甲状腺検査専門委員会診断基準等検討部会概要記録

日時：平成 26年8月3日（火） 13 : 00～16 : 00 
場所：コンペン河川トム AP東京駅八重測通り 13階峨

［出席者］

［協力委員］

［福島県立医科大学関係委員］山下副センター長、鈴木（民）部門長、鈴木（悟）室長、

福島副室長、緑川副室長、大津留教授、松井（史）特命教授、橋本主任教授、日野主査

［事務局］黒海室長、高島副室長、逸見主任医療技師、阿部医療技師、坂本主事

［記録作成］逸見主任医療技師、阿部医療技師、坂本主事

1 報告

( 1）第8回甲状腺検査専門委員会診断基準等検討部会概要記録

委員より前回会議の概要記録について報告。

( 2）第四回検討委員会（H26.5.19開催）にかかる甲状腺検査部門資料

委員より第15回検討委員会資料について報告。

( 3）病理診断コンセンサス会議の報告

委員より、第・4回までのコンセンサス会議概要について報告。

(4）県内・県外検査機関一覧表

事務局より 7月31日現在の県内・県外検査拠点について説明。

( 5）県外出張検査（新潟県（柏崎市・新潟市））

委員より県外出張検査（新潟県（柏崎市・新潟市））について報告。

2 協議

( 1）第四回検討委員会（H26.8.24開催）にかかる甲状腺検査部門資料（案）について

委員より第四回検討委員会資料案について説明。

( 2）甲状腺癌症例について

委員より、悪性ないし悪性疑い症例のうち福島医大で手術を実施した54症例について

説明。

L意見等］

・手術症例については、リンパ節転移や反回神経近傍などの理由で手術適用としており、手

術適用理由としては妥当との意見があった。
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(3）甲状腺結節・甲状腺癌の地域差について

委員より、先行検査における甲状腺がんの発生頻度などの地域差についての分析結果（速

報）を説明。速報値では、会津地域でB、C判定率が多く、悪性疑いの頻度は地域差が見
られなかった。

分析結果については精査して、第16回検討委員会へ報告予定。

(4）細胞診施行率について

委員より、甲状腺検査（二次検査）における細胞診施行率について説明。

［意見等］

・過剰診療とよくいわれるのは被胞型乳頭癌だが、手術症例の中には被胞型がないことか

ら、過剰診療ではないといえるのではないか。

・細胞診の施行率について、年度毎に低くなってきているが、これは一定の診断基準のも

と、過剰診断にならないように常に診断の質の向上を図った結果と考えられる。

3 その他

特になし。
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I 調査概要

1. 目的

県民健康調査「甲状腺検査（先行検査）」結果概要［暫定版］ ~ 

チェルノブイリ原発事故後に明らかになった健康被害として、放射性ヨウ素の内部被ばくに

よる小児の甲状腺がんがあります。

福島県では、東京電力福島第一原発事故を踏まえ、子どもたちの健康を長期に見守るために、

甲状腺検査を実施しています。

先行検査は、甲状腺の状態を把握するために実施しました。

2.対象者

平成23年3月11日時点で、概ねO歳から 18歳（具体的には、平成4年4月2日から平成

23年4月l日までに生まれた方）までの福島県民（県外避難者も含む）。※1

※l 市町村別対象者数は資料lのとおり。

3.先行検査対象期間

一巡回の検査である先行検査の一次検査実施期間は、平成 23年 10月9日から平成 26年 3

月31日までの予定でしたが、未受診者の受診機会の確保を図るため、平成26年4月以降も本

格検査（二巡回以降の検査）の案内通知が送付されるまでの期間を先行検査受診可能期間とし

ています。そのため、本結果概要では、 6月30日までの集計結果としています。

また、一次検査の結果に基づき、二次検査も継続して実施します。

4.実施機関

福島県から委託を受けた福島県立医科大学が、福島県内外の医療機関等と連携して実施しま

した。

平成 24年 11月 l日から県外の検査実施機関において、一次検査を実施しており、平成 26

年6月30日現在、全都道府県計87の検査実施機関と協定を締結しています。

また、二次検査については、県内では平成 25年7月から郡山市及びいわき市の2か所、平

成 26年8月からは会津若松市の lか所の検査実施機関において実施しており、平成25年 11

月からは県外検査実施機関の一部においても実施しています。

5.検査方法

（！）一次検査

超音波画像診断装置により甲状腺の超音波検査を実施しました。

なお、検査の結果は、以下の基準により複数の専門医により判定しています。

( i ) A判定；Al、A2判定の場合は次回（平成26年度以降）の検査まで経過観察としてい

ます。

(Al)結節やのう胞を認めなかった場合です。

(A2) 5. 0 mm以下の結節や20.0 mm以下ののう胞を認めた場合です。

( ii) B判定：B判定の場合は二次検査を実施しています。

5. I皿m以上の結節や20.I mm以上ののう胞を認めた場合です。

なお、 A2の判定内容であっても、甲状腺の状態等から二次検査を要すると

1 
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判断した方については、 B判定としています。

（出） C判定： C判定の場合は二次検査を実施しています。

甲状腺の状態等から判断して、直ちに二次検査を要する場合です。

(2）二次検査

一次検査の結果、 B判定またはC判定となった場合は、 二次検査の対象となります。 二次

検査では、詳細な超音波検査、血液検査及び尿検査を行い、必要に応じて穿刺吸引細胞診

を実施します。

(3）検査の流れ

IIFJi墨書

図l検査の流れ

6.実施対象年度別市町村

平成23年度、平成24年度及び平成25年度の各実施対象市町村は次のとおりです。

E二コ平成23年度検査実施市町村(13市町村）

平成24年度検査実施市町村(12市町村）

仁二コ平成25年度検査実施市町村（34市町村）

図2.実施対象年度別市町村

2 
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II 調査結果概要

1 一次検査及び二次検査結果

( 1）一次検査

対象者367,707人のうち平成26年6月初日現在、296,026人の方が受診し受診率は80.5% 
でした。※2,3 

平成26年6月初日現在、 295,689人（受診者の 99.9%）の検査結果が確定し、結果通知

を発送しています。※4,5 

検査結果はA判定 CAI及びA2判定）の方が293,452人（99.2%）、 B判定の方が2,236人

(0. 8%）、 C判定の方が1人でした。

表1.一次検査進捗状況 平成26年6月30日現在

対象者数
豊百会者数｛人） 結果判定数（人）

（人〕
受診率 判定率 判定区分別向訳（割合（覧））

うち県外（掲） （%） A 受診
ア イ（イ／ア） ウ（ウ／イ） Al エ（エ／ウ） A2 オ（オ／ウ）

平成23年度
実施対象市町l 47,780 41,813 (87.5) 2.025 41,813 ( 100.0) 26,375 (63.1) 15.217 (36.4) 
村計

平成24年度
実施対象市町 161.144 139.209 (86.4) 4,231 139,093 ( 99.9) 76.091 (54.7) 62,016 (44.6) 
村E十

平成25年度実
施対象市町村 158.783 1干5,004 (72.4) 2,939 114.783 ( 99.8) 49.923 (43.5) 63,830 (55.6) 
言十

合計 367.707 296.026 (80.5) 9,195 295,689 ( 99.9) 152,389 (51.5) 141 063 (47.7) 

表2.結節・のう胞の人数・割合

アに対する結節・のう胞の人数（割合（%））

結果確定数（人）
結節

5.lmm以よ 5.0mm以下

ア イ（イ/7) ウ［ウ／ア）

平成23年度
41,813 219 (0.5) 232 (0.6) 

実施対象市町村計

平成24年度
139,093 971 (0.7) 728 (0.5) 

実描対象市町村計

平成25年度
実艦対象市町村計

114,783 1,028 (0.9) 710 (0.6) 

合計 295,689 2・,21日（0.8) 1,670 (0.6) 

※2市町村別受診状況は、資料2のとおり。

※3本県以外の都道府県別受診状況は、資料3のとおり。

※4市町村別結果状況は、資料4のとおり。

※5検査結果確定者の年齢と性別の分布等は資料5のとおり。

20.lmm以上

エ（エ／ア）

1 (0.0) 

9 (0.0) 

2 (0.0) 

12 .(0.0) 

一次検査対象者

巴カ（カ／ウ） G キ（キ／ウ）

221 (0.5) 0 (0.0) 

985 (0.7) 1 (0.0) 

1.030 (0.9) 0 (0.0) 

2.236 (0.8) 1 (0.0) 

平成26年6月30日現在

のう胞

20.0mm以下

オ（オ／7)

15,141 (36.2) 

62,129 (44.7) 

64,117 (55.9) 

141,387 (47.8) 

． 小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合
がある。

3 
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( 2）二次検査

一次検査結果がB,C判定であった2.237人の方のうち、 I.951人（87.2%）の方が二次検査

を受診し結果確定者はI.848人（94.7%）でした。※6

その I.848人のうち、ほぽ3人に l人となる 623人（表3の次回検査Alの109人とA2の

514人） (33. 7%）の方は詳細な検査の結果AlもしくはA2判定相当として、次回検査（本格

検査）となりました。

一方、 I.225人（66.3%）の方は、概ね6か月後またはl年後に通常診療（保険診療）を受

診する方等でした。この I.225人のうち、 485人（39.6%）の方が穿刺吸引細胞診検査を受診

しています。

二次検査対象者については、サポートチームを立ち上げ、ご心配やさ不安に対する、ここ

ろのケアサポートに努め、「WEB相談」による質問・相談を受け付けるなどの対応も行ってい

ます。

また、保険診療移行後の方についても同様の対応を継続しています。

なお、平成25年12用5日以降、平成26年6月初日現在で、165人のサポートをしており、

性別は男性38入、女性 127人でした。この方々にのべ 322回の相談対応等をしており、その

内訳は初回検査が最も多く 128回（39.8%）、穿刺吸引細胞診時37回 Cl!.5%）、保険診療移行

前のフォロー76回 (23. 6%）、インフォームド・コンセント時29.回（9.0%）、保険診療移行後

のフォロー（術前術後含む） 37回 ClI. 5%）、入院中4回 ( I. 2%) ＇その他 ll回（3.4%）でし

た。

表3二次検査進捗状況 平成26年6月30日現在

対象者数
受診者数｛人） 結果確定数（人〉

（人）
受診率 確定率 次回検査 通常診療等

（縄） （%） 
A1 A2 

うち細胞鯵受診者

ア イ（イ／7) ウ［ウ／イ） エ（ヱ／ウ｝ オ｛オ／ウ） カ［カ／ウ］ キ｛キ／カ｝

平成23年度
221 195 (88.2) 191 ( 97.9) 12 ( 6.3) 41 (21.5) 138 (72.3) 90 ( 65.2) 

実施対象市町村計

平成24年度
986 891 (90.4) 864 ( 97.0) 52 ( 6.0) 232 (26.9) 580 (671) 255 ( 44.0) 

実纏対象市町村計

平成25年度 1,030 865 (84.0) 793 ( 91.7) 45 ( 5.7) 241 (30.4) 507 (63.9) 140 ( 27.6) 
実Mi対象市町村計

合計 2,237 1,951 (87.2) 1,848 ( 94.7) 1 09 ( 5.9) 514 (27.8) 1,225 (66.3) 485 ( 39.6) 

※6市町村別実施状況は資料6のとおり。． 早期に診察が必要と判断した方については優先的に二次検査を実施。． 次回検査は一次検査基準でAl、A2の範囲内であることが確認された方（甲状腺に疾病のある
方を含む）。・通常診療等は概ね6か月後または l年後に経過観察（保険診療）する方及びA2基準値を超え
る等の方。
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図3.二次検査（初診）受診率（先行検査）． 各年度実施対象市町村別の二次検査受診率（初診）。
（二次検査初診者数［累積］／二次検査対象者数［累積］）

2 穿刺吸引細胞診等結果概要

( 1)細胞診結果（平成26年6月初日現在）

穿刺吸引細胞診を行った方のうち、 104人の方が「悪性ないし悪性疑い」の判定となりま

した。

104人の方のうち、これまでに58人の方に手術を行い、手術後の病理診断の結果、 l人が

良性結節、 57人が甲状腺がんと確定診断されています。

104人の方の性別は男性36人、女性68人でした。また、二次検査時点での年齢は8歳か

ら21歳（平均年齢は17.1±2. 7歳）、最小5.lmmから最大40.5mm（平均腫蕩径は14.2土7.. 5111皿）

でした。また、穿刺吸引細胞診の結果、「悪性ないし悪性疑い」とならなかった方は、概ね6

か月後または l年後に通常診療（保険診療）を受診する方等でした。

表4田平成23～25年度実施対象市町村細胞診結果（平均年齢と平均腫湯径の（ ）内は範囲を示す）

仁》 ｜ア平成23年度実施対象市町村

・悪性ないし悪性疑い 15人（手術13人：良性結節l人、乳頭癌11人、低分化癌l人）

・男性：女性 5人・ 10人

・平均年齢 17.3±2.0歳 (13-20歳）、震災当時 15.7土I.9歳 (1ト18歳）

・平均腫療径 14. I土6.6 mm (6. 0-33. 0 mm) 

イ 平成24年度実施対象市町村

・悪性ないし悪性疑い 54人（手術 41人：手L頭癌 41人）

・男性：女性 21人： 33人

・平均年齢 17. 2±2. 7歳 (8-21歳）、震災当時14.9±2. 6歳（6-18歳）

・平均腫蕩径 14. 5土7.9 mm (5. 2 40. 5皿m)

ウ平成25年度実施対象市町村

・悪性ないし悪性疑い 35人（手術4人：乳頭癌3人、低分化癌l人）

・男性：女性 JO人： 25人

・平均年齢

・平均腫蕩径

16. 9士3.0歳 (1ト21歳）、震災当時 14.2±2. 9歳（8-18歳）

13. 7士7.2 mm (5. 1-35. 9 mm) 

5 



アからウの合計

・悪性ないし悪性疑い 104人（手術58人：良性結節l人、乳頭癌55人、低分化癌2人）

・男性：女性 犯人： 68人

・平均年齢 17. 1±2. 7歳 (8-21歳）、震災当時 14.8土2.6歳（十18歳）

・平均腫場径 14. 2土7.5 mm (5. 1 40. 5 mm) 

。

( 2）手術の適応症例について

本邦では、甲状腺癌が疑われた場合、術前腫蕩径 10mm以上、リンパ節転移、甲状腺被膜

外浸潤、遠隔転移などがあれば絶対的手術適応とされています。なお 10mm以下はいわゆる

微小癌であり成人では経過観察される場合もあります。しかし微小癌でもリンパ節転移や遠

隔転移、甲状腺被膜外浸潤、反回神経や気管に近接している場合は手術適応とされています。

本甲状腺検査の一次検査でB,C判定の場合、二次検査を受診し、超音波再検査所見によっ

ては細胞診が勧められ、悪性または悪性の疑いと診断された場合、上記の適応基準に従って

充分なインフォームドコンセントのもと治療を行っています。

なお、上記治療方針については、関係学会の専門医等で構成された甲状腺検査専門委員会

診断基準等検討部会においても検討され、総合的に判断を行っています。

参考文献；甲状腺腫蕩診療ガイドライン2010年版（編集日本内分泌外科学会、日本甲状腺外

科学会）、甲状腺超音波診断ガイドブック改訂第2版（編集日本乳腺甲状腺超音波

医学会、甲状腺用語診断基準委員会）、甲状腺結節取扱い診療ガイドライン2013（編

集日本甲状腺学会）

( 3）細胞診で悪性ないし悪性疑いであった 104.人の年齢、性分布

（人）

一一一

γ

一
一
一
二

……一一一

一一一一…

仁

ι。
。
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 （歳）

図4平成23年3月ll日時点の年齢による分布

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 
。

図5.二次検査時点の年齢による分布
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(4）細胞診等による悪性ないし悪性疑いの 104人の基本調査結果

104人の方のうち、基本調査問診票を提出した方は57人（54.8%）、結果が通知された方は

43人（推計期間4ヶ月未満5人を含む）でした。このうち、 lmSv未満の方が29人（67.4%) 

で最大実効線量は2.2皿Svでした。

今後も、引き続き問診察の意義や重要性を説明し、提出していただくよう働きかけていき

ます。

Z』、‘’・ 宮司~’T・凶円』」=i...s，，..，；；. ト占4 E司、，－」、~.rv.J•γI'、」ヨE. μ.：.日＇ ' ＇問、 v 、、J
実効線量

男女別
震災時年齢（歳）

(mSv) 0～5 6～10 11～15 16～18 合計

～0.5未満 男性 。 。 3(1) 4(1) 
女性 。2(1) 4 8(2) 14(3) 

～1.0未満 男性 。 。3( 1 2 5( 1) 
女性 。 。 5 6 

～1.5未満 男性 。 。 2 3 
女性 。 。 4 5 

～2.0未満 男性 。 。 。
女性 。 。 2 2 4 

～2.5未満 男性 。 。 。
女性 。 。 。 。 。

合計
男性 。 。8(1) 6( 1) 14(2) 
女性 。3(1) 10 16(2) 29(3) 

．（）内はそれぞれの人数のうち推計期間が4ヶ月未満の方。

( 5）血液検査及び尿中ヨウ素（平成26年6月初日現在）
表6 血耳東データ平淘±SIコ（巽鯵値の書古）

FT4注1 FT3注2 TSH注3 lg注4 lg Ab ,t5 
("'/dl) (P<i•L> (μ IU／田L) ("'/"'-I (IU／肌L)

基準価 0. 95～，. 74 2. 13～4. 07注7 o. 340～3. 880 32. 7以下 28. 0未満

悪性ないし悪性疑い104人 ,. 2土0.2 (2. 9%〕 3. 4土0.4 (0.目指） ,. 3土 o.7 1a. a,1 38. 8土 79.g (35. 6%) 【（27.g抱）

その他， • 845人

表7 尿中ヨウ索デタ

悪性ないし悪怯疑104人

その他1843人

1.3+0.3(3.6耳） 3. 6土o.,(1.5%1 

最小錦

42 

24 

1.8 + 12.4 (6.2') 

25%値

134 

121 

33. 6 + 184. 7 117. 5%1 

中央値

"" 
198 

75%値

一（132的

370 

368 

TPOA b注6
(IU/mL) 

16. 0未満

一 115.4%1 

ー（96児）

(μ g/day) 

最大値

6 020 

35, 700 

注lFT4・・・ヨードの数が4つの甲状腺ホルモン。パセドウ病では高値、橋本病では低値。

注2 FT3・・・ヨードの数が3つの甲状腺ホルモン。パセドウ病では高値、橋本病では低値。

注 3 TSH・・・脳の下垂体から出ているホルモンで甲状腺へ甲状腺ホルモンを出すよう命令する。

橋本病では高値、パセドウ病では低値。

注4Tg （サイログロブリン）・・・甲状腺ホルモンになる直前の物質。甲状腺内に多量に存在する。

甲状腺が破壊されたり、腫蕩がTgを産生していたりする場合に高値。

注5 TgAb・ ・ ・サイログロプリンに対する自己抗体。橋本病やパセドウ病で高値。

注6 TPOAb・ ・ ・ペルオキシダーゼという酵素に対しての自己抗体。橋本病やバセドウ病で高値。

注7基準値は年齢ごとに異なる。
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( 6）市町村別二次検査結果（平成 26年6月初日現在）

二次検査における悪性ないし悪性疑いの割合は、平成23年度実施対象市町村（国が指定

した避難区域等の 13市町村）が0.0錦、平成 24年度実施対象市町村（県中地方などの 12市

町村）が0.04店、平成 25年度実施対象市町村（いわき市、県南地方、会津地方などの 34市町

村） 0. 03%となっています。

表8.実施対象年度別市町村結果
平成23年度実施対象市町村別検査結果（国が指定した避難区域等の13市町村）

次検査受診者 一次検査対象者 一次検査率 一次検査受診者 悪性ないし悪性 悪性ないし悪性
（人） （人） （目） （人） 疑い（人） 疑いの割合（日）
7 イ イ／7 ウ注B ウ／7

川俣町 2,221 8 0.4 8 2 0.09 

浪江町 3 249 26 0.8 23 2 0.06 

飯舘村 943 6 0.6 6 。 0.00 

南相馬市 10,789 52 0.5 48 2 0.02 

伊達市 10,606 50 0.5 44 2 0.02 

田村市 6,327 32 0.5 25 3 0.05 

広野町 838 5 0.6 4 。 0.00 

楢葉町 1 1 53 7 0.6 6 。 0.00 

富岡町 2,302 13 0.6 12 0.04 

川内村 280 4 1.4 4 0.36 

大熊町 1,973 14 0.7 12 0.05 

双葉町 949 3 0.3 2 。 。。。
月号F 183 0.5 。 0.00 

41 813 221 0.5 195 14 0.03 

注8 細胞診結果において悪性疑いで、手術後良性であった l人は含めない。

' ，円担問、，・・・ ーI，＿.，.司h圃”‘－－・」.，－」...－：、．，．， r一司」 I .> J., . ., t，，、町祖国.z::::L.a，・トー’6’E司、
一次検査受診者 二次検査対象者 二次検査率 一次検査受診者 悪性ないし悪性

悪疑性いなのい割し合悪（日性） 
（人） （人） （日） （人） 疑い（人）
7 イ イ／7 ウ ウ／7

福島市 47 336 283 0.6 266 12 0.03 

二本松市 8 846 55 0.6 52 5 0.06 

本富市 5 233 29 0.6 28 , 3 0.06 

大玉村 1 372 7 0.5 7 2 0.15 

郡山市 53 962 458 0.8 398 23 0.04 

桑折町 1,857 14 0.8 11 。 0.00 

国見町 1 429 15 1.0 13 。 0.00 

天栄村 878 7 0.8 日 。 0.00 

白河市 10,805 61 0.6 58 6 0.06 

西郷村 3,618 30 0.8 26 0.03 

泉崎村 1 156 5 0.4 5 0.09 

三春町 2 717 22 0.8 21 0.04 

小計 139,209 986 0.7 891 54 0.04 
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平成25年度実施対象市町村別検査結ト
一次検査受診者 二次検査対象者 一次検査率 二次検査受診者 悪性ないし悪性 悪性ないし悪性
（人） （人） （日） （人） 疑い（人） 疑いの割合（国）
ア イ イ／ア ウ ウ／7

いわき市注9 47 759 429 0.9 364 19 0.04 
須賀川市 11 532 101 0.9 96 4 0.03 
相馬市 5 046 46 0.9 41 。 0.00 
鏡石町 1 947 9 0.5 7 。 0.00 
新地町 1.105 7 0.6 7 。 0.00 
中島村 801 2 0.2 2 。 0.00 
矢吹町 2.452 17 0.7 12 。 0.00 
石川町 2 078 11 0.5 1 0 0.05 
矢祭町 774 3 0.4 2 。 0.00 
浅川町 1,067 12 1.1 10 。 0.00 
平田村 824 9 1.1 8 0.12 
棚倉町 2.256 22 1.0 22 0.04 
＋室町 1 210 8 0.7 6 。 0.00 
鮫川村 503 3 0.6 。 0.00 
小野町 1.317 14 1 .1 12 。 0.00 
玉川村 984 10 1.0 8 。 0.0（〕
古殿町 790 6 0.8 6 。 0.00 
檎枝岐村 61 。 。。 。 。 0.00 
南会津町 1 803 16 0.9 14 。 0.00 
金山町 136 。 。。 。 。 0.00 
昭和村 101 。 。。 。 。 0.00 
＝邑町 129 0.8 。 0.00 
下郷町 688 1 0 1.5 8 0.15 
喜多方市 5 710 46 0.8 35 。 0.00 
西会津町 638 5 0.8 4 。 0.00 
只見町 492 7 1.4 6 。 0.00 
猪苗代町 1 871 13 0.7 10 0.05 
磐梯町 413 4 1.0 3 。 0.00 
北塩原村 382 0.3 。 0.00 
会津美里町 2,547 26 1.0 19 。 0.00 
会津坂下町 2,074 25 1.2 21 0.05 
柳津町 375 2 0.5 2 。 0.00 
会津若松市 14.632 158 1 . 1 122 5 0.03 
湯川村 507 7 1.4 5 0.20 

小計 11 5 004 1 030 0.9 865 35 0.03 

｜ 合計 I 296 0261 2 2371 o.81 1 951 I 
注9 いわき市には平成24年度に実施した久之浜等の地区も含む。

以l ！
 

η
d
 
nu 
nu 

3 一次検査及び二次検査の地域別比較（暫定）

検査結果等の地域差を比較するために、地域別の分析を行いました。

地域区分は、福島県において通常使用されている「浜通り」、「中通り」、「会津地方」を基本

とし、さらに「浜通り」と「中通り」については、国が指定した避難区域等の 13市町村とそ

れ以外の区域にしました。

ただし、「会津地方」については、まだ二次検査結果が揃っていないことから本分析はあく

まで暫定となります。
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表g地域別にみたB・C判定者、および悪性ないし悪性疑い者の割合（暫定）

避難区域等 中通り注14 浜通り注15
13市町村注13

対章者数 47,780 199,466 70,534 

一次検査受診者数ア注10 41,813 167,593 53,803 

検査時平均年齢（標準偏差）全体 10.4(5.3) 10.6(5.1) 11.1 (4.9) 

検査時平均年齢（標準偏差）女性 10.4(5.3) 10.8(5.1) 11.2(5.0) 

検査時平均年齢（標準偏差）男性 10.3 (5.2) 10.5(5.1) 10.9 (4.8) 

女性（割合） % 49.6 49.3 50.0 

B・C判定数イ 221 1,213 482 

B·C判定率（B•C判定数／一次検査受診者数）イ／ア % 0.53 0.72 0.90 

二次検査受診者数ウ 195 1,093 412 

二次検査受診率（二次検査受t害者数／8・C判定数）ウノイ % 88.2 90.1 85.5 

細胞診実施数エ注11 93 292 88. 

細胞診実施車（細胞診実施数／二次検査受診者数）エ／ウ 悼 47.7 26.7 21.4 

細胞鯵実施車（細胞診実施数／一次検査受診者数）エ／ア 今色 0.22 0.17 0.16 

悪性ないし悪性疑い者数オ注12 14 61 19 

悪性ないし悪性疑い者数／細胞診実施数オ／エ % 15.1 20.9 21.6 

悪性ないし悪性疑い者率10万対オ／ア 33.5 36.4 35.3 

崎 (0.034) (0.036) (0.035) 

注10 重複、結果未確定者を除く。

注11 6月初日までに穿刺吸引細胞診を実施し、その結果が得られている人数。

注 12 細胞診結果において悪性疑いで手術後良性であったl人は含めない。

会津地方注16 合計

49,927 367,707 

32,480 295,689 

11.1(4.5) 

11.2 (4.6) 

10.9(4.4) 

49.7 

321 2,237 

0.99 

251 1,951 

78.2 

36 509 

14.3 

0.11 

9 103 

25.0 

27.7 

(0.028) 

注目 田村市、南相馬市、伊達市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、

葛尾村、飯舘村

注 14 福島市、郡山市、白河市、須賀川市、二本松市、本宮市、桑折町、国見町、大玉村、鏡石町、天栄

村、西郷村、泉崎村、中島村、矢吹町、棚倉町、矢祭町、塙町、鮫川村、石川町、玉川村、平田村、

浅川町、古殿町、三春町、小野町

注目いわき市、相馬市、新地町

注目会津若松市、喜多方市、下郷町、槍枝岐村、只見町、商会津町、北塩原村、西会津町、磐梯町、猪

苗代町、会津坂下町、湯川村、柳津町、三島町、金山町、昭和村、会津美里町

＜地域別比較による結果と考察について＞

重複が確認できた方、結果未確定者を除く一次検査受診者295,689人を地域別に分析した

結果、 B• C判定率は「避難区域等13市町村」、「中通りJ、「浜通り」、「会津地方jの順で増
加傾向が見られた。

一方、「悪性ないし悪性疑い」者率は「避難区域等13市町村」、「中通りJ、「浜通り」はほ

ぼ同様であったが、「会津地方」でやや低めであった。会津地方では二次検査完了者の割合

が他の地域に比べて低めであり、その影響が考えられる。
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資料 l

甲状腺検査市町村別対象者数

甲状腺検査市町村別対象者数 平成26年6月30日現在

｜ ｜ 対象者数
平成23年 対象市町村

JII '" 町 2396 590 631 719 456 
；車 江

互承寸
3 643 1 023 920 1 031 669 

飯
品 1 085 281 300 302 202 

南 相 馬 市 12,527 3,698 3,418 3,297 2,114 
伊 逮 市 11.402 2,757 3.023 3,401 2,221 
田 村 市 7,073 1,740 1，自08 2,074 1.451 
広 野 町 1.077 258 250 348 221 
楢 葉 町 1.432 351 362 415 304 
富 岡 町 2,963 768 740 897 558 
JII 内 村 357 90 99 89 79 
大 熊 町 2,385 782 634 619 350 
双 葉 町 1,207 369 300 337 201 
司直 目 村 23.3 56 62 67 48 

計 477自日 12 763 12 547 13 596 8874 
平成24 対象市町村

福 島 市 53,560 15,253 14062 14,882 9,363 
本 松 市 10,256 2,784 2,646 2,945 1,881 。 本 宮 市 日，112 1,760 1,583 1,691 1,078 

大 玉 村 1,617 486 399 430 302 
郡 山 市 64,383 19,216 16,911 17,497 10,759 
桑 折 町 2,067 526 549 595 397 
国 見 町 1,594 381 420 484 309 
天 栄 村 1,061 300 284 280 197 
白 河 市 12.161 3,357 3258 3,478 2,068 
百百 鋼R 玄司 3 977 1143 10日1 1 075 678 
皐 崎 村 1,289 353 355 335 246 

春 附Y 3067 750 776 931 610 
t十 161.144 46309 42.324 44623 27 888 

平成25年度婁施対象市町村
いわき市※ 1 62,288 17,230 16,181 17,755 11,122 
須 賀 Ill 市 15,308 4.344 4.096 4,255 2,613 
相 馬 市 6,813 1,981 1.778 1,849 1,205 
鏡 石 町 2,597 740 707 723 427 
新 地 町 1,433 391 394 411 237 
中 島 村 1,079 270 282 317 210 
矢 吹 町 3,279 981 851 897 550 
石 JII 町 2,847 711 722 831 583 
矢 祭 町 1,010 287 236 315 172 
浅 JII 田平 1 340 340 379 372 249 
平 田 村 1.209 330 298 342 239 
棚 倉 町 2,988 867 744 882 495 
.官 府τ 1 662 415 391 531 325 
鮫 JII 村 694 17日 172 186 158 0 
小 野 町 1,936 496 490 568 382 
王 JII 村 1,333 384 34子 370 232 

ー 臨 町 1 040 287 242 315 196 
槍 枝 岐 村 107 23 30 34 20 
甫 会 津 町 2,823 713 682 841 587 
金 山 町 203 40 52 72 39 
昭 和 村 129 44 39 33 13 

島 町 192 43 55 53 41 
下 郷 町 1,007 265 252 293 197 
喜 書 方 市 日，911 2,294 2,334 2,578 1,705 
西 会 津 町 1,019 216 245 334 224 
只 見 町 710 195 177 201 137 
躍 言吉 代 町 2 662 704 659 768 531 
磐 梯 町 616 179 163 166 108 
;t 塩 原 村 557 159 140 156 102 
~ 津 美 里 町 3,658 916 909 1,098 735 
会 津 坂 下 町 3,081 766 800 958 557 
相『 津 町 590 158 142 175 115 
会 津 若 松 市 22,986 6,261 5,965 6,577 4,183 
直 JII 村 676 179 177 192 128 

百十 158,783 43,387 41,131 45,448 28,817 

合計I 367.707 I 102,459 I 96.0021 103.667 I 65,5乃｜

※l いわき市には平成24年度に実施した久之浜等の地区も含む。
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資料2

市町村別一次検査受診状況

平成23年度実施対車市町村（国カ守旨定した避難区域等の13市町村） 平成26年6月30日現在

対象（人者）数

受診者数（人）
受診車 年齢階層別受診者数（人）

うち県外 （%） 年齢階層別内訳（%）※1

受診

イのうち県外
イのうち県外

居住者の
居住者数

割合
（人）

（%〕

ア イ ※3 イ／ア 0-5歳 6-10歳 11-15歳 16-18歳 ウ※2 ウ／イ

560 612 687 362 
川俣町 2,396 2,221 34 92.7 94.9 97.0 95.5 79.4 124 5.6 

25.2 27.6 30.9 16.3 
920 858 918 553 

浪江町 3,643 3,249 192 89.2 89.9 93.3 89.0 82.7 1.188 36.6 

28.3 26.4 28.3 17.0 

248 271 264 160 
飯舘村 1.085 943 16. 86.9 88.3 90.3 87.4 79.2 87 9.2 

26.3 28.7 28.0 17.0 
3.205 3,052 2.929 1,603 

南相馬市 12,527 10,789 875 86.1 ~::~ 8n  ~.8,§ .l.§& 
28.3 27.1 14.9 

2,883 26.7 

2,574 2,977 3.287 1,768 
伊達市 11,402 10.606 155 93.0 93.4 98.5 96.6 79.6 572 5.4 

24.3 28.1 31.0 16.7 

1.557 1,763 1.970 1,037 
田村市 7,073 6,327 61 89.5 ;;:: Q5.0 ;~:! 31.1 

216 3.4 

204 216 294 124 
広野町 1,077 838 57 77.8 79.1 86.4 84.5 56.1 150 17.9 

24.3 25.8 35.1 14.8 
285 319 353 196 

楢葉町 1.432 1,153 77 80.5 
一一→詩ト－1・H ~~：~ ~;:~ 225 19.5 

594 638・ 720 350 
富岡町 2,963 2,302 237 77.7 77.3 86.2 80.3 62.7 628 27.3 

25.日 27.7 31.3 15.2 
72 92 70 46 

川内村 357 280 22 78.4 80.0 ~::! 25.7 

53 18.9 

656 579 529 209 

大熊町 2,385 1,973 183 自2.7 83.9 91.3 85.5 59.7 503 25.5 

33.2 29.3 26.8 10.6 

289 246 277 137 
双葉町 1,207 949 113 78.6 ~~:; 82.Q. ~~：~ 68.2 

25.9 14.4 

426 44.9 

43 55 57 28 
葛尾村 233 183 3 78.5 76.日 88.7 85.1 58.3 14 7.7 

23.5 30.1 31.1 15.3 

11三！~ 12,355 M.~ 
小計 47,780 41,813 2,025 87.5 90.@. ;!:~ 27.9 29.5 

7,069 16.9 

※l 上段には受診者数を、中段には各年齢階層の対象者に対する進捗率を、下段には受診者イの階層別割

合を記載。

※2 受診者のうち県外住所の方の人数。

※3 受診者のうち県外検査実施機関で検査を受診した人数及び福島県立医科大学から出向いて実施した

検査を受診した人数。

． 小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合がある。

． 年齢は平成23年3月 11日時点のもの。

．対象者については、重複の精査を行っているため、既出の報告者数と異なっている。

． 対象者のうち、在籍している学校で検査を受診した方などについては一部、学校等の所在市町村に含

め集計していたが、震災時市町村に再集計した。

12 



平成24年度実施対象市町村 平成26年6月30日現在

対象者数
受診者数（人）

受診率 年齢階届別受診者数（人）
（人） うち （%） 年齢階層別内訳（%）※1

県外受診

イのうち県外 イのうち
県外

居住者数 居住者
の

（人）
割合
（% 

ア イ ※3 イIr 0-5歳 ト10歳 11-15歳 16-18歳 ウ※2 ウ／イ

13,372 13,565 13,697 6,702 
福島市 53,560 47,336 1,238 88.4 87.7 96.5 92.0 71.6 3,586 7.6 

28.2 28.7 28.9 14.2 

Lーよ，.！？＿~ 2,588 _2,_6_65 1,067 
二本松市 10,256 8,846 173 86.3 90.7 97.8 90.5 56.7 439 5.0 

28.6 29.3 30.1 12.1 

1,534 1,554 1,505 640 
本宮市 6,112 5,233 110 85.6 87.2 98.2 89.0 59.4 220 4.2 

29.3 29.7 28 日 12.2 

447 397 384 144 
大玉村 1,617 1,372 18 84.自 92.0 99.5 89.3 47.7 29 2.1 

32.6 28.9 28.0 10.5 
16,282 16,134 15,453 6,093 

郡山市 64,383 53,962 2,186 83.8 84.7 95.4 88.3 56.6 3,760 7.0 
30.2 29.9 28.6 11.3 

493 540 555 269 
桑折町 2,067 1,857 34 89.8 93.7 L一一句』 93.3 67.8 52 2.8 。 26.5 29.1 29.9 14.5 

349 412 456 212 
国見町 1,594 1,429 29 89.6 91.6 98.1 94.2 

~!:! 24.4 28.8 31.9 

35 2.4 

285 281 229 

4:~ 天栄村 1,061 日78 13 82.8 95.0 98.9 81.8 19 2.2 
32.5 32.0 26.1 9.5 

·~ir~ －~·立＿42
白河市 12,161 10,805 294 88.8 93.2 379 3.5 

28.5 29.5 30.0 12.0 
1,089 1,062 1,012 455 

西郷村 3,977 3,618 83 91.0 95.3 98.2 94.1 67.1 123 3.4 
30.1 29.4 28.0 12.6 

338 346 311 161 
泉崎村 1,289 1,156 14 89.7 95.8 97.5 92.8 65.4 18 1.6 

29.2 2自自 26.9 13.9 

695 760 847 415 
三春町 3,067 2.717 39 88.6 92.7 97.9 」＿＿＿9~_,Q 68.0 76 2.8 

25.6 28.0 31.2 15.3 
40,488 40,831 40,356 17,534 

小計 161,144 139,209 4,231 86.4 87.4 96.5 90.4 62.9 8,736 6.3 。 29.1 29.3 29.0 12.6 

13 



空p)i;25年度実施対象市町村 平成26空＿§＿！耳切E塑主

対象者数
受診者数（人）

受診率 年齢階層別受診者数（人）

（人） うち （%） 年齢階層別内訳（%）※1

県外受診

イのうち県外 イのうち県外
居住者数 居住者の

（人） 割合
（%〕

7 イ ※3 イ17 0-5歳 ト 1O；世 11 15歳 16 18歳 ウ※2 ウ／イ
13,778 15.430 13,816 4,735 

いわき市※3 62,288 47,759 1,565 76.7 80.0 95.4 77.8 42.6 2,113 4.4 

28.8 32.3 28.9 9.9 
3,595 3,967 3 035 935 

須賀川市 15,308 11,532 248 75.3 82.8 96.9 71.3 35.日 324 2.8 

31.2 34.4 26.3 8.1 
1,654 f.651 1,299 442 

相馬市 6,813 5,046 215 74.1 83.5 92.9 70.3 36.7 331 6.6 

32.8 32.7 25.7 8.8 
610 684 504 149 

鏡石町 2,597 1,947 32 75.0 82.4 96.7 69.7 34.9 43 2.2 

31.3 35.1 25.9 7.7 
340 377 296 92 

新地町 1.433 1,105 62 77.1 87.0 95.7 72.0 38.8 51 4.6 

30.8 34.1 26.8 8.3 
226 273 248 54 

中島村 1,079 801 9 74.2 83.7 96.8 78.2 25.7 12 1.5 

28.2 34.1 31.0 6.7 。 864 828 623 137 
矢吹町 3,279 2.452 48 74.8 88.1 97.3 69.5 24.9 

35.2 33.8 25.4 5.6 

48 2.0 

657 684 588 149 

石川町 2,847 2,078 49 73.0 92.4 94.7 70.8 25.6 46 2.2 

31.6 32.9 28.3 7.2 
268 232 226 48 

矢祭町 1,010 774 16 76.6 93.4 98.3 71.7 27.9 18 2.3 

34.6 30.0 29.2 6.2 
315 371 297 84 

浅川町 1,340 1,067 25 79.6 トーF 92.6 97.9 79.8 33.7 
29.5 34.8 27日 7.9 

27 2.5 

ヒ三五
284 215. 55 

平田村 1,209 824 12 68.2 95.3 62.6 23.0 8 1.0 

32.9 34.5 26.0 6.7 
753 730 622 151 

棚窟町 2,988 2,256 40 75.5 
~~！ L.. _7.Q＿主

30.5 
27.6 6.7 

49 2.2 

367 381 368 94 
塙IIIT 1,662 1.210 25 72.8 88.4 97.4 69.3. 28.9 25 2.1 

30.3 31.5 30.4 7.8 
171 168 127 

2:.~ 鮫川村 694 503 10 72.5 96.1 97.7 68.3 
34.0 33.4 25.2 7.4 

。 12 2.4 

392 466 354 105 

小野町 1,936 1,317 28 68.0 -・ 79.0 95.1 62.3 27.5 26 2.0 

29.8 35.4 26.9 8.0 
341 339 241 63 

玉川村 1,333 984 12 73.8 88.8 97.7 65.1 27.2 13 1.3 

34.7 34.5 24.5 6.4 
262 239 233 56 

古殿町 1,040 790 21 76.0 91.3 98.8 74.0 28.6 22 2.8 

33.2 30.3 29.5 7.1 

※3 いわき市には平成24年度に実施した久之浜等の地区も含む。
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平成25年度実施対象市町村

。

対象者数
受診者数CA.)

受診率 年齢階層~ii受診者数（人）
（人） うち （%） 年齢階層別内訳（%）※1

県外受診

7 イ ※3 イ／ア 0 5歳 ト10歳 11 15歳 16-18歳
15 27 19 。

檎枝岐村 107 61 3 57.0 65.2 90.0 55.9 。。
24.6 44.3 31.1 。。
604 641 453 105 

南会津町 2,823 1,803 21 63.9 84.7 94.0 53.9 17.9 
33.5 35.6 25.1 5.8 
34 50 47 5 

6 67.0 金山町 203 136 85.0 96.2 65.3 12.8 
25.0 36.8 34.6 3.7 
37 38 25 

昭和村 129 101 。 78.3 84.1 97.4 75.8 7.7 
36.6 37.6 24.8 1.0 
29 54 37 9 

三島町 192 129 67.2 67.4 98.2 69.8 22.0 
22.5 41.9 28.7 7.0 
243 233 176 36 

下郷町 1,007 688 13 68.3 
;! 7 

92.5 60.1 18.3 
.3 33.9 25.6 5.2 
1,630 2,231 1,482 367 

喜多方市 8,911 5,710 63 64.1 71.1 95.6 57:5 
2!:! 28.5 39.1 26.0 

包

~一三93.位1 92i.~ ;17~ 
2! . 

西会津町 1,019 638 4 62.6 .11~ 31.5 37.3 27.0 

ii!' 
169 ト新卜ーポ只見町 710 492 3 69.3 95.5 
34.3 29.9 3.3 

610 641 476 144 
猪苗代町 2,662 1,871 34 70.3 86.6 97.3 62.0 27.1 

32.6 34.3 25.4 7.7 
133 159 94 27 

磐梯町 日16 413 8 67.0 74.3 97.5 56.6 25.0 
32.2 38.5 22.8 6.5 
142 137 92 11 

北塩原村 557 382 6 68.6 89.3『 ・97_9 59.0 10.8 
37.2 35.9 24.1 2.9 
827 872 685 163 

会津美里町 3,658 2,547 24 69.6 90.3 95.9 62.4 22.2 
32.5 34.2 26.9 6.4 
611 750 575 138 

会津坂下町 3,081 2,074 29 67.3 79.8 93.8 60.0 24.8 
29.5 36.2 27.7 6.7 
127 129 103 16 

柳津町 590 375 3 63.6 80.4 90.8 58.9 13.9 
33.9 34.4 27.5 4.3 
4,137 5,627 4,022 846 

会津若松市 22,986 14,632 298 63.7 66.1 94.3 61.2 20.2 
28.3 38.5 27.5 5.8 
166 177 128 36 

湯川村 676 507 6 75.0 92.7 100.0 66.7 28.1 
32.7 34.9 25.2 7.1 

ト 34,570 39,27? 31,824 9,333 
小計 158,783 115,0日4 2,939 72.4 79.7 95.5 70.0 32j_ 

30.1 34.2 27.7 8.1 

。

合計 80.5 
33,440 

互に二平
367,707 I 296,026 

平成26年6月30日現在

イ開のう品ちZ包県晶外 イの官う住ち者県の外

眉官（人官）障 居害l合
（%） 

ウ※2 ウ／イ

3 4.9 

31 1.7 

6 4.4 

4 4.0 

0 0.0 

15 2.2 

78 1.4 

6 0.9 

2 0.4 

63 3.4 

10 2.4 

5 1.3 

38 1.5 

33 1.6 

3 0.8 

378 2.6 

7 1.4 

3,850 3.3 

l
 
zυ 5
 
no 
nwu 1
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資料3

都道府県別一次検査受診状況

平成26年B月30日現在

都道府県名
県外検査 受診者数
実施機関数 （人）

都道府県名
県外検査 受診者数
実施機関数 （人）

都道府県名
県外検査 受診者数
実施機関数 （人）

北海道 4 328 福井県 22 広島県 36 

青森県 158 山梨県 82 山口県 24 

岩手県 2 185 長野県 2 131 徳島県 10 

宮城県 2 1,501 岐阜県 43 香川県 29 

秋田県 206 静岡県 2 108 愛媛県 20 

山形県 3 434 愛知県 3 170 高知県 14 

茨城県 2 430 三重県 38 福岡県 2 77 

栃木県 5 442 滋賀県 20 佐賀県 7 

群馬県 182 京都府 2 97 長崎県 2 23 

熔玉県 239 大阪府 6 208 熊本県 25 

千葉県 3 272 兵庫県 2 134 大分県 35 

東京都 10 1,737 奈良県 25 宮崎県 35 

神奈川県 4 723 和歌山県 12 鹿児島県 28 

新潟県 609 鳥取県 15 沖縄県 11 5 

富山県 32 島根県 13 

石川県 45 岡山県 3 76 合計 I a1円万司． 受診者数は県外検査実施機関で検査を受診した人数及び福島県立医科大学から出向いて実施した検査
を受診した人数。． 福島県立医科大学から出向いて検査を行ったのは、新潟県（2回）・山形県（2回）・神奈川県（2回）。
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資料4

市町村別一次検査結果

平成23年度実施対象市町村検査結果（国が揖定した避難区域等の13市町村） 平成26年6月初日現在
結果確定数 判定区分別人数（人）

畳診者
（人） 結節（人） のう胞（人）
イ 判定区分別割合（%）

（人）
A 結節目割合（%） のう胞の劃合（%）

進捗状況
Al A2 

B c Simm 5.0mm 20.lmm 20.0mm 
ア イ／ア（%） 以上 以下 以上 以下

Ill 俣 2,221 
2,221 1,520 693 。 8 17 。 681 

町
100.0 68.4 3L2 0.4 。。 0.4 0.8 。。 30.7 

，良 江 3,249 
3,249 2,119 1,104 26 。 26 42 。 1.088 

町
100.0 34.0 0.8 。。 0.8 1.3 。。 33.5 

飯 舘 村
943 6 。 6 15 。 _23~ 943 
100.0 0.6 。。 0.6 1.6 0.0 24.7 

南相馬市 10.789 
10,789 3,948 52 。 52 87 。 3,905 
100.0 62.9 I 36.6 0.5 。。 0.5 0.8 0.0 36.2 

｛予 違 市 10,606 
10,606 

·--~·H!f- 生~守5主.9 50 。一＿J~ムー＿＿_i~ 3,809 

100.0 0.5 。。 0.5 0.3 。。 35.9 

村 市
6,327 4,002 2,293 32 。 32 11 。 2,299 

田 6,327 
100.0 63.3 36.2 0.5 0.0 0.5 0.2 。。 36.3 

広 野 町 838 
838 521 312 5 。 5 3 。 313 

100.0 62.2 37.2 0.6 。。 0.6 0.4 。。 37.4 

楢 葉 1.153 
1,153 651 495 7 ! 。 4 。 498 

町
0.6 ! 100.0 56.5 42.9 。。 0.6 0.3 。。 43.2 

富 岡 町 2,302 
2,302 939・ 13 。 13 8 。 939 

100.0 40.8 。。 0.6 0.3 。。 40.8 

Ill 内 村 280 
280 」＿_.!_5.?__ 120 fーし一一－~

。 ! 29_ 
100.0 55.7 42.9 1.4 0.4 。。 42.9 

大 熊
1,973 1,140 819 。 14 7 。 816 

町 1,973 
100.0 57.8 41.5 0.7 。。 0.7 0.4 。。 41.4 

双 葉 町 949 
94.自 570 376 L一一＿？＿＿＿＿ーー。 3 

100.0 60.1 3目白 0.3 0.0 0.3 0.3 0.0 3自5

耳
183 116 66 。 3 。 65 

尾 村 183 
0.5 i 100.0 63.4 36.1 。。 0.5 .1.6 。。 35.5 

小計 41,813 
41,813 26,375 I 15,217 221 。 219 232 15,141 

100.0 63.1 36.4 o.5 I 。。 0.5 0.6 。。 36.2 ． 小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合がある。． 対象者については、重複の精査を行っているため、既出の報告者数と異なっている。． 対象者のうち、在籍している学校で検査を受診した方などについては一部、学校等の所在市町村に含
め集計していたが、震災時市町村に再集計した。
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平成24年度実施対S市町村検査結果 平成26年6月30日現在
結果確定数 判定区分別人数（人）

受診者
（人） 結節（人） のう胞（人）
イ 判定区分別割合（%）

（人）
A 結節の割合（%） のう胞の割合（%）

進捗状況 A1 A2 
日 c 5.1mm 5.0mm 20.1mm 20.0mm 

ア イ／ア（%） 以上 以下 以よ 以下

福 島 市 47,336 
47,306 26.960 I 20,063 283 。 276 196 3 20,080 

99.9 57.0 42.4 0.6 。。 0.6 0.4 0.0 42.4 

二本松市 8,846 
8,831 5,185 3,591 54 54 46 3,593 

99.8 58.7 40.7 0.6 。。 0.6 0.5 。。 40.7 

本 宮 市 5,233 
5,228 2,952 , 2,247 29 。 27 25 2,251 

99.9 56.5 43.d 0.6 0.0 0.5 0.5 。。 43.1 

大 村 1,372 
1,372 816 549 7 。 8 。 549 

玉
b.o 100.0 59.5' 40.0 0.5 。。 0.5 0.6 40.0 

山 市 53,962 
53,_~19 27,866 

-~5.59~ 458 。 454 331 3 25,679 
郡

99.9 51.7 47.5 0.8 。。 0.8 0.6 。。 47.6 

桑 折 町 1,857 
1,850 1,015 I 821 14 。 14 日 。 822 
99.6 54.9 44.4 0.8 。。 0.8 0.5 0.0 44.4 

国 見 1,429 
1,425 760 650 15 。 14 9 654 

町
99.7 53.3 45.6 I. I 0.0 1.0 0.6 0.1 45.9 。 栄 村 878 
878 528 343 7 。 7 4 。 348 

天
100.0 60.1 39.1 0.8 。。 0.8 0.5 。。 39.6 

自 河 市 10,805 
I 0,795 6,105 4,629 61 。 61 53 。 4,626 
99.9 56.6 42.9 0 .. 6 。。 0.6 0.5 。。 42.9 

郷 村
3,618 _ J , ~~~J. 1_,s_~ 30 。 30 21 

o~ 1:,0: 
酉 3,618 

100.0 57.6 41.5 0.8 。。 0.6 

泉 崎 村 1,156 
1,156 523 628 5 。 5 11 。 624 
100.0 45.2 54.3 0.4 。。 0.4 1.0 。.0 54.0 

春 2,717 
1,296 1,397 22 。 22 15 。 1,400 

町
0.8 一99.9 47.7 51.5 0.8 。。 日。E 0.0 51.6 

,j、計 139,209 
139,093 76,091 62,016 985 971 728 日 62,129 

99.9 54.7 44.6 0.7 0.0 日7 0.5 。。 44.7 

。
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平成25年度実施封重 市町村検査結果 平成26年6月初日現唱
結果確定数 判定区分別人数（人）

受診者
（人） 結節（人） のう胞（人）

判定区分別割合（%〉
（人）

結節目割合（%） 」－のmう胞m一の一割一合（%一）一目

A1 A A2 B 進捗状況 5 Imm 5.0mm 20.1 mm 20.0mm 
ア イ／ア（%） 以上 以下 以上 以下

いわき市※ 47,759 
47,676 20,992 26,255 429 。 428 277 26,364 

99.8 44.0 55.1 0.9 。。 0.9 0.6 0.0 55.3 

須賀川市 11,532 
11,516 6,169 101 。 101 51 。 6,203 
99.9 45.6 53.6 。。 0.9 0.4 。。 53.9 

ドー＿5,024 2,391 2,587 46 。 46 45 。 2,598 
相 高 市 ?,046 

99.6 51.5 。，9 。。 0.9 0.9 。。 51.7 

1,947 919 I 1,019 自 。 9 8 。 1,020 
鏡 石 町 1,947 

100.0 47.2 52.3 0.5 。。 0.5 0.4 。。 52.4 

新 地 町 1,105 
1,103 L－－－－担.！.＿____ ~~?- 7 5 

－－ヱ”し
599 

99.8 45.4 53.9 0.6 0.5 。。 54.3 

中 島 村 801 
801 377 422 2 ! 。 2 8 。 420 

100.0 47.1 52.7 0.2 I 。。 0.2 1.0 。。 52.4 

矢 吹 回T 2.452 
2.450 1,391 17 。 17 自 。 1,399 
99.9 42.5 56.8 。。 0.7 0.3 。。 57.1 。 2,077 950 1,116 

自由－i.；十一一一 11 15 。 1,116 
石 ill 町 2,078 

100.0 45.7 53.7 0,5 0.7 。。 53.7 

長 祭 町 774 
771 310 458 。 3 4 。 455 

99,6 40.2 59.4 0.4 。。 0.4 0.5 0.0 59.0 

1,067 459 596 12 。 12 10 。 602 
浅 JII 町 1,067 

1.1 I 100.0 55.9 。。 1.1 0.9 0.0 56.4 

平 回 村 824 
824 371 444 9 。 自 2 日 450 

100.0 45.0 53.9 1.1 。。 1.1 0.2 。。 54.6 

2,249 986 1,241 22 。 22 11 。 1,249 
棚 倉 町 2,256 

99.7 43.8 55.2 。。 1.0 0.5 。。 55.5 

塙
1,209 1£1」I;;_! 。 715 

町 1,210 
99.9 0.7 0.0 0.7 0.7 。。 59.1 

鮫 JII 村 503 
503 234 266 。 3 4 。 266 

100,0 46.5 52.9 0.6 I 。。 0.6 0.8 。。 52.9 

L一団~－ 509 793 14 ! 。 14 13 。 7日5
lj¥ 野 Ill]' 1,317 

3日71 1.1 I 99.9 60.3 。。 1.1 1.0 。。 60.4 

984 438 
玉 JII 村 984 トー一一一一一

536 10 I 。 10 6 。 540 

100.0 44.5 54.5 1.0 。。 1.0 0.6 。。 54.9 。 786 382 398 自 。 6 5 。 402 
古 殿 町 790 

99.5 48.6 50.6 0.8 。。 0.8 0.6 0,0 51.1 

※ いわき市には平成24年度に実施した久之浜等の地区も含む。
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平成25年度実施対象市町村検査結果 平成26年6月30日現在

結果確定数 判定区分別人数（人）

受診者 （人ィ） 判定区分別割合（%〉 結節（人） のう胞（人）

（人） A 結節の割合（%） のう胞の割合（%）

進捗状況 A, A2 B C 5.1mm 5.0mm 20.1mm 20.0mm 
ア イ／ア（%） 以上 以下 以よ 以下

檎枝岐村 61 61 25 36 0 0 0 3 0 34 

100.0 41.0 59.0 0.0 0.0 0.0 4.9 0.0 55.7 

南会津町 1.,803 1,800 737 1,047 16 0 16 13 0 1.049 

99.8 40.9 58.2 0.9 0.0 0.9 0.7 0.0 58.3 

金山町 136 134 63 I 71 o o o 1 o 11 

98.5 47.0 53.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 53.0 

昭和村 101 101 56 45 0 0 0 0 0 45 

100.0 55.4 44.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 44.6 

三 島 町 129一一回目1一29一 38 1」 90 一一一一1回目ー－－~－一一一一1 ”“一一0 0 1ト一一91一
1 oo.o 29.5 I 69.s o.8 o.o o.8 o.o o.o 10.5 

下郷町 688 688 316 362 10 0 10 4 0 365 

roo.o 45.9 I 52.6 1.5 o.o 1.5 o.6 o.o 53.1 

喜多方市 5.110 5,692 2,26s 3,383 46 I o 46 40 o 3,390 

99.7 39.8 59.4 0.8 0.0 .0.8 0.7 0.0 59.6 

西会津町 638 638 243 390 5 0 5. 5 0 392 

100.0 38.1 61.1 0.8 0.0 0.8 0.8 0.0 61.4 

只見町 492 492 202 283 7 0 7 3 0 285 

100.0 41.1 57.5 1.4 0.0 1.4 0.6 0.0 57.9 

猪首代町 1,871 _ ＿＿＿.：ニ竺L 776 ! 1.018 ·----~-L _____ Q _____ ！.~.目－－－~－－－－ーとい＿＿1_._Q?_9 
99.8 一寸i°:6「－－su 0.1 o.o 0.1 0.1 o.o 57.8 

磐梯町 413 411 166 241 4 0 41 2 0 243 

99_5・ 40.4 I 58.6 1.0 o.o 1.0 o.5 o.o 59.1 

北塩原村 382 3自2 160 221 1 I o 1 3 o 221 

100.0 41.9 57.9 0.3 0.0 0.3 0.8 0.0 57.9 

会津美里町 2,547 2,544 1,057 1.461 26 0 26 17 0 1,473 

99.9 41.5 57.4 1日I o.o 1.0 0.1 o.o 57.9 

会津坂下町 2,0i4 2・07日 間 1,207 25 0 25 [ 9 0 1,217 

99.8 40.5 58.3 1.2 0.0 1.2 0.4 0.0 58.8 

柳 津 町 375 一一3一75一一ー一一一17一7一一一 19一6一一一一2一一一一一0一一一一一2 0 0 198 
1 iio.ii 47.2 1i3 o.5 o.o o:s ii:ii o.o 52.8 

会津若松市 14,632 14,590 6,025 8.407 158 0 157 114 1 8,454 

99.7 41.3 57.6 1.1 0.0 1.1 0.8 0.0 57.9 

揖川村 507 506 185 314 7 0 7 2 0 317 

99.8 36.6 62.1 1.4 0.0 1.4 0.4 0.0 62.6 

小計 115,004 114,783 49,923 63,830 1,030 0 1,Q28 710 2 64, 117 

合計 296,026 

99.8 43.5 55.6 0.9 0.0 0.9 0.6 0.0 55.9 

295,689 I 152,389 [ 141,063 
99.9 I 51.5 1. 47.7 o.8 I o.o 

2,218 

0.8 

1,670 

0.6 「ザi
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資料5

1 検査結果確定者の年齢及び性別

［よ
A 

自 0 

エ：二τ二二子一一口五T子 一一一男怯 女性 E十 男性 女性 計

0-5.t健 30 915 28,230 59,145 13 2日ね 13,692 26.915 41 57 98 。 。 。

一 ヤャ一一一一一一 トー一一句斗叩一6-lOJ住 21.396 18,282 ＂唱678 25552 26146 51.69日 116 236 352 。 。 。

11～15.I: 19.自5自 17.047 36,905 22.288 24,268 46,556 316 6'2 aaa 。 。 。
」一一 ー白山一一ωャトヂ司ヲ－－山市防ドー一一一一一一 ｝一…トー叩m一一

16庫～,a膚 8133 8 628 16661 7.116 8778 15,894 278 ''° 818 。

合計 80 302 72,0E7 152.389 sa 179 751 1.485 2.236 1 

年r.階層別判定区分の匁布［男性］ 年齢醐圃g判定区分の分布［女位］

・他

e-10鳳

.. 
刊ー可..

」哨 ＂＇泊 40% 60耗 飢渇
2ロ’＇ 40% 6ゆ%

（単位入｝

平成26年6"3即日現在

合計

男性 女性 計

44.179 41.979 86.15自

47 064 44,664 91 728 

42462 41,967 84 429 

トー一一一一一ート一一一 一一

15527 17,847 33,374 

149232 146.457 2Q56BQ 

開＇＂

圃S

＇＂路． 小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合がある。． 年齢は平成23年3月11日時点のもの。
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（人） 291.801 
800 

750 
700 

650 

600 

550 

500 
450 

400 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

0 
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句y

－

J
．当
4

i
l
l－
捌
1
1
1
1

－m
一
a

a

（単位人）

平成26年6月30日現在

大曹さ5.lmm以上
2.218人（0.8%)

割合

固

一－＇~－11.400
ーに｜：；：

判定区分

A2 

A1 

B 

大曹さ5，白川、以下
1,670人（0.6%)

146.457 

／ 
／ 

女

149,232 

ロ結節の大きさ

(5.1 rm,～） 

男

295,689 

全体

ロ結節の大きさ

（～5.0mm) 

結節の有無・大きさ

なし

品 3,0mm

3.1～5.0mm 

5.1～10.0mm 

10.1～15.0mm 

15.1～20.0mm 

20.1～25.αnm 

結節の有無及び大きさ

25.lmm～ 

事音節なし
291,801人

｛鐙之並）

4
1
 
・－－
z
ロ

ロ結節なし

i;:::コ

2 

。

。
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3 のう胞の有無及び大きさ

（単位人）

平成26年6月30日現在

のう胞の有無・大きさ 全体 男 女 判定区分 割合

ーーーー”
なし _ 154,290 81,033 73,257 A 1(52.2%) • ’ 81.4% I 
～3甲Glmm i 861，引 Cil 44,305 42,20'5 f I 

3.1～5.0mm 4 7,680 21,342 26,338, 1 

1§.1～1 O.Omm 7”0162 I 2,5'071 4,5551 A2(47.8%) I 1118.6判

10.1～15.0mm 1 1211 41 I 8b l rl 
15.1～20.(i)mrn 4 4! 1 13 11 'l 

20.1～25.omm 8 7 B(0.004%) I 0.004目l
25.1 mm～ 4 2 21 I I 

計 295,689 149,232 146 457 

のう趨なし、
のう胞の大きさ｛～3.0,,瑚羽｝
U0,800.入住'.LJ.単j

ロのう胞なし、 ロのう胞の大きさ ロのう胞の大きさ

のう胞の大曹さ（～3.0mm) (3.lmm～20.0mm) (20.1 mm～） 

固

L玄盤L
男性3

60,000 

50,000 

40β00 

30,000 

20,000 

10,000 

。

（人I1s4,290 
100,000 

90,000 

80,000 

70,000 

60,000 

50,000 

40,000 

30,000 

20,000 

10,000 

。
.. ,so 
1,622 
568 222 144 44 32 23 12 10 5 4 2 3 0 3 1 1 0 3 O O 1 O 1 O 2 

-" ~~~守庁 f,f,~~f, 必 f, 企庁~ f, f, f, f, f, f, ~ ~ 庁 f, f, f, f, f, ,, 

Wメ〆／／〆〆／ダグググポグググヂグググググポグググヂヂググ＇~~
〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆〆，’ J 〆，J 〆〆，， .う

句’

23 
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資料6

市町村別二次検査実施状況
甲状腺検査f 平成田年日月30日現在

一次E参検者釜 二次検者査
一次検査受齢者数（人） 結果確定数（人〕

受数 対象数 ウのうち ウのラち ウのうち ウのうち
通常診療等

（人） （人） 計 0-5揖 ト10脆 11-15最 16司 18膿
計 次回検査 サのうち

細胞.. 畏鯵者市町村名 Al A2 
ア イ ウ エ オ カ キ タ※1 ケ※2 コ※2 サ※3 ν 
率 受診率 率 率 ヨ巨 率 率

ケfタ% 2巨 率 率
イ／ア誕 ウノィ% エ／ウ% オ／ウ桶 カ／ウ% キ／ウ略 ク／『捕 コ／ク泊 ザ；.－ シノザ弧

＂＇成23年 対象市
JII倶町 2.221 

o! 100.: o: 37.: so6 87; 14; o: ---ss4 5 
83.3 

浪江町 3,249 26 23 3 7 12 23 1 4 18 12 
0.8 88.5 4.3 13.0 30.4 52.2 100.0 4.3 17.4 78.3 66.7 

飯館村 943 6 。。。
33.i 一一16」7」1 sot 100.: 

。。。
50.i 50.: I ool 100.0 

前相馬市 10.789 
52 48 6 5 16 I 21 48 4 11 33 19 
0.5 92.3 12.5 10.4 33.3 I 43.8 100.0 8.3 22.9 68.8 57.6 

伊達市 10 606 
50 44 。 3 16 I 25 44 4 8 32 23 
0.5 88.0 。。 6.8 36咽4 56.8 100.0 9.1 18.2 72.7 71.9 

図村市 6.327 
32 25 1 3 12 9 24 。 3 21 14 
0.5 78.1 4.0 12.0 48.0 36.0 96.0 。。 12.5 87.5 66.7 

広野町 838 5 4 。 1 1 2 3 1 2 。 。
0.6 80.0 。。 25.0 25.0 50.0 75.0 33.3 66.7 。。 。。

楢策町 1.153 トー百i asi 16.i o: 16:,+ ・,・d・ 5 。 2 3 
33.: 83.3 。。 40.0 60.0 

富岡町 2302 
13 12 。 1 51 6 12 。 2 10 7 
0.6 92.3 。。 8.3 41.7 I 50.0 100.0 。。 16.7 83.3 70.0 

川内村 280 4 4 。
25.: --,{1一寸百3 100.6 o: 25; 一一一75」0 66.i 1.4 100.0 0.0 

大熊町 1.973 
14 12 1 5 I 5 12 1 4 7 2 
0.7 85咽7 8.3 8.3 41.7 I 41.7 100.0 8.3 33.3 58.3 28.6 

双葉町 949 o; 66i o: o: 一－sot{一一50」0 1 oo.i “一一一0一－~ o: 100.i 

葛尾村、 183 1 。 。 。 1 。 1 。 。
0.5 10日。 。。 100.0 。。 。。 100.0 。。 100.0 。。 。。

23年度計 41.813 't: 195 ;: 一一一1主1主3 ト＇＊ .:.; ;:.: i; ト寸告 ;:: ,;: 88.2 
24 対
徳島市 47 336 

283 266 5 28 106 127 258 12 65 181 91 
0.6 94.0 1.9 10.5 39.8 47.7 97.0 4.7 25.2 70.2 50.3 

二本松市 8.846 :: o: 
5 26 21 ,:i ---.-t 14.6 一一－--dt sii 9.6 50.0 40.4 

本富市 5,233 29 28 1 3 14 10 26 。 8 18 7 
0.6 96.6 3.6 10.7 50.0 35.7 92.9 0.0 30.8 69.2 38.9 

大玉村 1.372 o; 100.6 o: トーal 57.i 42.: 7 
一o% 14.3 85,; 66.; 100.0 

郡山市 53 962 458 398 17 64 166 151 383 23 118 242 96 
0.8 869 4.3 16.1 41.7 37.9 96.2 6.0 30.8 63.2 39.7 

桑折町 1 857 14 ,:: 2 
ト一一而ii,ー”“一~－ 18.: 81.: ,,; 0.8 9.1 18.2 

国見町 1.429 
15 13 2 2 2 7 13 1 2 10 4 
1.0 86.7 15.4 15.4 15.4 53.8 100.0 7.7 15.4 76.9 40.0 

天栄村 878 ト ・・of寸法卜一寸トヲ5ま 16.7 一一一3一，｝ “一ー一1一00』0 ,,; so.: 

白河市 10.805 
61 58 2 10 27 19 58 6 13 39 15 
0.6 95.1 3.4 17.2 46.6 32.自 100.0 10.3 22.4 67.2 38.5 

百郷村 3.61自ト 30 26 2 6 9 9 26 2 8 16 5 
0.8 86.7 7.7 23.1 34.6 34.6 100.0 7.7 30.8 61.5 31.3 

泉崎村 1.156 ト d 100.: 
。。。一一一4一0主0 一一」0o~一一8一0主0 白一一10一0旦0 一一4一0i ,oi 

三春町 2,717 22 21 。 1 11 I 9 21 4 4 13 6 
0.8 自5.5 。。 4.8 52.4 I 42.9 100 0 19.0 19.0 61.9 46.2 

24年度計 139,209 'i; :;; 125 
11盟..I !1＇立.1 ::.: :i iii :;: 1:.: 14.0 

※l クには血液検査、尿検査及び細胞診実施者のうち、検査結果を通知していない対象者は含まない。

※2 0及びコは平成26年4月以降の本格検査において検査を実施する受診対象者。

※3 サは通常の保険診療枠として概ね6か月後またはl年後に再診する受診対象者。． 小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合がある。
・年齢は平成23年3月ll日時点のもの。． 対象者のうち、在籍している学校で検査を受診した方などについては一部、学校等の所在市町村に含
め集計していたが、震災時市町村に再集計した。
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甲状腺検査（二次倹査）婁錨状＂＇ E且笠主盟盟E旦主

一受次診検者査数 対二次象〈人検者〉数査
二次検査受惨者数（人） 結果確定数（人〉
ウ明ラち ウのうち ウのうち ウのうち 通常診療等

〈人） 霊t 0-5JI 6-1口組 11-15歳 16-18施 Z十 次回検査 サのうち
市町村名 細胞惨受鯵者

Al A2 
ア イ ウ エ オ 力 キ ク※1 ケ※2 コ※2 サ※3 シ率 受診率 率 ヨ色 率 ヨ畢 率 温色 E巨 率 2駆イ17% ウ／イ% エ／ウ略 オ／ウポ カ／ウ略 キ／ウ円% ク／ウ略 ケノ.端 コ／ク% サ／タ兇 ＇；／サ%

平成田 内実施対象市
いわき市※4 47,759 ・i: ::: ,;: ---i?H-戸時五1百0す3 ;;; ;: :n ,;: 
窺賀JII市 11.532 

101 96 6 16 521 22 94 7 32 55 12 
0.9 95.0 6.3 16.7 54.2 I 22.9 97.9 7.4 34.0 58.5 21.8 

相馬市 5046 
i: ,:; ,.: 22.i －.－｛訂Nー－,fJ ,;; ,; ,;; 5:: ,,: 

鏡石町 1,947 9 7 。 4 3 。 7 。 6 
0.5 77.8 。。 57.1 42.9 0.0 100.0 。。 14.3 85.7 16.7 

新地町 ,., 05 ト一一。i 100.! 
。
42.: 

3 c---,-.,-, 85: 
。 。。。 6 

トー討。。 42.9 。。 100.0 

中島村 801 2 2 。 。 1 2 。 。 2 1 
0.2 10日日 。。 。。 50.0 50.0 100.0 。。 。。 100.0 50.0 

矢吹町 2.452 卜－－－--,1;. ,!.! 。 16.1 ト白石i
4 11 。。。 叶トーす；。。 33.3 91.7 

右JII町 2 078 11 10 。 4 4 2 10 。 1 9 5 
0.5 90.9 0.0 40.0 40.0 20.0 100.0 。。 1日.0 90.0 55.6 

矢祭町 774 
3 2 。 。 1 1 2 。 。 2 。
0.4 6E.7 。。 。。 50.0 I 50.0 100.0 。。 。。 100.0 。。

津川町 1.067 一一一11_ ,;,: －一一50：司11一一一30一: 10 
al 」一一－20{

8 
25.i 10.0 10日目 80.0 

平図材 824 9 8 。 4 3 I 1 7 1 1 5 ,., 88.9 。。 50.0 37.5 I 12.5 87.5 14.3 14.3 71.4 20.0 。棚倉町 2.256 ト一一子音 10:: トー寸 ,,; ,;: 2 
一-,of＋…一一7一：：－ 5 

10.5' 33.3 
鳩町 1,210 8 6 。 1 3 2 4 。 3 。

0.7 75.0 。。 16.7 50.0 33.3 66.7 。。 25.0 75.0 。。
佐川村 503 

33.3 o: o: ”－－，1+ 1凹五1 100.: o: 一一off--,oot o: 

小野町 1.317 14 12 1 1 6 4 11 。 4 7 。,., 85.7 8.3 8.3 50.0 I 33.3 91.7 。。 36.4 63.6 。。
玉川村 984 一一一ti

1 
25.i 12.5 25.よ0I "J 100: o: ト－－－－，－＆ 75.: 16.; 

古庖町 790 6 6 。 4 1 6 。 2 4 1 
0.8 100.0 。。 16.7 66.7 16.7 100.0 。。 33.3 6E.7 25.0 

槍枝岐村 61 
o: 
。
一ー一at o: o: 

。
o: 
。。。 。。。 。。 。。

南会樽町 1.803 
16 14 。 6 7 1 11 2 8 2 
0.9 87.5 。。 42.9 50.0 7.1 78.6 9.1 18.2 72.7 25.0 

金山町 136 
。 0 。 。 。 。 。 。 。 。 。
。。 0.0 。。 0.0 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。

昭和村 101 
o: 一一一－・－o-% o: 

。。。
o: 
。
一一一，t o: 

。
。。 。。

三島町 129 1 。 1 01 。 。 。 。 。 。
0.8 1日日.0 。。 100.0 。。 。。 0.0 。。 。。 。。 。。

下郷町 688 111 so.: 
。
。。 ,,; 62:+---,si o: 50: 50.: ト一石t

喜多方市 5,710 46 35 1 11 14 I 9 30 2 6 22 7 
0.8 76.1 2.9 31.4 40.0 I 25.7 85.7 6.7 20.0 73.3 31.8 

西会津町 638 
o: so.: 

。
一一一5oi。。 ト目計 τd- 5oii 

。。。トー－－－－＆－ 100.ii トー“，J
只見町 492 7 6 。 3 3 。 6 。 2 4 1 

1.4 85.7 。。 50.0 50.0 0.0 10日，O 。。 33.3 6E.7 25.0 
猪苗代町 1 871 ci; 10 

10.: 10.0 so.: 2oii so.: 25.i 37; 37; o: 76.9 

磐梯町 413 
4 3 1 。 1 1 3 。 2 。
1.0 75.0 33.3 。。 33.3 33.3 100.0 33.3 。。 66.7 。。

。
北塩原村 382 

1 。
0。0 0.。0 。 1 。 。

0.3 100.0 100.0 。。 100.0 。。 100.0 。。 。。
会津美里町 2,547 12: ,,',; 。 15.: 5;: 31.: 6.: 43; 50.: 12.5 。。
会話章坂下町 2 074 」 25 21 3 4 8 6 17 。 3 14 2 

1.2 84.0 14.3 19.0 38.1 28.6 トー・ 81.0 。。 17.6 82.4 14.3 
柳津町 375 

ol 100.i o: o: 100.ii o: 50.: 
。
一市辻卜－－－，｛ ol 。。

会津若松市 14.632 158 122 5 29 67 21 98 7 33 58 12 ,., 77.2 4.1 23.8 54.9 17.2 80 3 7.1 33.7 59.2 20.7 
調川村 507 

1 i o: 20.: 40.ii 一一－，－.－%－ so: 。。。 。。。 100.: 25.0 

25年度計 115,004 1 030 865 46 170 433 216 793 45 241 507 140 
0.9 84.0 5.3 19.7 50.1 25.0 91.7 5.7 30.4 63 9 27.6 

平成23～25隼周修理健給対量百面肩吾吾

甜 I ＂叩 26トー呼H---1望相－－ 1H  --fi子1---ilH- 詔｜ト一事干｜ 1島十一知トーJ者11-----t!tl

※4 いわき市には平成24年度に実施した久之浜等の地区も含む。
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報告2
県民健康調査「甲状腺検査（本格検査）」実施状況

I 調査概要

1. 目的

子どもたちの健康を長期に見守るために、現時点での甲状腺の状態を把握するための l回目

の検査（先行検査）に引き続き、甲状腺の状態を継続して確認するための検査（本格検査）を

実施します。

2.対象者

先行検査における対象者（平成4年4月2日から平成23年4月l日までに生まれた福島県

民）に加え、本格検査では平成23年4月2日から平成24年4月l日までに生まれた福島県民

にまで拡大して検査を実施じます。

3. 実施期間

平成26年4月2日から検査を開始し、平成26年度及び平成27年度の2か年で検査を実施

します。

その後は、対象者が20歳までは2年ごと、それ以降は5年ごとに検査を実施し、長期にわ

たり検査を実施します。

4.実施機関（先行検査と同様）

福島県から委託を受けた福島県立医科大学が、福島県内外の医療機関等と連携して実施して

います。

一次検査については、対象者の利便性を考慮し、県内各地の医療機関でも検査が受診できる

よう調整を進めており、まずは協定を締結した4医療機関において順次検査を実施しています。

また、福島県外の検査実施機関については、平成26年6月初日現在、全都道府県計87の

検査実施機関と協定を締結して検査を実施しています。

二次検査については、県内では平成25年7月から郡山市及びいわき市の2か所、平成26

年8月からは会津若松市の lか所の検査実施機関において実施しており、平成25年11月から

は県外検査実施機関の一部においても実施しています。

5. 検査方法（先行検査と同様）

( I)一次検査

超音波画像診断装置により甲状腺の超音波検査を実施しました。

なお、検査の結果は、以下の基準により複数の専門医により判定しています。

( i ) A判定： Al、A2判定の場合は次回（平成26年度以降）の検査まで経過観察としてい

ます。

(Al)結節やのう胞を認めなかった場合です。

(A2) 5. 0 mm以下の結節や20.0 mm以下ののう胞を認めた場合です。

(ii) B判定： B判定の場合は二次検査を実施しています。

5. 1 mm以上の結節や20.I皿皿以上ののう胞を認めた場合です。

なお、 A2の判定内容であっても、甲状腺の状態等から二次検査を要すると

判断した方については、 B判定としています。

1 
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（日i) C判定： C判定の場合は二次検査を実施しています。

甲状腺の状態等から判断して、直ちに二次検査を要する場合です。

(2）二次検査

一次検査の結果、 B判定またはC判定となった場合は、二次検査の対象となります。二次

検査では、詳細な超音波検査、血液検査及び尿検査を行い、必要に応じて穿刺吸引細胞診

を実施します。

(3）検査の流れ

図l検査の流れ

6.実施対象年度別市町村

平成26年度及び平成27年度の各実施対象市町村は次のとおりです。

仁二コ平成26年度一次検査実施市町村（25市町村）

圃圏平成27年度一次検査実施市町村山市町村）

図2.実施対象年度別市町村

園理署

2 
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II 調査結果概要

( 1）一次検査

平成26年4月2日から検査を開始し、今年度は.25市町村の約 220,000人を対象として、

6月初日現在28,775人 (13.5%）の検査を実施しています。※I,2 

そのうち、 6,465人（22.5%）の受診者について検査結果が確定し、結果通知を発送してい

ます。※3

なお、検査結果はA判定（Al及びA2判定）の方が6,419人（99.3%）、 B判定の方が46人

(0. 7%）、 C判定の方はおりません。

表1回一次検査進捗状況 平成田年6月30日現在

対象者数
亜診者数（人〕 結果判定数（人）

（人）
受診率 判定率 判定区分別内訳（割合（略））

うち県外［覧） （縄） A 受診
ア イ｛イ／ア］ ウ（ウ／イ） Al z （ヱ／ウ） A2オ（オ／ウ）

平成26年度実施
213.223 28,575 (13.4) 1.893 6.458 ( 22.6) 2 739 (42.4) 3,673 (56.9) 対象市町村計

平成27年度実施
200 200 (100.0) 7 ( 3.5) 1 (14.3) 6 (85.7) 対象市町村計

， 
合計 213.423 28.775 (13.5) 1,894 6.465 ( 22.5) 2.740 (42.4) 3,679 (56.9) 

表2結節目のう胞の人数割合

7に対する結節のう胞の人数（割合（略））

結果確定数（人）
結節

5.1mm 以上 5.0mm以下
ア イ（イ／ア｝ ウ（ウ／：円

平成26年度
6,458 46 (0.7) 46 (0.7) 実施対象市町村計

実施平対成象2市7年町虚村計 7 。（0.0) 。（0〔〕）

合計 6465 46 (0.7) 46 (0.7) 

※1市町村別受診状況は、資料lのとおり。

※2本県以外の都道府県別受診状況は、資料2のとおり。

※3市町村別結果状況は、資料3のとおり。

20.lmm以よ

エ｛エ／ア）

。（0.0)

0 (0.0) 

。（0.0)

一次検査対象者

B カ（カ／ウ） C キ（キ／ウ）

46 (0.7) 0 (O.D) 

0 (0.0) 0 (O.o) 

46 (0.7) O (O.D) 

平成26年6月30回現在

のう胞

20.0mm以下

オ（オ／ア）

3,684 (57.0) 

6 (85.7) 

3,690 (57.1) 

．小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が 100%にならない場合が

ある。
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( 2）二次検査

平成26年6月からは本格検査対象者についても二次検査を実施しており、対象者46人の

うち 22人（47.8%）の方が受診し、そのうち 3人 (13.6%）の方が二次検査を終了していま

す。※4

なお、一次検査でB判定46人の方のうち、二次検査結果が確定した 3人の方全てが、詳

細な検査の結果、一次検査基準でA2の範囲内であることが再確認されています。

表3.二次検査進捗状況 平成26年6月30日現在

対象者数
受齢者数（人） 結果確定数｛人）

（人）
量惨率 確定率 ll1.困検査 通常診療等

（略） （%） 
A1 A2 

うち細胞診受診者

ア イ（イ／ア） ウ（ウ／イ） ヱ（ヱ／ウ） オ（オ／ウ） カ（カ／ウ） キ（キ／カ）

平成26年度
46 22 (47.8) 3 ( 13.6) 日（ 0.0) 3 (100.0) 0 (0.0) 。（ 0.0) 

実施対象市町村計

平成27年度
。 。（O.D) 日（ 0.0) 。（ 0.0) 日（O.D) 日（0.0) 。（ 0.0) 

実施対象市町村計

合計 46 22 (47.8) 3 ( 13.6) 。（ 0.0) 3 (100.0) 。（0.0) 。（ 0.0) 

※4市町村別実施状況は資料4のとおり。・早期に診察が必要と判断した方については優先的に二次検査を実施。． 次回検査は一次検査基準でAl、A2の範囲内である乙とが確認された方（甲状腺に疾病のある
方を含む）。． 通常診療等は概ね6か月後または l年後に経過観察（保険診療）する方及びA2基準値を超え
る等の方。

4 
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資料 l

市町村別一次検査実施状況

。

年齢暗層別畏齢者数〔人）
年齢階層別内訳（%〕※1

～7轟 Is-i，融 I＂ト 17血 I•抽～n
平成田年度実施対象市町村 333 545」』 381 18 

川倶町 2.461 1.277 15 日由一一一一2一6.1一一一『42.7 29.8 1.4 

379 327 264 133 
浪江町 3,769 1,103 30q 29.3ト1一一一3二4一.4二一一 29一.6 23.9 12.1 

137 日6 132 6 
飯館村 1, 123 371 12 33.0 36.9 25.9 35.6 1.6 

946 2,1651 1.259 152 
南相馬市 12.980 4,522 777 34.8一一一一2一0.一E ー一一一47一.9T一一一一27一8一 3.4 

1,853 2,597 1.617 159 
伊違市 11.737 6226 128 53.0 29.8 41.7 26.0 2.6 

572 1,539 834 55 
田村市 7寸320 3.ooo " ,i:o 19.1 5,.3 27.8 ,.8 

113 141 104 39 
広野町 1.108 397 27 35.8 一一一一，.，一一一ー一3一5.一5一一一一一－一2一6一.2 98 

173 1日4 169 56 
楢葉町 1.488 592 58 39.8 29.2 32.8 28.5 9.5 

273 261 246 125 
富岡町 3・101 905 176 29・2 30.2 28.8 27.2 13.8 

29 50 27 4 
川内村 360 110 4 30.6一一一一2一6.一4一一一一4一5.5一 245 3.6 

326 317 253 67 
穴熊町 2.498 963 159 38.6 33.9 32.9 26.3 7.0 

107 91 63 23 
東灘町 1.258 284 88 22.6一一一一一37『3ーーーー一一3一2.0一一一一一2一2.2一← ーー8.1 

19 26 12 3 
葛尾村 240 60 5 250ト1一一一一31一7一 43.3いー 200 50 

1,687 4.374 2.208 ・ 95 
福島市 55,708 8,364 81 15.0 20.2 52.3 26.4 1.1 

二本松市 1山 97 0 0.9一一一－，.fト一一－－－.：；＇－.一守許－－－－－，－｝
2 0 17 0 

本富市 6・321 19 O 0・3 10.5 i 0.0 89.5 0.0 

O OL 里。
大豆村 1.677 6 0 04 一一一一一0一.0一←1－－司司自由0一OI 100.0一一一日ーー0ー0ー

34 30 26 0 
郡山市 64,383 90 3 0 1一 一一3一7一8一一ー一33.3 28 9 ”“一0一0』

9 12 67 4 
桑折町 2,065 92 0 4.5一一一一一9一S一一一一一一13一.0 72 8一一一一一4一.3ー

園見町 1,593 42 0 26 －ー一一』一a一：一一一一1日8一，＇’一一一一7一1：一E一一一一一一2一..-
1 1 0 0 

実栄村 1 ・061 2 O 0・2 50.0 50.0 0.0 0.0 

4 3 2 0 
白河市 12,155 9 0 0.1 44.4 33.3 22.2 0.0 

0 11 ' 1 
西郷村 3977 5 1 0.1「--,-:a「一寸oo「 60~0 --,110-

0 0 0 0 
泉崎村 1 ・289 O O o.o 0.0 0.0 0.0 0.0 

271 3 0 
Z巻町 3067 39 0 1.3ト1一一一一，，,c--60.21一 77 月白 0白 0司

7,019 12,810 7.798 948 
H26年度実施 213,223 28,575 1,893 13.4 24.6 44.8 27.3 3.3 対象市町村計

。

200 

213,423 1,894 13.5 

平成田年6月30日現在

イのうち県外 イのうち県外
居住者数 居伎者ゆ
c, 割合%〉

ウ業2 I o；イ

13 1.0 

343 31.1 

12 3.2 

744 16.5 

100 1.6 

45 1.5 

27 6.8 

67 11.3 

217 24.0 

6 5.5 

191 19.8 

105 37.0 

5 8.3 

80 1.0 

1 1.0 

。 0.0 

。 0.0 

3 3.3 

。 。。
。 0.0 

。 。。
。 0.0 

1 20.0 

。 0.0 

。 0.0 

1,960 6.9 

オ
ヨ－ 帥ou 

※l 上段には受診者数を、下段には受診者数イの階層別割合を記載。

※2 受診者のうち県外住所の方の人数。

※3 受診者のうち県外検査実施機関で検査を受診した人数及び福島県立医科大学から出向いて実施した

検査を受診した人数。． 小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合がある。． 年齢区分は本格検査の検査受診時点の年齢。
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資料2

都道府県別県外検査実施状況

平成26年6月30白現在

都道府県名
県外検査 受診者数
実施機関数 （人）

都道府県名
県外検査 受診者数
実施機関数 （人）

都道府県名
県外検査 受診者数
実施機関数 （人）

北海道 4 16 福井県 5 広島県 。
青森県 19 山梨県 32 山口県 2 

岩手県 2 27 長野県 2 5 徳島県

宮城県 2 457 岐阜県 8 香川県 。
秋田県 31 静岡県 2 8 愛媛県 。
山形県 3 71 愛知県 3 15 高知県 。
茨城県 2 113 三重県 。 福岡県 2 3 

栃木県 5 11 0 滋賀県 佐賀県 。
群馬県 4 京都府 2 2 長崎県 2 。
埼玉県 36 大阪府 6 16 熊本県 。
千葉県 3 52 兵庫県 2 17 大分県 。
東京都 10 228 奈良県 。 宮崎県 3 

神奈川県 4 231 和歌山県 。 鹿児島県 。
新潟県 363 鳥取県 。 沖縄県 6 

富山県 。 島根県 。
石川県 6 岡山県 3 6 合計 I a111五司． 受診者数は県外検査実施機関で検査を受診した人数及び福島県立医科大学から出向いて実施した検査
を受診した人数0・福島県立医科大学から出向いて検査を行ったのは、新潟県 (I回）・神奈川県 (I回）。
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資料3

市町村別一次検査結果。

平成26年6月30日現在

受診者

（人） ム｜叶者弘－~品キ－－~剖
平成26年度婁飯綱象市町村

川俣町

浪江町

飯舘村

南相馬市

伊達市

図村市

広野町

構築町

富岡町

川内村

大熊町

双葉町

葛尾村

福島市

二本松市

本宮市

大玉村

郡山市

桑折町

国見町

天栄村

白河市

西郷村

泉崎村

三春町

平宮古寄言葉面
皇室亙E主主

l. 

ill土I 490 I 618 I 6 I o I 6 I a I o I 620 
87.2 I 44.0 I 55.5 I 0.5 I o.o I 臥51 0.71 0.01 55.7 

1,277 

11田トー~刻一一一辺 1 3田1 51 01 51 31 01 393 
I 63.4 3.5 I 55.8 I ・ 0.7 I 0.0 I 0.7 I 0.4 I 0.0 I 56.2 

mト一一一11皇↓－－___ ..§1.~ - ~－1-1-一一－ ,-1一一一一旦L ＿.，.，＿よ一一一－U一一一i」 曲
I .81 44.2 I 53.引 2.3I o.o I 2.3T o.a可 Oil下－ 5お
, mιI 8911 1.3451 121 01 121 141 01 1.348 
49.7 I 39.6 l 田81 0.5 I 0.0 I 0.5 I 乱8I o.o I 6M 

4,52' 

6,226 , 53 I 24 I 28 I I I O I 1 I 1 I o I 27 
I 0.91 45.31 52.81 1.91 0.01 1.91 1.91 o.ol 50.91・ 

σi イf十一＿_1q ________ 1+ _____ o十一 _____ Q..L －：＋一一寸剣一一一一叫－ 1..1 
53.3 I 46.7 I o.o I o.o I o.o I .印a・r o.c ・r 46.7 1 

397 ' 許l m1 m1 211 オト寸ti一「計一「：~！ーイr
592 , 383 I 178 I 203 I 2 I O I 2 I 3 I O I 204 

4.7 I 46.5 I 53.0 I 臥5I 0.0 I 0.5 I 0.8 I 0.0 I 53.3 

田5f----_1.Q.4↓＿ _1_！，！.」 _4Q旦』 6l 01 --'-L 51 01 一旦L
f 77.8丁 目白寸 田8r- o~r-- o.o↑一ーすす「 0.1 I -a.al 51.0 

110 ド 51.1 151 －＂－上 01＿一一一－－＇'-1----旦－ I O」 o」「－－4MT 四，r- ・'io.6「 ・o:cn o.o I 叩 1・ 0:01”。。ii' 'ioT 
963 .el!..j 2481 3251 51 01 51 71 01 327 

60引 42.9I 5日 I 0.91 o.o I 0.9 I 〆 1.2I o.o I 56.6 

284 1871 881 991 01 01 01 01 01 99 
65.8 I 4 7.1 I 52.9 I o.o I o.a I 0.0 I o.o I 0.0 I 52.9 

60卜－－－－・－2-,Lj-f一守社l・・sd-1一一ーオトー－.計一－－o－：＠イ 一一，~－トー·－a:H ---ad-1 
帥641 231 131一一「-.J.g_j O I O I O I O I O I 10' 
I I 56.51 43.EI 0.01 乱OI 0.0 I o.a I 0.0 I 43.E 
' 41 21 21 01 01 01 01 01 2 
4.1 I 50.0 I 50.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I O.C I 50.0 

97 

19 I一一一一Lし -LI一一一0_1一一一一旦l ---~ 1-----_(I＿日一一 o I o J I 5.引 100.0I o.o I 0.0・1 凹I o.o I o.o I Eす「一－ 0.0 

61一一ー旦｜ _ _g＿十一一＿.Q.j - 斗一一叫一一一一外 o j o」
o.o o.a o.o I o.o I oo I o.o「 0.0l 0.01 0.0 

901 41 31 11 01 01 01 01 01 1 
I 4.4 I 75.0 I 25.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 25.0 

目｜ 一寸ト－____ _(I_ I--－－叫－－_ __()_ 1--－」.［＿ -~..! ______ 9..，一一斗！一一 。｜
I 0.01 0.01 0.01 o.ol o.ol o.ol o.ol 

担｜ ___ _JI十一一＿.9.J一 旦｜一一一旦トー＿＿_()__]_ 2ト一一一o＋一一一斗ー O' 
0.0 a引 o.oI o.o I o.a I o.c下回T o司－ o:o 

' 21 11 11 01 01 01 01 01 1 
100.0 I 50.0 I 50.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 5C.O 

2 

9 一一LI 01 11 01 01 01 01 01 
1111 0.01 JOO.al 0.01 0.01 o.ol 、 0.0I o.o I 100.0 

5卜一－－ .9_1一一 oI 日」 川 01 引 引 Oト
o.o I o.c I o.o円 --o:引 可引”一一－0.C汁一一一百引 o:o「一一一凹手
01 01 01 01 01 01 01 01 O 
0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I o.βl 0.0 I o.o 
。

OI OI 01 01 01 I O 引 0
00 I 0.0 I 00 I 00 I o.a I ii:a・ :ol ---ii引一一一一可五39 

島4581 27391 3.673 I 461 0 I 461 46 I O I 3 684 
22.6 I 42.4 I 56.9 I 0.7 I 0.0 I 0.7 I 0.7 I 0.0 I 5j]' 

28,575 

叩 I・・-------s:}J－－－・「.:l-1・・ --,-d－ト一二d十 出”－－，｛j-－一一ー官制一 出－－・.，J
辺担
当A

品位E
56.9 

丘E
0.7 

旦
0.0 

46 
0.7 ． 小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合がある。
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a略畢確定’R【人3

哲 I1す I" I持 I:.?.1:. I .:~i;:i ,.-:cゐ 11 " I .固慣嘗
，終1

i. ／号h:Iム｜よ！ム｜ム 11 み " " 

I ＂時計｜ 200トー 剥 剥一一品｜一品i一一針 。：｜

｜ 合計 I 即日｜ 叶－－－・，｝.＼／・・ 一品，t・－・－・出－－ ··；；占卜·－；，？~ト··－·－··i－，＼トー合ト「00%ト 剥 品｜

資料4

市町村別二次検査実施状況

市町村名

平成26年度実績対象市町村

一一一一ー一一一一＇一一
川俣町 mト一一告ト 3占トーっ品－・－－・・－，o:'ol・－－一前ト 品｜

1叶一一一一世－－ai,I 品｜一一樹一一一一，，＼＼・一一品1
'" l····---··oil··一一一治卜－－－；；~f- ・100:11 －甜一一品
4，日＇I・・ 出l---,i＼卜一一品トJ計 ,,11・・ 品
開 Eトー 古l・－－－，！＇，トー卦一一品1---・・・}ot・・
制 0卜一剥一品i掛－－・・・・，＇at・・一一io卜一寸＆＇

則行 会1 1剥一一品｜一一d。！一剥 ・・,,.', 
110卜一一一品ト一一古14トー古伝一端一一品
g叫 古卜一一一，，＇at一一品ト一品1iii占卜一一品
2叶一一一樹 剥－・－・－0%ト一一一品ト一一古｜－ －，目
叶一一剥一一品卜－－，Qol・・ 岩 治ト一一古
,364卜 品t・－・一一品卜一一樹－－－-t',I -,', .. 一品
目｜一一一lo卜 剥 品十一－，1+--・・ ··；；~十一品

叩｜一一品トー一針 品ト一一剥一樹－－－泊
叫 品｜一一一一，If－－－－剥－－・・i出 品ト”。l

叶一一品1 剥一一剥一一品1－－－－剥ー
,f一一剥一一品！一世 j出一－－／；；ト
, 1- 品晶i一一剥－ E叶－－－－，.%／・・ 品 一品｜
, f-・ 一一品トー 古！ 品トー一剥一合i一一品l
, I・・ ---0~＼－－·－····－·剥一－－－0~十 品トイ却・－・・・・,';; 

浪江町

飯舘村

南相馬市

伊達市

岡村市

広野町 397 

楢葉町 592 

富岡町。川肉村

大熊町

双葉町

葛尾村

福島市

＝本松市

本宮市

大玉村

郡山市

桑箭町

19 

間
一
間
一
関

茜郷村。泉崎村

三春町 39 

26年度市町村計 28,575 

四九

。。。 o0o 。。。 o0o o0o 

2 。”－，・，品ト
。 。。。

66.7 。。 。。
o0o 
。 。。。。。。 。 。 。 。。。 。。 。。 。。 。。

o0o 
。 。。。 。。。 。。。 。。。 。。。 。 。 。。。 。。 。。 。。。 。 。 。 。。。 。。 0.0 0,0 。。。 。 。 。 。。。 。。 。。 0.0 。。

50~: 。一一1前卜一一品 。。。 。。
」“一一 。 o I o 。 。。。。。 。。 。。 。。

。。。 o0o 

・－－－.%ト－－ti+ ,% 一品卜一品。
一一一｝o」1一一 0旦0 。 。。。 。。 。。
o0o ---t'of--£, o0o o0o 
。
o0o 
。 。 。

0.0 。。 。。 。。。 。 。 。 。。。 。。 。。 0.0 。。。 。 。 。 。。。 。。 。。 。。 。。。 。
o0o 
。
o0o 0.0 0.0 。。。 。 。 。 。。。 。。 。。 。。 。。

o0o o0o 。。。
o0o 
。 。。。 o0o 。。。 。。

o0o 一戸百。五 o0o 
。
,oo 。。。守一“百%下1 五0百 。 o0o 0.0 。。

o0o 一－・－iiQo ~ o 0o o0o 
。
。。。 。 。 。 。。。 0.0 。。 。。 。。

3 。 3 。 。
13.6 。。 100.0 0.0 。。

一一一卦 出 。

※l Mξは血液検査、尿検査及び細胞診実施者のうち、検査結果を通知していない対象者は含まない。

※2 ケ及びコは平成26年4月以降の本格検査において検査を実施する受診対象者。

※3 サは通常の保険診療枠として概ね6か月後またはl年後に再診する受診対象者。． 小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合がある。． 年齢区分は本格検査の検査受診時点の年齢。
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［出席者］

［委員］

報告3

第5回病理診断コンセンサス会議概要記録

日時：平成26年10月27日（月） 9 : 00～12 : 00 

場所：福島県立医科大学附属病院

2階病理部検鏡室

橋本主任教授、田崎准教授

［オブザーバー］鈴木長一部門長、志村副室長、大津留品教授、福島副室長

［事務局］高島副室長、逸見主任医療技師、佐藤ゆかり主任医療技師、氏家医療技

師、坂本主事。（記録作成）逸見主任医療技師、坂本主事

。

［議題］

( 1）議事録について

( 2）症例検討

議題（1 ）、（2）について検討を行った。

以下、概要。

( 1）議事録について

－前固までの議事録の再確認を行った。

( 2）症例検討

－次回の開催は、 12月6日（土）東京で開催の予定。



県内検査実施機関一覧
[ ＿＿報告4f

平成26年11月30日現在

所在地 医療機関名 一E次怯検予査納開確措定 二又次は検予査制開確始定

あづま脳神経外科病院 。
福島市 大原綜合病院

県北
j斉生会福島総合病院 。

伊達市 中野病院 。
皇総合病院 。

県中 郡山市 菊池医院 。
郡山市健康振興財団 。。 fミ2持戸、虫色手 会津若松市 会津中央病院 。。
福島労災痛院 。
松村総合病院 。

いわき いわき市
,:S1じい医院 。
呉羽総合病院

L」 12医療機関

。



県外債査実施機関一覧
報告.4_,

※ 前固から新レく協定日締結しだ機関及び二次検査を開始（予約確定〉レた機関には古を他けています。 平成26年11月30日現在

所在地 医療機関名 H震2慣5定配働肘組2鶴6周2事二叉次臥機予査納開確始定 所在地 医療機関名 'Ii燭5定＂”UH絶Z積6鋼2事二又次は後予轟約倒確的定
上燦甲状腺クリーツク 石川県 内灘町 金沢医科大学癌院

札幌市 北海道大学病院
北海道

さ状っ線ぽろ糖尿病・ 。
* 甲 クリック

福井県 福井市 福井県立病院 。
山梨県 中央市 山梨大学医学部附属病院

函館市 函館五稜郭病院 。
青森県 弘副市 弘前大学医学部附属病院 。 長野県

松本市 相津病院

飯田市 飯田市立病院

栗原クリニック 岐阜県 多治見市 岐阜県立多治見病院

岩手県 盛岡市 岩手県立中央病院 。 。
たにむらクリニック 。 静岡県

静岡市 儲ヶE病院 。
浜松市 浜松医科大学医学部附属病院 官

宮城県 仙台市
森洋子クリニック

東北大学痛院 。 名古屋市 名古屋大学医学部附贋病院 。
愛知県 豊川市 豊川市民病院

税田県 枚目市 牧田大学医学部附属病院 長久手市 愛知医科大学病院 。 。
山形市

山形大学医学部附属病院

c山形－県 山形市立病院済生館 。
酒田市 日本海総合腐院 。

三重県 松阪市 松阪中央総合病院

滋賀県 大津市 滋賀医科大学医学部附贋病院

京都医療センター 世

水戸市 水府痛院 京都府 京都市 京都府立医科大学附属癌院

茨城県
つくば市 筑波大学附贋病院

目立市 目立総合病院 。
鹿嶋市 小山記愈病院 。

* 

j邑和会音羽病院 官

大阪市
すみれ病院

大阪市立太学医学部附属病院 * 宇都宮市 栃木県立がんセンター

佐野市 佐野厚生総合痛幌
穴阪府

吹田市 大阪大学医学部附贋病院 。
泉佐野市 りんくう総合医療センター

栃木県 日光市 濁協医科大学白光医療センター 高槻市 高松内科クリニック 。
下野市 自治医科大学附贋病院 官 堺市 市立堺病院 。
壬生町 濁協医科大学鳴院 。 兵庫県 神戸市 隈病院 。

群馬県 目U橋市 群馬太学医学部附属病院 。 奈良県 生駒市 近畿太学医学部奈良病院

埼玉県 狭山市 埼（玉さ石や脳ま会総病合院クリーック〕 和歌山県 和故山市 和歌山県立医科大学附属病幌

千葉市 千葉大学医学部附属病院 鳥取県 米子市 鳥取大学医学部附贋病院

千葉県 市原市 帝R大学ちぱ総合医療センター 島根県 出雲市 島根大学医学部附贋病院

柏市 国立がん研究センター東病院 。
港区
東思惑恵会医科大学附属病院

虎の門痛院 。
ぺ 文京区 日本医科穴学｛甘属病院 。
） 

調山市
岡山大学病院

岡山県 岡山医療センター 。
倉敷市 川崎医科大学附贋病院

広島県 広島市 土谷総合痛院

太田区 東邦大学医療センター大森病幌 。 山口県 宇部市 山口大学医学部附属病院 。
世田谷区 国立成育医療研究センター 徳島県 徳島市 徳島市民病院

東京都 渋谷区
伊藤病院

ケイエスクリニック f迂

香川県 高松市 高松赤十字痛院

愛媛県 東温市 愛媛大学医学部附属病院

池袋病院 高知県 南園市 高知太学医学部附属病院 * 豊島区 アーバンハイツクリニック

南池袋パークサイドクリニック 。 福岡県
福岡市 やましだクリニック

久留米市 久留米大学病院

ゴじ区 金地痛院 。 佐賀県 佐賀市 小池痛院

小平市 公立昭和病院 。 長崎市 長崎大学病院

｜慣総浜合市医立療大学附贋市民
横浜市 センター

長崎県
大村市 長崎医療センター

神奈川県 昭和大学藤がE痛院 。 。 熊本県 熊本市 田尻クリーツク

相模原市 北里大学病院 大分県 別府市 野口病院 。
川崎市 川崎幸クリニック 。 宮崎県 宮崎市 宮崎大学医学吉田世属病院

新潟県 新潟市 新潟大学医歯学総合病院 鹿児島県 鹿児島市 鹿児島大学痛院

富山県 上市町 かみし1ち総合病院 沖縄県 浦添市 浦添総合病院

宣 霊童画



甲状腺検査〈山形県米沢市・山形市〉実施結果｜報告5 I Ii 

・出張検査実施報告
現在、山形県内では3横査機関において甲状腺横査を実施しているが、希望者が多くいるた
め、今回、山形県内に居住レている対象者等に対レて2日間（2市〉にわたり、本学から現地に
出張し、甲状腺倹査を実施レた。

実施に際レては、対象者に出張検査のお知らせを送付し、下記険査実施日に検査を希望する

かの確認を行い、検査希望者について検査を実施した。

また、今回の倹査は2日とち健診車両 （2台〉を利用し、 3ブースで険査を行った。

なお、今回は基本調査・線量評価部門の「基本調査問診票書き方相談コーナー設置」に加え

て、広報推進室においてち県外で初めて「甲状腺検査説明会（各自2固〉」を実施した。

・検査実施揚所。( 1 ）平成26年10月11日〈土〉すこやかセンター （米沢市〉
(2）平成26年10月12日〈日〉あこや会館〈山形市〉

・ 検査実施結果（対象者1,080名、希望者212名、受診者214名〉

l受診率101%C受診者／希望者）I 
0 平成26年10月11日（土） 13時Ob分から17時00分

受診者 ：88名

0 平成26年10月12日〈日）10時00分から12時00分，138寺30分から158寺30分

受診者 ：126名

0 検査実施苅応

検者、介朗、事務あわせて15名

0 会場風景

〈米沢市すこやかセンター〉 〈あこや会館〉



I 調査概要

1. 目的

県民健康調査「甲状腺検査（先行検査）」結果概要［暫定版］

議題 1
※資料回収

チェルノブイリ原発事故後に明らかになった健康被害として、放射性ヨウ素の内部被ば〈に

よる小児の甲状腺がんがある。

福島県では、東京電力福島第一原発事故を踏まえ、子どもたちの健康を長期に見守るために、

甲状腺検査を実施している。

先行検査は、甲状腺の状態を把握するために実施した。

2.対象者

平成23年3月11日時点で、概ねO歳から 18歳（具体的には、平成4年4月2日から平成

23年4月l日までに生まれた方）までの福島県民（県外避難者も含む）。※l

※l 市町村別対象者数は資料lのとおり。

0 3. 先行検査対象期間

。

一巡目の検査である先行検査の一次検査実施期間は、平成 23年 10月9日から平成26年3

月31日までの予定であったが、未受診者の受診機会の確保を図るため、平成26年4月以降も

本格検査（二巡目以降の検査）の案内通知が送付されるまでの期間を先行検査受診可能期間と

している。そのため、本結果概要では、 10月31日までの集計結果としている。

また、一次検査の結果に基づき、二次検査も継続して実施する。

4. 実施機関

福島県から委託を受けた福島県立医科大学が、福島県内外の医療機関等と連携して実施した。

平成 24年 11月 l日から県外の検査実施機関において、一次検査を実施しており、平成 26

年10月31日現在、全都道府県計92の検査実施機関と協定を締結している。

また、二次検査については、県内では平成25年1月から郡山市及びいわき市の 2か所、平

成26年8月からは会津若松市の lか所の検査実施機関において実施しており、県外でも平成

25年 11月から検査を開始し、平成26年 10月31日現在、 25か所の検査実施機関において検

査を実施している。

5.検査方法

( 1）一次検査

超音波画像診断装置により甲状腺の超音波検査を実施した。

なお、検査の結果は、以下の基準により複数の専門医により判定している。

( i ) A判定：Al、A2判定の場合は次回（平成26年度以降）の検査まで経過観察としてい

る。

(Al)結節やのう胞を認めなかった場合。

(A2) 5. 0 mm以下の結節や20.0皿以下ののう胞を認めた場合。

(.ii) B判定： B判定の場合は二次検査を実施している。

5. 1 mm以上の結節や20.1 mm以上ののう胞を認めた場合。

なお、 A2の判定内容であっても、甲状腺の状態等から二次検査を要すると

判断した方については、 B判定としている。



。

。

（出） C判定： C判定の場合は二次検査を実施している。

甲状腺の状態等から判断して、直ちに二次検査を要する場合。

( 2）二次検査

一次検査の結果、 B判定またはC判定となった場合は、 二次検査の対象となる。二次検査

では、詳細な超音波検査、血液検査及び尿検査を行い、必要に応じて穿刺吸引細胞診を実

施する。

( 3）検査の流れ

．翠冨謡ヨ・

図1.検査の流れ

6.実施対象年度別市町村

平成23年度、平成24年度及び平成25年度の各実施対象市町村は次のとおり。

E二コ平成23年度検査実施市町村(13市町村）

平成24年度検査実施市町村(12市町村）

仁二コ平成25年度検査実施市町村（34市町村）

図2.実施対象年度別市町村
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II 調査結果概要（平成26年 10月.31日現在）

1.一次検査及び二次検査結果

( 1）一次検査

対象者367,686人のうち平成26年10月31日現在、 296,586人が受診し受診率は80.7%で
あった。※2.3 

平成26年10月31日現在、 296,253人（受診者の99.9%）の検査結果が確定し、結果通知

を発送している。※4.5 

検査結果はA判定（表lのAl及びA2判定）の方が294,012人（99.2%）、B判定の方が2,240 

人 co.8%）、 C判定の方がl人であった。

表1一次検査進捗状況 平成26年10月31日現在

対象者数
受診者数（人｝ 結果判定数〈人）

（人）
受S参事 判定率 判定区分別向訳（割合（則）

（%） うち県舛 （略） A 一次後査対象者受診
ア イ（イ／7) ウ［ウ／イ） Al エ（エ／ウ） A2 オ［才／ウ｝ B カ｛カ／ウ｝ G キ｛キ／ウ）

平成23年度
47,768 41,810 (87.5) 2,025 41,810 ( 100.0) 26,373 (63. 1) 15,216 (36.4) 221 (0.5〕 0 (0.0) 実施対象市町村計

平成24年度
161,137 139,341 (86.5) 4,266 139,269 ( 99.9) 76,160 (54.7) 62, 121 (44.6) 987 (0.7) 1 CO.DJ 実施対象市町村計

平成25年度
158,781 115,435 (72.7) 3,070 115, 174 ( 99.8) 50,100 (43.5〕 64,042 (55.6) 1,032 (0.9) O CO.DJ 実施対象市町村計

合計 367,686 296,586 (80.7) 9,361 296,253 ( 99.9) 152,633 (51.5) 141,379 (47 7) 2.240 (0.8) 1 CO.DJ 

表2.結節’のう胞の人数回割合 平成26年IO月31日現在

アに対する桔節・のう胞の人数（割合（略｝）

結果確定数（人）
結節

5.lmm以よ 5.0mm以下

ア イ｛イ／ア） ウ（ウ/7)

平成23年度
41,810 219 (0.5) 232 (0.6) 

実施対象市町村計

平成24年度
139,269 973 (0.7) 730 (0.5) 

実施対象市町村計

平成25年度
115,174 1,030 (0.9) 712 (0.6) 

実施対象市町村計

合計 296,253 2,222 (0.8) 1,674 (0.6) 

※2市町村別受診状況は、資料2のとおり。

※3本県以外の都道府県別受診状況は、資料3のとおり。

※4市町村別結果状況は、資料4のとおり。

※E検査結果確定者の年齢と性別の分布等は資料5のとおり。

のう胞

20.lmm以上 20.0mm以下

エ（エ／7) オ（オ／ア）

1 (0.0) 15,140 (36.2) 

9 (0.0) 62,234 (44.7) 

2 (0.0) 64,330 (55.9) 

12 (0.0) 141.704 (47.8) 

・小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が 100%にならない場合
がある。

3 



(2）二次検査

一次検査結果がB,C判定であった2,241人のうち、2,051人（91.5%）が二次検査を受診し、

結果確定者は1.985人（96.8%）であった。※6

その 1.985人のうち、 673人（表3の次回検査Alの116人とA2の557人） (33. 9%）は詳

細な検査の結果AlもしくはA2判定相当として、次回検査（本格検査）となった。

一方、 1,312人（66.1%）は、概ね6か月後またはl年後に通常診療（保険診療）となる方

等であった。この 1,312人のうち、 519人（39.6%）が穿刺吸引細胞診検査を受診している。

二次検査対象者については、サポートチームを立ち上げ、ご心配やご不安に対する、ここ

ろのケアサポートに努め、「WEB相談」による質問・相談を受け付けるなど、の対応も行ってい

る。

また、保険診療移行後の方についても同様の対応を継続している。

なお、平成25年12月5日以降、平成26年6月初日現在で、165人のサポートをしており、

性別は男性38人、女性127人であった。この方々にのべ 322回の相談対応等をしており、そ

の内訳は初回検査が最も多く 128回（39.8%）、穿刺吸引細胞診時37回 Cl1. 5%）、保険診療移。行前のフォロー76回 (23.側、ィンフォームド・コンセント時29回（9.0%）、保険診療移行
f愛のフォロー（術前術後含む） 37回 Cl1. 5%）、入院中4岡 ( l. 2%）、その他ll回（3.4%）で

あった。

。

表3二次検査進捗状況 平成26年10月31開店

対象者数
受≫者数｛人〉 結果纏定数（人）

（人｝
受診率 確定寧 次回検牽 通常，u優等
（覧） （%） 

Al A2 
うち細胞鯵受診者

ア イ（イ／ア） ウ（ウ／イ） エ（エ／ウ｝ オ（オ／ウ） カ｛カノウ｝ キ（キ／IJ)

実施平対成象2市3年町度村計 221 198 (89.6) 197 ( 99.5) 12 ( 6.1) 44 (22.3) 141 (71.6) 91 ( 64.5) 

平成24年度
実胞対象市町村計 988 917 (92.8) 892 ( 97.3) 53 ( 5.9) 245 (27.5) 594 (66.6) 261 ( 43.9) 

平成25年度
1,032 936 (90.7) 896 ( 95.7) 51 ( 5.7) 268 (29.9) 577 (64.4) 167 ( 28.9) 実施対象市町村計

合計 2,241 2,051 (91.5) 1,985 ( 96.8) 116 ( 5.8) 557 (28.1) 1,312 (66.1) 519 ( 39.6) 

※6市町村別実施状況は資料6のとおり。・早期に診察が必要と判断した方については優先的に二次検査を実施。・次回検査は一次検査基準でAl、A2の範囲内であることが確認された方（甲状腺に疾病のある
方を含む）。 l・通常診療等は概ね6か月後または l年後に経過観察（保険診療）する方及びA2基準値を超え
る等の方。

4 



。

2.穿刺吸引細胞診等結果概要

( 1）細胞診結果

穿刺吸引細胞診を行った方のうち、 109人が「悪性ないし悪性疑い」の判定となった。

109人のうち、これまでにお人に手術を行い、手術後の病理診断の結果、l人が良性結節、

84人が甲状腺がんと確定診断されている。

109人の性別は男性38人、女性71人であった。また、二次検査時点での年齢は8歳から

21歳（平均年齢は 17.2±2. 7歳）、腫虜径は最小5.Immから最大40.5mm （平均腫湯径は14.I 

±7. 3m皿）であった。また、穿刺吸引細胞診の結果、「悪性ないし悪性疑い」とならなかった

方は、概ね6か月後またはl年後に通常診療（保険診療）となFる方等であった。

表4.平成23～25年度実施対象市町半畑胞診結果（平均年齢と平均腫湯径の（ ）内は範囲を示す）

ア 平成23年度実施対象市町村

・悪性ないし悪性疑い 15人（手術15人：良性結節 l人、乳頭癌13人、低分化癌1人）

・男性：女性 5人： 10人

・平均年齢 17. 3±2. 0歳 (13-20歳）、震災当時 15.7土！.9歳（！ト18歳）

・平均腫蕩径 14. I土6.6 mm (6 .. 0-33. 0皿）

イ 平成24年度実施対象市町村

－悪性ないし悪性疑い 56人（手中fij50人．乳頭癌 49人、低分化癌l人）

・男性：女性 21人： 35人

－平均年齢 17. 2±2. 7歳 (8 21歳）、震災当時14.9土2.6歳（618歳）

・平均腫蕩径 14. 5土7.8 mm (5. 2 40. 5 mm) 

ウ 平成25年度実施対象市町村

・悪性ないし悪性疑い 38人（手術20人：乳頭癌 19人、低分化癌l人）

・男性：女性 12人： 26人

・平均年齢 17. 2±3. 0；歳 (1 ]-21歳）、震災当時 14.4±2.8歳（8-18歳）

－平均腫蕩径

アからウの合計

13. 4±7. 0 mm (5. I 35. 9 mm) 

。｜ 悪性ないし悪性疑い l似（手術85人：良性結節 l人、乳頭癌81人、齢化癌3人）
－男性：女性 38人： 71人

・平均年齢

・平均腫湯径

17. 2±2:7歳 (8 21歳）、震災当時 14.8土2.6歳（618歳）

14. I土7.3 mm (5. I 40. 5 m皿）

5 
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(2）細胞診で悪性ないし悪性疑いであった 109人の年齢、性分布

（人）

24 

18十一一
16トー…一一
14卜一一一…
12卜】

10トー

8ト…ー

。
o 1 2 3 4 5 6 , a , 10 11 12 1s 14 15 16 17 ia 1, 20 21 22 （車）

図3.平成23年3月ll日時点の年齢による分布

12ト ー一一一一一一…ー……一一一………ーー一

。 • ーー一一一ー一一－・ ＇（歳｝
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 2' 

図4二次検査時点の年齢による分布

( 3）細胞診等による悪性ないし悪性疑いの 109人の基本調査結果

109人のうち、基本調査問診票を提出した方は 62人（56.9%）、結果が通知された方は 58

人（推計期間4ヶ月未満5人を含む）であった。このうち、 lmSv未満の方が40人（69.0%) 

で最大実効線量は 2.2mSvであった。

今後も、引き続き問診票の意義や重要性を説明し、提出していただくよう働きかけていく。

τ』、、、，・ tヨ＝’T‘...”，..1::1..』《＜』晶4 E司、，.－;;,s;:;.,vJJI可、」・・L ロtr J＂＂、 ' J、、J
実効線量

男女別
震災時年齢（歳）

(mSv) 。～5 6～10 11～15、16～18 骨計
～0.5未満 男惜 。 。 2 4( 1) 日（1)

女性 。 4(1) 6 10(2) 20(3) 

～1.0未満 車川町 。 。 4( 1) 2 6(1) 
女性 。 6 8 

～1.5未満 男性 。 。 2 2 4 
女性 。 。 5 6 

～2.0未満 男昨 。 。 。
女性 。 。 4 2 6 

～2.5未満 男性 。 。 。
女性 。 。 。 。 。

合計
男性 。 。1α1) 8(1) 18(2) 
女性 。 5(1) 16 19(2) 40(3) 
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図5.基本調査提出者の実効線量内訳

．（）内はそれぞれの人数のうち推計期間が4ヶ月未満の方。

ロ男性

ロ女性

。( 4）血液検査及び尿中ヨウ素（平成26年10月31日現在）

。

表6.血液データ平均土SD（異常備の割合）

表7.尿中ヨウ素データ

最小値 25%値 中央値 75%値

(μ g/day) 

愚大傭

注 lFT4・・・ヨードの数が4つの甲状腺ホルモン。甲状腺中毒症では高値（代表的疾患：パセ

ドウ病）、甲状腺機能低下症では低値（代表的疾患：橋本病）になることが多い。

注 2 FT3・・・ヨードの数が3つの甲状腺ホルモン。甲状腺中毒症では高値（代表的疾患：バセ

ドウ病）、甲状腺機能低下症では低値（代表的疾患：橋本病）になることが多い。

注 3 TSH・ ・ ・脳の下垂体から出ているホルモンで甲状腺へ甲状腺ホルモンを出すよう命令する。

橋本病では高値、パセドウ病では低値になることが多い。

注4 Tg （サイログロブリン）・・・甲状腺ホルモンになる直前の物質。甲状腺内に多量に存在する。

甲状腺が破壊されたり、腫蕩がTgを産生していたりする場合に高値になることが多い。

注 5 TgAb・ ・ ・サイログロブリンに対する自己抗体。橋本病やバセドウ病で高値になることが多

い。

注 6 TPOAb・ ・・ペルオキシダーゼという酵素に対しての自己抗体。橋本病やパセドウ病で高値・

になることが多い。

注7 基準値は年齢ごとに異なる。
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( 5）市町村別二次検査結果（平成26年 10月31日現在）

二次検査における悪性ないし悪性疑いの割合は、平成23年度実施対象市町村（国が指定

した避難区域等の 13市町村）が0.03%、平成 24年度実施対象市町村（県中地方などの 12市

町村）が0.04%、平成25年度実施対象市町村（いわき市、県南地方、会津地方などの 34市町

村） 0. 03%となっている。

表8.実施対象年度別市町村結果

平成23年度実施対墾市町村（国が指定した避難区域等の13市町村）
次検査受診者 二次検査対象者 二次検査率 一次検査受診者 悪性ないし悪性 悪性ないし悪性
（人） （人） （国） （人） 疑い（人） 疑いの割合（日）
y イ イ／7 ウ注目 ウ／ア

川俣町 2 221 自 0.4 日 2 0.09 

浪江町 3,249 26 0.8 23 2 0.06 

飯舘村 943 6 0.6 6 。 0.00 

南相馬市 10.789 52 0.5 48 2 0.02 

伊達市 1 0,605 50 0.5 45 2 0.02 

田村市 6 325 32 0.5 26 3 0.05 

広野町 838 5 0.6 4 。 0.00 

楢葉町 1 153 7 0.6 -6 。 0.00 

富岡町 2,302 13 0.6 12 0.04 

川内村 280 4 1.4 4 0.36 

大熊町 1 973 14 0.7 13 0.05 

双葉町 949 3 0.3 2 。 0.00 

LI星村 183 0.5 。 0.00 

小言十 41 810 221 0.5 198 14 0.03 

注8細胞診結果において悪性疑いで、手術後良性であったl人は含めない。

』，.，内』，・ー ・‘・..＃~屯・・d，、』 UL,J，司 J • ”d F『 J ’J 
次検査受診者 二次検査対象者 二次検査率 一次検査受診者 悪性ないし悪性 悪性ないし悪性
（人） （人） （目） （人） 疑い（人） 疑いの割合（出）
ア イ イ／7 ウ ウ／7

福島市 47 309 283 0.6 271 12 0.03 

一本松市 8 857 57 0.6 54 5 0.06 

本宮市 5 234 29 0.6 29 3 0.06 

大玉村 1 373 7 0.5 7 2 0.15 

郡山市 54 063 458 0.8 413 25 0.05 

桑折町 1 874 14 0.7 13 。 0.00 

国見町 1 437 15 1.0 13 。 0.00 

天栄村 878 7 0.8 6 。 0.0〔〕

白河市 1 0,811 61 0.6 59 6 0.06 

西郷村 3 618 30 0.8 26 0.03 

泉崎村 1 157 5 0.4 5 0.09 
二塞町 2.730 22 0.8 21 0.04 

小計 139,341 988 0.7 917 56 0.04 
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次検査受診者 一次検査対象者 一次検査率 次検査受診者 悪性ないし悪性 悪性ないし悪性
（人） （人） （時） （人） 疑い（人） 疑いの割合（目）
7 イ イ／7 ウ ウ／7

いわき市注9 4 7 .918 429 0.9 394 21 0.04 

須賀川市 11 591 101 0.9 96 4 0.03 

相馬市 5.085 46 0.9 42 。 0.00 

鏡石町 1.952 9 0.5 8 。 0.00 

新地町 1.110 7 0.6 7 。 0.00 

中島村 801 2 0.2 2 。 0.00 

矢吹町 2 462 17 0.7 13 。 0.00 

石川町 2,086 11 0.5 10 0.05 

矢祭町 776 3 0.4 2 。 0.00 

浅川町 1 070 12 .1 .1 10 。 0.00 

平田村 829 9 1 .1 9 0.12 

棚倉町 2 259 22 1.0 22 0.04 

塙町 1.218 8 0:7 7 。 0.00 

鮫川村 507 3 0.6 。 0.00 

小野町 1 327 14 1.1 1 3 。 0.00 

玉川村 986 10 1.0 日 。 0.00 

古殿町 792 6 0.8 6 。 0.00 

槍枝岐村 61 。 。。 。 。 0.00 

南会津町 1 809 16 0.9 1 5 。 0.00 

金山町 137 。 0.0 。 。 0.00 

昭和村 101 。 0.0 。 。 0.00 

三島町 129 0.8 。 0.00 

下郷町 691 10 1 .4 9 0.14 

喜多方市 5 727 46 0.8 40 。 0.00 

西会津町 638 5 0.8 4 。 0:00 

只見町 494 7 1 .4 6 。 0.00 

猪苗代町 1.881 13 0.7 12 0.05 

磐梯町
. 

414 4 1.0 3 。 0.00 

北塩原村 385 0.3 。 0.00 

会津美里町 2.551 26 1.0 23 。 0.00 

会津坂下町 2,080 25 1.2 23 0.05 

柳津町 375 2 0.5 2 。 0.00 

会津若松市 14.685 160 1.1 140 6 0.04 

湯川村 508 7 1.4 7 0.20 

小計 115 435 1.032 0.9 936 38 0.03 

合計 I 296.5861 22411 o.81 2.0611 

注9 いわき市には平成24年度に実施した久之浜等の地区も含む。
i
 

no 
nu 
－
 
2.9.±1 

3 一次検査及び二次検査の地域別比較（暫定）

検査結果等の地域差を比較するために、地域別の分析を行った。

地域区分は、福島県において通常使用されている「浜通り」、「中通り」、「会津地方」を基本

とし、さらに「浜通り」と「中通り」については、国が指定した避難区域等の 13市町村とそ

れ以外の区域にした。

ただし、「会津地方」については、まだ二次検査結果が揃っていないことから本分析はあく

まで暫定となる。
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資料l

甲状腺検査市町村別対象者数

Ill 慢 町

；且 江 町

飯 舘 村

南 相 馬 市

骨 連勾 市

回 村 市

広 野 町

楢 葉 町

富 岡 町

Ill 内 村

大 時 町

思 葉 町
首 屋 会寸

E十
平成24年度実植対象市町村

福 島 市

本 松 市

本 宮 市

大 玉 村

郡 山 市

轟 折 町

国 見 町

天 常 村

自 河 市

酉 郷 村

泉 崎 村

春 町

L'l' 計

平成25年度婁施対象甫町村

いわき市制

須 賀 Ill 市
相 馬 市

鏡 石 町

新 地 町

中 島 村

矢 吹 町

石 Ill 町

矢 祭 町

浅 Ill 町

平 田 村

棚 書 町

塙 町

鮫 Ill 村

野 町

王 Ill 村

古 殿 町

摘 枝 岐 村

南 会 津 町

金 山 町

BB 和 村

島 町

下 郷 町

喜 多 方 市

酋 ム= 津 町
貝 見 町

猪 首 代 町
磐 樺 町

;, 塩 原 村
会津美里町

会津塩下町

柳 津 町

会津若松市

2量

A 
"-

Ill 村

吉十

註

平成26年10月31日現在

年齢別内訳 ｜ 
且こ互且 I 6～,o.・I11～15曾 Irn～＂嘗 1

2.394 588 631 719 456 
3.643 1,023 920 1.031 669 
1.084 281 300 301 202 
12.526 3,697 3418 3.297 2,114 
11.400 2.755 3,023 3401 2.221 
7.068 1,738 1,807 2.073 1.450 
1,077 258 250 348 221 
1.432 351 362 415 304 
2,962 767 740 897 558 
357 90 99 89 79 
2.385 782 634 619 350 
1.207 369 300 337 201 
233 56 62 67 48 
47768 12 755 12 546 13 594 8.873 

53,555 15,250 14,062 14.880 9.363 
10,256 2.784 2,646 2,945 1 881 
6,112 1760 1.583 1,691 1,078 

1.617 486 399 430 302 
64.383 19,216 16911 17.497 10,759 
2,065 526 547 595 397 
1,594 381 420 484 309 
1,061 300 284 280 197 
12.161 3,357 3 258 3,478 2,068 
3977 1,143 1,081 1,075 678 
1,289 353 355 335 246 
3.067 750 776 931 610 
161.137 46.306 42322 44.621 27,888 

62,289 17.231 16,181 17,755 11.122 
15,308 4,344 4096 4.255 2,613 
6,813 1,981 1,778 1,849 1,205 
2,597 740 707 723 427 
1,433 391 394 411 237 
1,079 270 282 317 210 
3,277 981 850 896 550 
2848 711 722 831 584 
1,010 287 236 315 172 
1,340 340 379 372 249 
1208 329 298 342 239 
2988 867 744 882 495 
1662 415 391 531 325 
694 178 172 186 158 
1,936 496 490 568 382 
1332 384 347 369 232 
1.040 287 242 315 196 
107 23 30 34 20 
2,823 713 682 841 587 
203 40 52 72 39 
128 44 38 33 13 
192 43 55 53 41 
1.007 265 252 293 197 
8.910 2,293 2,334 2,578 1,705 

1.019 216 245 334 224 
710 195 177 201 137 
2,662 704 659 768 531 
617 180 163 166 108 

557 159 140 156 102 
3,658 916 909 1 098 735 
3,081 766 800 958 557 
590 158 142 175 115 
22,987 6.261 5,965 6 578 4.183 
676 179 177 192 128 
158,781 43,387 41.129 45,447 28,818 

367 6861 102 4481 95 9971 103 6S21 65 5791 

※l いfrコき市には平成24年度に実施した久之浜等の地区も含む。

．対象者については重複の精査を行っているため既出の報告者数と異なっている。
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資料2

市町村別一次検査受診状況

平成23年度実施対象市町村（国が指定した避難区域等の13市町村） 平成26年10月31臼現在

対章者数
受診者数（人）

畳診率 年齢階層別受診者数（人〕
〔人） うち県外 （%） 年齢階層別内訳（%）※1

受診

イ居の住うち者県数外
イ居のう住ち者県叩外

（人〕
割合
（% 

ア イ ※3 イ／ア 0-5歳 6-10歳 11-15歳 16 18歳 ウ※2 ウ／イ

560 612 687 362 
川俣町 2,394 2,221 34 92.8 95.2 97.0 95.5 79.4 123 5.5 

25.2 27.6 30.9 16.3 
920 858 918 553 

浪江町 3,643 3,249 192 89.2 
」 89.9 93.3 89.0 82.7 1,1 89 36.6 
28.3 26.4 28.3 17.0 
248 271 264 160 

飯舘村 1,084 943 16 87.0 88.3 90.3 87.7 79.2 88 • 9.3 
26.3 28.7 28.0 17.0 
3,205 3,052 2.929 1,603 

南相馬市 12,526 10.789 875 86.1 
卜－－－－~ 8自.3 88.8 -f!:: 28.3 27.1 

2,876 26.7 

2,573 2,977 3,287 1,768 
伊達市 11,400 10,605 155 93.0 93.4 98.5 96.6 79.6 575 5.4 

24.3 2自1 31.0 16.7 
1,557 1,762 1,969 1,037 

田村市 7,068 6,325 61 89.5 

~::~ ト一一；一;: 
g5g 71.5 
31.1 16.4 

216 3.4 

204 216 294 124 
広野町 1,077 838 57 77.8 79.1 86.4 84.5 56.1 151 18.0 

24.3 25.8 35.1 14.8 
285 319 353 196 

楢葉町 1,432 1,153 77 80.5 日11. §8.)_ 85.1 
~;:~ 24.7 27.7 30.6 

225 19.5 

594 638 720 350 
富岡町 2,962 2,302 237 77.7 77.4 86.2 80.3 62.7 631 27.4 

25.8 27.7 31.3 15.2 
72 92 70 46 

川内村 357 280 22 78.4 §0.0 
;~:~ It~ 58 ,.~ 

25.7 16.4 

53 18.9 

656 579 529 209 
大熊町 2,385 1,973 183 82.7 83.9 91.3 85.5 59.7 500 25:3 

33.2 29.3 26.8 10.6 
28目 246 277 137 

双葉町 1,207 949 113 78.6 
;~:; 
_g_Q 82.2 68} 
25.9 29.2 14.4 

424 44.7 

43 55 57 28 
耳尾村 233 183 3 78.5 76.8 88.7 85.1 58.3 15 8.2 

23.5 30.1 31.1 15.3 
11,677 12,354 一一旦，！＼.？.？.,1、計 47,768 41,810 2,025 87.5 93.1 90.@_ ?_1,1 7,066 16.日

26.8 27.9 29.5 15.7 

※l 上段には受診者数を、中段には各年齢階層の対象者に対する進捗率を、下段には受診者イの階層別割

合を記載。

※2 受診者のうち県外住所の方の人数。

※3 受診者のうち県外検査実施機関で検査を受診した人数及び福島県立医科大学から出向いて実施した

検査を受診した人数。・小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合がある。． 年齢は平成23年3月 ll日時点のもの。． 対象者等については、重複の精査を行っているため、既出の報告者数と異なっている。・対象者のうち、在籍している学校で検査を受診した方などについては一部、学校等の所在市町村に含
め集計していたが、震災時市町村に再集計した。

12 



平成24年度実施対象市町村 平成26年10月31日現在

対象者数
受診者数（人）

受診率 年齢階層別受診者数（人〕
（人） うち （%） 年齢階層別内訳〔%）※1

県外受診

イのうち県外 イのうち県外
居住者数 居住者の
（人） 割合

（%） 

7 1 ※3 イ／7 0-5歳 ト10歳 11-15歳 16-1'8歳 ウ※2 ウ／イ
13,372 13,565 13,670 6,702 

福島市 53,555 47,309 1,238 88.3 87.7 96.5 91.9 71.6 3,553 7.5 
28.3 28.7 '28.9 14.2 
2,52日 2:1~- 

2,672 1,068 
二本松市 10,256 8,857 174 86.4 90.8 90.7 56.8 439 5.0 

28.5 29.2 30.2 12.1 
1,534 1,554 1,506 640 

本宮市 6,112 5,234 110 日5.6 日7.2 98.2 89.1 59.4 228 4.4 
29:3 29.7 28.8 12.2 
447 397 385 144 

大玉村 1,617 1,373 18 84.9 92.0 99.5 89.5 47.7 42 3.1 
32.6 28.9 28.0 10.5 
16,317 16,148 15,492 6,106 

郡山市 64,383 54,063 2,217 84.0 84.9 95.5 88.5 56.8 3,795 7.0 
30.2 29.9 28.7 11.3 
494 541 570 269 

桑折町 2,065 1,874 34 90.8 93.9 98.9 95.8 
-~7.B 68 '3.6 。 26.4 28.9 30.4 14.4 

349 412 464 212 
国見町 1,594 1,437 29 90.2 91.6 98.1 95.9 68.6 53 3.7 

24.3 28.7 32.3 14.8 
285 281 229 83 

天栄村 1,061 878 13 82.8 95.0 98.9 81.8 42.1 31 3.5 
32.5 32.0 26.1 9.5 
3,083 3,193 3,242 1,293 

白河市 12,161 10,811 296 88.9 91.8 98.0 93.2 62.5 599 5.5 
28.5 29.5 30.0 12.0 
1,089 1,062 1,012 455 

酉郷村 3,977 3,618 83 91.0 95.3 98.2 94.1 67.1 197 5.4 
30.1 29.4 28.0 12.6 
339 346 311 161 

泉崎村 1,289 1,157 14 89.8 96.0 97.5 92.8 65.4 44 3.8 
29.3 29.9 26.9 13.9 
696 760 859 415 

三春町 3,0_67 2,730 40 89.0 ;;~ ;;:~ '68.0 

15.2 

105 3.8 

40,533 40,848 40.412 17,548 
小計 161,137 139,341 4,266 86.5 87.5 96.5 90.6 62.9 9,154 6.6 。 29.1 29.3 29.0 12:s 
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平成25年度実施対象市町村 空虚1§.空10月31日里丘

対象者数
受診者数（人）

受診率 年齢階層別受診者数（人）
（人〕 うち （%） 年齢階層別内訳（%）※1

県外受診

イのうち県外イ
のうち県外

居住者数居
住者の

人）
割合

（%） 

7 イ ※3 イ17 0 5歳 6-1 O；量 11-15歳 16-18歳 ウ※2 ウ／イ
13,825 15,450 13,864 4,779 

いわき市※4 62,289 47,918 1,617 76.9 80.2 95.5 '78.1 43.0 2,163 4.5 
28.9 32.2 28.9 10.0 
3,615 3,968 3,060 948 

須賀川市 15,308 11,591 253 75.7 83.2 96.9 71.9 36.3 332 2.9 
31.2 34.2 26.4 8.2 
1,658 1,656 1,324 447 

相馬市 6,813 5,085 226 74.6 83.7 93.1 71.6 37.1 339 6.7 

32.6 32.6 26.0 8.8 
611 684 507 150 

鏡石町 2,597 1,952 33 75.2 82.6 96.7 70.1 35.1 42 2.2 
31.3 35.0 26.0 7.7 
341 377 300 92 

新地町 1,433 1,110 63 77.5 87.2 95.7 73.0 38.8 52 4.7 
30.7 34.0 27.0 8.3 
226 273 248 54 

中島村 1,079 801 自 74.2 83.7 96.8 78.2 25.7 12 1.5 
28.2 34.1 31.0 6.7 。 869 828 625 140 

矢吹町 3,277 2,462 53 75.1 88.6 97.4 69.8 25.5 
35.3 33.6 25.4 5.7 

53 2.2 

659 684 589 154 
石川町 2,848 2,086 53 73.2 92.7 94.7 70.9 26.4 48 2.3 

31.6 32.8 28.2 7.4 
268 233 226 49 

矢祭町 1,010 776 17 76.8 93.4 98.7 71.7 28.5 19 2.4 
.34.5 30.0 29.1 6.3 
316 371 297 86 

浅川町 1,340 1,070 25 79.9 92.9 97.9 79.8 34.5 27 2.5 
29.5 34.7 27.8 8.0 

::~. 215 57 
平田村 68.6 1,208 829 13 62.9 230~ 10 1.2 

32.9 25.9 6.9 
754 

二二謝：＿－~~，t
153 

棚窟町 2,259 75.6 2,988 41 

~~.~ ~o .. ~ 
6.8 

50 ・2.2 

368 382 371 97 
塙町 1,662 1,218 26 73.3 88.7 97.7 69.9 29日 26 2.1 

30.2 31.4 30.5 8.0 
171 170 128 38 

鮫川村 694 507 14 73.1 96.1 98.8 68.8 24.1 
33.7 33.5 25.2 7.5 

。 16 3.2 

395 468 358 106 
小野町 1,936 1,327 34 68.5 79.6 95.5 63.0 27.7 29 2.2 

29.8 35.3 27.0 8.0 

一341 339 241 65 
玉川村 1,332 986 12 74.0 88.8 97.7 65.3 28.0 13 1.3 

34.6 34.4 24.4 6.6 
263 239 233 57 

古殿町 1,040 792 23 76.2 91.6 98.8 74.0 29.1 23 2.9 
33.2 30.2 29.4 7.2 

※4 いわき市には平成24年度に実施した久之浜等の地区も含む。

14 



平成25年度実施対象市E担

。

対象者数
受診者数（人）

受診率 年齢階層別受診者数（人）
（人） うち （%） 年齢階層別内訳（%）※1

県外受診

7 イ ※3 イ17 0-5歳 日10歳 1ト15歳 1ト18歳
15 27 19 。

槍枝岐村 107 61 3 57.0 65.2 90.0 55.9 。。
24.6 44.3 31.1 。。
605 641 457 106 

南会津町 2,823 1,809 22 64.1 84.9 94.0 54.3 .・1 s.1 

33.4 ・ 35.4 25.3 5.9 
34 50 47 6 

金山町 203 137 7 67.5 85.0 96.2 65.3 15.4 
24.8 36.5 34.3 4.4 
37 38 25 

昭和村 128 101 。 78.9 84.1 100.0 75.8 7.7 
36.6 37.6 24.8 1.0 
29 54 37 9 

三島町 192 129 67.2 67.4 98.2 69.8 22.0 
22.5 41.9 28.7 7.0 
243 233 177 38 

下郷町 1,007 691 13 68.6 91.7 92.5 60.4 19.3 
35.2 33.7 25.6 5.5 
l,635 2,232 1.485 375 

喜多方市 8,910 5,727 68 64.3 71.3 95.6 57.6 22.0 
28.5 39.0 25.9 6.5 

1-:~.= 

17.立 ~.z 
西会津町 1,019 638 4 62.6 51,§. 1_H 

27.0 

;iI:. :Jf~ 147 17 
只見町 710 494 4 69.6 J.3.1 g.4 

32.6 34.2 29.8 3.4 
612 643 481 145 

猪苗代町 2,662 1,881 34 70.7 自6.9 97.6 62.6 27.3 
32.5 34.2 25.6 7.7 
133 159 94 28 

磐梯町 617 414 日 67.1 73且 97.5 56.6 25.9 
32.1 38.4 22.7 6.8 
144 137 93 11 

北塩原村 557 385 9 69.1 90.6 97.9 59.6 10.8 
37.4 35.6 24.2 2.9 
827 873 686 165 

会津美里町 3,658 2,551 25 69.7 90.3 96.0 62.5 22.4 
32.4 34.2 26.9 6.5 
613 752 576 139 

会津坂下町 3,081 2,080 29 67.5 80.0 94.0 60.1 25.0 
29.5 36.2 27.7 6.7 
127 129 103 16 

柳津町 590 375 3 63.6 80.4 90.日 58.9 13.9 
33.9 34.4 27.5 4.3 
4,155 5,639 4,029 862 

会津若松市 22,987 14,685 320 63.9 66.4 94.5 61.2 20.6 
28.3 38.4 27.4 5.9 
166 177 128 37 

湯川村 676 508 7 75.1 92.7 I 00.0 66.7 28.9 
32.7 34.8 25.2 7.3 
34,690 39,327 31,964 9,454 

小計 158,781 115,435 3,070 72.7 80.0 95.6 70.3 32.8 
30.1 34.1 27.7 8.2 

。

情｜二雫合計 9,361 80.7 

平成26杢盟且旦_l__Ej翠主

イ白うち県外イ
のうち県外

居住者数
居住者の

人）
割合

（%） 

ウ※2 ウ／イ

3 4.9 

32 1.8 

自 4.4 

4 4.0 

。 。。

15 2.2 

83 1.4 

6 0.9 

4 0.8 

63 3.3 

11 2.7 

8 2.1 

39 1.5 

33 1.6 

3 0.8 

399 2.7 

8 1.6 

3,971 3.4 

~ 
－
 

8
 
6
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資料3

都道府県別一次検査受診状況

平成26年10月31日現在

都道府県名
県外検査 受診者数
実施機関数 （人）

都道府県名
県外検査

受診（人者）数
実施機関数

都道府県名
県外検査 受診者数
実施機関数 （人）

北海道 4 332 福井県 22 広島県 37 

青森県 162 山梨県 82 山口県 24 

岩手県 3 186 長野県 2 132 徳島県 10 

宮城県 2 1,519 岐阜県 43 香川県 29 

秋田県 208 静岡県 2 11 0 愛媛県 23 

山形県 3 454 愛知県 3 179 高知県 14 

茨城県 4 439 三重県 38 福岡県 2 81 

栃木県 5 448 滋賀県 20 佐賀県 7 

群馬県 185 京都府 3 97 長崎県 2 25 

埼玉県 249 大阪府 6 210 熊本県 25 

千葉県 3 279 兵庫県 135 大分県 35 

東京都 12 1. 757 奈良県 25 宮崎県 35 

神奈川県 4 745 和歌山県 1 3 鹿児島県 30 

新潟県 614 鳥取県 15 沖縄県 117 

富山県 34 島根県 13 

石川県 45 岡山県 3 79 合計 I 92円五円． 受診者数は県外検査実施機関で検査を受診した人数及び福島県立医科大学から出向いて実施した検査
を受診した人数。

・福島県立医科大学から出向いて検査を行ったのは、、新潟県（2回）・山形県（3回）・神奈川県（2回）。

16 



。

。

資料4

市町村別一次検査結果

平成23年度実施対象市町村（国が指定した避難区域等の13市町村） 平成26年10月31日現在
結果確定数 判定区分別人数（人）

受診者
〔人） 結節（人） Fのう胞（人）

イ 判定区分別割合（%）
（人）

A 結節の割合（%） のう胞の割合（%）

進捗状況 At A2 
B c 5.tmm 5.0mm 20.tmm 200mm 

ア イ／ア（%） 以上 以下 以上 以下

JII 俣
2,221 1,520 693 自 。 8 17 。 681 

町 2,221 
100.0 68.4 31.2 0.4 。。 0.4 0.8 。。 30.7 

浪 3,249 
3,249 2,119 1,104 26 。 26 42 。 1,088 

江 町
100.0 65.2 34.0 0.8 0.0 0.8 1.3 。。 33.5 

飯 舘 村
943 693 .?.44 日 15 。 233 

943 
100.0 73.5 25.9 0.6 1.6 。。 24.7 

南相馬市 10,789 
10,789 6,789 3,948 52 。 52 87 。 3,905 
100.0 62.9 36.6 0.5 0.8 0.0 36.2 

伊 違 市 10,605 し回一~,E!Q:i_L. ~,~:1_8” 3,807 48 31 1 _j ヨ.~08
63.6「一石工100.0 0.5 0.3 0.0 35.9 

村 市 6,325 
6,325 4,000 2,293 。 32 11 。 2,299 

田
100.0 63.2 36.3 0.5 。。 0.5 0.2 。。 36.3 

広 野 町 838 
838 521 312 5 。 5 3 。 313 
100 0 37.2 0.6 。。 0.6 0.4 。。 37.4 

楢 葉 町 1.153 
1,153 651 495 7 。 4 。 498 
100.0 56.5 42.9 0.6 。。 0.6 0.3 。。 43.2 

富 岡 町 2,302 
2,302 939 13 。 13 自 。 939 
100.0 58.6 40.8 0.6 。。 日。B 0.3 。。 40.8 

JII 内 村 280 2－~口 156 120 4 。 4 _[ _1 。 120 
100.0 55.7 42.9 1.4 。。 1.4 0.4 。。 42.9 

大 熊 1,973 
1,973 1,140 819 。 14 7 日 816 

町
100.0 57.8 41.5 0.7 。。 0.7 0.4 。。 41.4 

双 業 町 自4目
949 570 376 3 3 。 375 
100.0 60.1 39.6 0.3 0.3 。。 39.5 

葛 尾 村 183 
183 116 66 。 3 。 65 

100.0 63.4 36.1 0.5 。。 0.5 1.6 。。 35.5 

小計 41,810 
41,810 15,216 221 I 。 219 232 15,140 

100.0 63.1 36.4 0.5 。。 0.5 0.6 。。 36.2 ． 小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が 100%にならない場合がある。． 対象者等については、重複の精査を行っているため、既出の報告者数と異なっている。． 対象者のうち、在籍している学校で検査を受診した方などについては一部、学校等の所在市町村に含
め集計しでいたが、震災時市町村に再集計した。

17 



寸－，..A.ι斗＂＂＂正フ en由具、』耳、，l』H』吋コ 寸』 px.,孟u込←lv Iづo，ロ 4工

結果確定数 判定区分別人数（人）
（人） ト一一一『一一回一一一一回一 結節（人） のう胞（人）

受診者 イ 判定区分別割合〔%）
（人）

A 結節の割合（%） のう胞の割合（%）

進捗状況 A1 A2 
日 c 5.1mm 5.0mm 20.1mm 20.0mm 

ア イ／ア（%） 以上 以下 以上 以下

福 島 市 47,309 
47,309 26,964 20,062 283 。 276 196 3 20,079 

100.0 42.4 0.6 。。 0.6 0.4 。。 42.4 

＝本松市
8,857 5,198 3,602 56 56 46 3,605 

8,857 
100.0 58.7 40.7 0.6 。。 0.6 0.5 。。 40.7 

本 宮 市
5,234 2,955 2,250 29 。 27 25 2,254 

5,234 
100.0 56.5 43.0 0.6 。。 0.5 0.5 0.0 43.1 

大 村
1,373 816 550 7 。 7 8 。 550 

玉 1吹373
100.0 59.4 40.1 0.5 。。 0.5 0.6 。。 40.1 

郡 山 市 54,063 
54,000 27,894 25,6ヰ8 458 。 454 332 

-~ 
25,731 

99.9 51.7 47.5 0.8 。。 日8 0.6 。。 47.7 

桑 折
1,871 1,024 833 14 。 14 自 。 834 

町 '1,874 
99.8 44.5 0.7. 0.0 0.7 0.5 。。 44.6 

1.436 763 658 15 。 14 9 662 
国 見 町 1,437 

99.9 53.1 1.0 。。 1.0 0.6 0.1 46.1 。 栄 村 "878 
878 343 7 。 7 4 。 348 

天
100.0 60.1 39.1 0.8 。。 0.8 0.5 。。 39.6 

自 市 10,811 
10,808 6,109 4,638 61 。 61 54 。 4,635 

河
100.0 56.5 42.9 0.6 日。0 0.6 0.5 。。 42.9 

郷村
3,618 2,085 1,503 30 。 30 21 。 1,503 

西 3,618 －，「一一一O8 一
100.0 57.6 41.5 0.8 。.0 0.6 。。 41.5 

果 崎 村
1,156 523 628 5 。 5 11 。 624 

1.157 
99.9 54.3 。.4 。。 0.4 1.0 。。 54.0 

春 町 2,730 
2,729 1,301 22 .!~. 。い一一一日

1.409 

100.0 47.7 51.5 0.8 。。 0.8 0.5 。。 51.6 

139,269 76,160 62,121 987 973 730 9 62,234 
小計 139,341 

99.9 54.7 44.6 0.7 。。 0.7 0.5 。。 44.7 

() 
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平成25年If宰楠掛象市町村

いわき市
※1 

須賀川市

平成26年10月31日現在

結果確定数川 判定区分別人数（人）

受審者 l （ウ） ｜一 一一一一一一一一一－－－ j 結節（人） ｜ のう胞（人）I ; I 判定区分別割合（%） ｜ ｜ 

（人） トーニ一一斗ー一回一一？”－ ' －－γ一一”－Iーー一一ーー 」' I A ・1 I !" 結節の割合（%） ｜ のう胞の割合（%）
進捗状況｜ . , I '" I B I C I 5.lmm I 5.0mm I 20.lmm I 20.0mm 

ア I イ／ア（%）｜ … I ハ』 I I I 以よ ｜ 以下 ｜ 以上 ｜ 以下

81 41.s20 I 21』59f 26,332 f 429 f O f 428 f 278 f I f 26,440 
,91 

99.8 I 44.o I 55.1 I o.9 I o.o I o.9 I o.6 I o.o I 55.3 
11,591 ！－－－－－：思判明自I6.110 I 101 I o I 101 J~I o I 6.212 
' 99叶 45.6I 53.5 I o.9 I o.o I o.9 I o.4 I o.o I 53.s 

相馬市
2,628 

51.8 

1.020 
鏡石町

新地町

中島村

矢吹町

. 5 077 
5,085ト一一一一一' 99.8 

1.947 

2.462 

1,952 

出
2,617 

51.5 

1,019 

崎一

ω
司

0 

0.0 

0 

判一

ω一
9

。一ω
－o

1,110 ト白”一~：9~十；器；；ト一苦？ト一o.i－~－一一一d卜一
自朴一~1一_E.!_」一1笠」 21 o I一一叫一 sf ol 

100.0 

2,454 

99.7 

47.1 52.7 

1,043 I 394 

42.5 56.8 

ω一げ一
ω

ω
一o
一ω ：己

0.0 52 4 

O I 401 

0.0 57.1 。石川町
矢祭町

浅川町

平田村

棚倉町

塙町

鮫川村

小野町

玉川村。古殿町 792 

2叫一一2誌卜守計 －2'i~fl－ 一－n十一”一3

剖：；Iml「子RI 1~ ! o~I 寸寸千

1,2 一」tn－ト一一…Z目ト一去；ld十一””可~｝I一一一a{·-f一一一1千卜一一目可fl- 占！ 

1ml H~I Giil 1ト寸lI1 I H1 。：！
おト-m十剖ぺ針 。；lfii I 。汁寸ト~

1,070 

2,259 

1,327 

776,. 

829 

507 

986 

※1 いわき市には平成24年度に実施した久之浜等の地区も含む。
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平成25年度実施対象市町村

結果確定数 判定区分別人数（人）
（人）

判定区分別割合（%）受診者 イ

（人） A 

進捗状況
A1 A2 

B c 
ア イ／ア（%）

槍枝岐村 61 
61 25 36 。 。
100.0 41.0 59.0 。。

南会津町 1.809 
1,805 738 1,051 16 。
99.8 40.9 58.2 0.9 。。

金 山 町 137 
136 64 72 。 。
99.3 47.1 52.9 。。 。。

HB 事司 村 101 
101 56 45 。 。
100.0 55.4 44.6 。。 。。

島 町 129 
129 38 90 。
100.0 29.5 69.8 0.8 。。

下 郷 町 691 
690 318 362 10 。
99.9 52.5 1.4 。。
5,717 2,270 3,401 。

喜多方市 5,727 
99.8 59.5 。。39.7 0.8 。

西会車町 638 
638 390 5 。
100.0 38.1 61.1 。。

只 見 町 494 
492 202 283 7 。
99.6 41.1 57.5 1.4 。。

猪苗代町
1,877 780 

｝一1,0一84 13 。
1,881 

99.8 41.6 57.8 0.7 0.0 

磐 梯 町 414 
413 168 241 4 。
99.8 58.4 1.0 。.0

北塩原村 385 
383 1so I 222 。
99.5 41.8 58.0 0.3 。。
2,548 1.462 26 。

金津美里町 2,551 
自9.9 41.6 57.4 1.0 。。
2,079 842 1,212 25 。

会津坂下町 2,080 
100.0 58.3 。。40.5 1.2 

柳 津 町 375 
177 196 2 。

100.0 47.2 52.3 0.5 0.0 

14,661 6,052 8,449 160 。
会津若松市 14,685 

99.8 57.6 。。1.1 

507 186 314 7 。
車 JII 村 508 
。

99.8 36.7 61.9 1.4 。。
小言十 115,435 

115,174 64,042 1,032 。
99.8 43.5 55.6 。。

合計 296,586 
296,253 I 152,633 I 141.379 
99.9 I 51.5 I 47.7 。』！ 0.0 

平成26年10月31日現在

結節（人） のう胞（人）

結節の割合（%） のう胞の割合〔%）

5.lmm 5.0mm 20.lmm 20.0mm 
以上 以下 以上 以下

。 3 。 34 。。 4.9 。。 55.7 

16 13 。 1,053 
0.9 0.7 。。 58.3 。 。 72 。。 0.7 。。 52.9 。 。 。 45 。。 。。 。。 44.6 

一一~し
。 91 

0.8 

10 

1.4 

46 

0.8 

5 

0.8 

7 

1.4 

13 

0.7 

4 

1.0 

0.3 

26 

1.0 

25 

1.2 

2 

0.5 

159 

I.I 

7 

1.4 

1.030 

0.9 

2,222 

0.8 

0.0 

4 

0.6 

41 

0.7 

5 

0.8 

3 

0.6 

13 

0.7 

2 

0.5 

3 

0.8 

17 

0.7 

9 

0.4 

。
。。
114 

0.8 

2 

0.4 

712 

0.6 

1.674 

~ 

。。 70.5 

。 365 。。 52.9 。 3,408 
。。 59.6 。 392 。。 61.4 

。 285 。。 57.9 

。 1,085 
。。 57.8 。 243 
。。 58.8 。 222 。。 58.0 。 1.474. 。。 57.8 。 1,222 
。。 58.8 。
0.0 52.8 

8.498 。。 58.0 。 317 。。 62.5 

2 64,330 

。.0 55.9 

針旦号i
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資料5

1 検査結果確定者の年齢及び性別

ト｜年齢判区定分性＼別

A 
B 。 、合計• 

男性 女性 E十 男性 女性 官十 男性 女性 2十 男性 女性 E十 男性 女性 計

。勾5線 30,969 28,259 59 228 13,278 13,7" 27,011 41 57 98 。 。 。 44.2日8 42,049 86,337 

一一6～1011 21.413 18.296 39,7口9 25.589 26,180 51.769 116 236 352 。 。 0 47118 44 712 自1,830
」町一一一一一一一 一11～15歳 19,908 17,075 36,983 2235地 24,301 46,655 316 '" 870 。 。 。 42.578 42 03C 84,608 

16歳～18車 8,160 8 553 16,713 7.141 8,803 15,944 279 541 820 。 1 15,580 
＂・＂日

33,478 

合計 80 450 72.183 152,633 68362 752 1.48B 2 240 。 1 149564 146,68由 296,253 

（単位人）

平成26年10月31日現在

醐 醐 l

－一一一一ーー一一←ー一一一一一」

"' 

.. 

年齢階層別判定区分の分布［女性】

」一一

M

M

U

M

 

’

E
 
%
 
2
 
d
 
B
 

年齢崎・2判定区分の分布［男性］

聞包

。

6渇%"" -防6

小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が 100%にならない場合がある。． 
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。

。

2 結節の有無及び大きさ

（単位人）

平成26年10月31日現在

結節の有無・大きさ 全体 判定区分 割合
男性 女性

・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・
なし 292 357 148,138 144,219 A1 98.7%j 

～3.0tnm 415' 1187 228 
0.6%1 A2 

3,1～5‘Omm 1,259, 493 76~ 
5.1～10.0mm 1 574 561 1,013 

10.1～15.0mm 403 113 290 

15.1～20.0mm 130 39 91 B 0.8%1 

20.1～25.0mm 58 17 41 

25.lmm～ 57 16 41 

2十 296,253 149 564 146 689 

固
結節なし

292,351入
住生Z盤〉

結節あり

3目896人
(1.3%) 

/ 
•' 

/ 

／ 

／ 

, 

/ , 
' / 

∞
∞
∞

∞
∞
∞
∞
3

3

3

3
 

。
」

n
N
aN

a
H
a河

内
」

白

川

恥

町

九

山V

品

川
町

品
川
町

内
4
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大きさ5.0mm以下
1,674人（0.6%)

大きさ5.lmm以上
2.222人（0.8%)

。結節なし ロ結節の大きさ

（～5.0mm) 
ロ結節の大きさ

(5.lmm～） 

l人l292.357 
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3 のう胞の有無及び大きさ

のう胞の有無・大きさ

なし

～3.0mm 

3.1～5.{lmm 
5・・ー
5.1～1 o.omrn 

1Q.1～15.0mm 

1 5.1～20.0mm 

20.1～25.0mm 

25.1 mm～ 

言十

' 

全体’

のう胞の大きさ
20.lmm以よ
12人（0.004%)

154 537 

86,7071 

47,TiJi8 
7',084 

1'21 

14 

8 

4 

296 253 

男性
81, 182 

44,428 

2'0 396 

2,5 J 3 

・41 

2 

149,564 

。のう胞なし、 ロのう胞の大きさ ロのう胞の大きさ

のう胞の大きさ（～3.0mm) (3.1mm～20.0mm) (20.1 mm～） 

（人） 154,537 

100,000 c. 

90,000 

80,000 

70,000 

60,000 

50,000 

40,000 

30,000 

20,000 

10,000 
1,627 

（単位人）

平成26年10月31日現在

女性
判定区分 割合

・・・・・・・・・・・・回・・・・・・・・・田・・・・
73,355 A1 

81州！
42,279 

26,382' 

ヰ，571 A2 

80 

1 3 

7 ’ B 。。叫
2 

146 689 一一一一一一一

大きさ3.lmm以よ
20.0r刊明以下
54,997人（18.6%)

固
60000 

50000 

40,0QO 

30000 

20,000 

10,000 

。
大曹さ20.lmm以よ
12人（0.004%)

569 225 144 44 32 23 12 10 5 4 2 3 0 3 1 1 0 3 0 0 1 0 1 0 2 。
,$' ,c.，$＇岳 .！$＇ .!$' ,<:, ~ ,,_-$' ,..-$' ,..-$' 雲 ,..-$' ,s> ,s> ,s> ,s> ,s> ,s> ,s> 会 ,..-$' －~号令 .！$＇ .!$' .!$' .!$' .!$' ,s> ,, 
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資料6

市町村別二次検査実施状況
思状腺検査〈＝次検査〉実施状J涜 平成田年10月31日現在

市町村名

担主E呈
川俣町

浪江町

飯舘村

南相馬市

伊逮市

国村市

広野町

楢葉町

富岡町

川内村

大熊町

双葉町

葛尾村

一小計
呈成24主車車

福島市

二本松市

本宮市

大玉村

郡山市

最折'1

画見町

天栄村

白河市

西郷村

泉崎村

三春町

小宮十

ー受次診倹者査数 二対次象〈人検者〉数査

次繊査受E象者数（人〉 結果確定数（人）

ウのうち ウのうち ウのうち ウのうち 通常診療等

〈人） 計 0-5歳 6-1 OJl 11・15揖 16-18越 計 次回検査 サのうち
紙胞5受診者

Al A2 
ア イ ウ エ オ カ キ ク※1 ケ※2 コ※2 ザ※3 ＝， 

率 受診率 司R
’民

率
キノ率ウ桶

司区
ケノ本タ略

率 * 率イ/7% ウ／イ% ヱ／ウ科 オ／ウ% カ／ウ略 ' ウ／ウ部 コ／タ略 サ／タ% シノサ%

盟組草 2.221卜－－，JI--－－－＂.！十－－，｝f--－－－－，；：！－ト一石H--:s-.i1トー－，iii-- 1；十 --,JI--85引一百？
3249 I 26 I 2' I 1 I 31 71 1211 2' I 1 I 4 I 」.!J___J1_
-. I 88.5 I 4.3 I 13.0 I 30.4 I 52.211 100.0 I 4.3 I 17.4 I 78.3 66.7 

叫卜－－－－11－一一，oat十一百計 討｜ 討十品｜トτo~－－－－－－－，;lト一計十－－，ct－ト－－－，品一
10,789 制「計「-d-1 101 I ~ I 4Pa I f---,o£十寸h 針「剖一世
10,605 tト寸話ト可制 ,11 ，品， -5剖1 ぷI ,I I ifs! ,?11 ，詰
日25ト一昔←寸計－ di  ,,ii .fzl ぷII ,o話I o.%1 ,,11 .RI ぷ
838 

日 I 80.0 I 0.0 I 25.0 I 25.0 I 川 I, o叩 I 2日 I 5川 2日 I 0.0 

1.153ト－－.計 ポー1－－；，汁－－－－，計－－－，d-i一一一計＼＼－－－，oatト耐 討｜ 百科「，t
2,302 出 oHI 0%¥ cl＼「計so:討｜ 1ぷ1 0%¥ 161,1~若卜寸
叫 寸卜吋ト－，~~十一－－－，－，廿ーサトTs:討｜ 而a~~－＼－ －－，%十一τ；トー叶トーポ
'・"'I i41 ,Psi ,JI ,JI "11 a&Iト「百出一「十ト-----;rtわっ出ーマd
g叶 τ計ー－，s:l十一一九計一一古i+--,-,o~J1--,,:l-l f ---;o－，.計一一－－，.引－－－－－，J十一而計一寸百品
183 

otJ 1凹；！ 。%1 1日1 0%¥ o%1 I 1日1 o.% I ＂日；｜ 寸引一寸i
川10 卜一一号iトー－，1tト－－－，~十一一帯十 J剖---JHトイ剖一昔ト－－－－,11－－＼－－－－－－－活十－－－－－d!},
経盟
47.309' 2831 2711 ,1 281 1田 I 1311! 2641 121 681 1841 93 
同 I 0.6 I 95.8 I 2.2 I 10.3 I 39.1 I 48.3 11 91.4 I 4.5 I 25'.8 I 6U I 50.5 

8,857ト一割－－－，引 出ー一－－－，J十一掃十一議｜卜一長「一，＋t----;-,}¥-- 謝ーす告
5.2341 291 291 11 41 141 1011 281 01 91 191 7 
.. I 0.6 I 100.0I 3.41 13.81 48.31 34.5 11 96.6 I O.OI 32.11 67.91 36.8 

1.373卜一一百計 百，}t-------,1十－oJf---wH－－－－－，，計ト”而寸＼－－－－－－－－－－，%十 寸卜 Ts:~”トー－＂止
4581 4131 201 651 1721 15611 3991 241 1271 2481 99 
0.8 I 90.2 I . 4.8 I 15.7 I 41.6 I 37.8 I I 96.6 I 6.0 I 31.8 I 6?.2 I 39.9 

54,063 

1.874卜一一封｜ g若十一ーす十ト，－d＋一－－－，T；十一討｜ト「品1 o% I τE計－－－－，，1-1一－－；，－1
1・437 I I°' sH I 1d I "11 15.4 I 538 If「出 ,JI idl 心トっd
rn I-- c：十一－，－~ l------,d-1-------,,j~「E計一－，，：;-l1--州一計十一寸5計一一石計一寸十

611 591 21 101 271 2011 581 61 131 3'1 15 
0.6 I 96.7 I 3.4 I 16.9 I 45.8 I 33.9 11 98.3 I 10.3 I 22.4 I 67.2 I 38.5 

10,811 

州出，おJ ,J I iii I ,-d--1剖 1ぷ 7引「oth朴寸
1,1叶一－－－－o-:l－十，－oo｛トー耐－－40計一一。計一品（｜一一寸討卜 ョ出 品｜ーポト－－sol

gi_L 211 OI 11 ー」以一一一一旦1I 211 41 41 13 6 
0.8 I 95.5 I 0.0 I 4.8 I 5'.4 4?.9 11 100βI 19.0 I 19.0 I 61.9 4'.2 

2.730 

13日川 相”卦ト一新－－－－－－M1a-十----Nt十一指｜｜ 間一朝一一読十一一語トー器
※1 クには血液検査、尿検査及び細胞診実施者のうち、検査結果を通知していない対象者は含まない。

※2 ケ及びコは平成26年4月以降の本格検査において検査を実施する受診対象者。

※3 fは通常の保険診療枠として概ね6か月後またはl年後に再診する受診対象者。・小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合がある。． 年齢は平成23年3月ll日時点のもの。． 対象者のうち、在籍している学校で検査を受診した方などについては一部、学校等の所在市町村に含
め集計していたが、震災時市町村に再集計した。
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甲状腺格審f二次槍を】嘆諸晴＂ E且空主旦旦乱E里主
ー次検査 二次検査 次検査受惨者数（人〉 結果確定数（人｝

受惨者数 対象（人者）数 ウのうち ウのうち ウのうち ウのうち 通常診療等

〈人） 計 0-5融 6-1口融 1ド15施 16-18撒 計 次回検査 サのうち

市町村名
Al A2 

細胞lt!l!:I参者

7 イ ウ エ オ • キ ク※1 ケ※2 コ※2 サ※3 ノ、
ヨ巨 受診率 率 率 率 率 ヨ臨 Z巨 温民 率 ヨ院
イ/7% ウ／イ% X／ウ•% オ／ウ話 カ／ウ略 キノウ% ク／ウ括 ケ／ク略 コ／ク略 サ／ク兇 シ／廿%

25 肉 対

いわき市※4 47 918 一－ 'J} ;,': :; ,;: 193 ’121 ::: :: 121 ::: ,:; 49.0 30.7 31.8 

須賀川市 11.591 
101 ,. 6 16 52 22 」 95 7 32 56 12 
0.9 95.0 6.3 16.7 54.2 22.9 99.0 7.4 33.7 58.9 21.4 

相馬市 5 085 ,,'! 9 
45.上ti-d., 上21.4 ト寸t ,; ,i; si.i 21: 

鏡石町 1,952 9 B 。 4 3 1 B 。 7 1 
0.5 88.9 。。 50.0 37.5 12.5 100.0 。。 12.5 87.5 14.3 

新地町 1.110 
7 7 ,: 42.: 42.: 14; 85,; 

。 6 
50.: 0.6 100.0 。。 100.0 

中島村 801 2 2 。 。 1 2 。 。 2 1 
0.2 100.0 0.0 a.o 50.0 50.0 100.0 。。 。。 100.0 50.0 

矢吹町 2.462 ci; ,i: ol 一一一，d-一一一，s:l-1一一3一，I一一－r,｝ト－－，－~ ,,.: 品ト叶
石川町 2086 11 10 。 4 4 2 10 。 1 9 5 

0.5 90.9 0.0 40.0 40.0 20.0 100.0 。。 10.0 90.0 55.6 

矢祭町 r 776 Lー
3 2 。 。 1 2 。 。 2 。
0.4 66.7 0.0 。。 50.0 50.0 「一100.0 。。 。。 100.0 。。

岩川町 1.070 
12 ,;: 3 

10cil 一一一一0』0 20.i 
B 
25.i 1.1 1日.0 30.0 80.0 

平岡村 829 9 9 。 4 3 2 B 1 1 6 1 
1.1 10日日 。。 44.4 33.3 22.2 88.9 12.5 12.5 75唱。 16.7 。棚倉町 2 259 ,'! 10ii ,,; 9 

27.: 
2 
10.i 

一一一一」5 
40.9 10.5 33.3 

塙町 1 218 B 7 。 1 3 3 4 。 1 3 。
0.7 87.5 。。 14.3 42.9 42.9 57.1 0.0 25.0 75.0 0.0 

鮫川村 507 
o: ol 

。
100.0 100.0 ol ol 100.0 ト－Q~。。

小野町 1,327 14 13 1 2 6 4 13 1 4 B 。
1.1 92.9 7.7 15.4 46.2 30.B 100 0 7.7 30.B 61.5 。。

玉川村 986 11: ト，，;J 1 2 
トーポト一日 25i 75: 16,; 12.5 25.0 

古殿町 792 
6 6 。 1 41 6 。 2 4 1 
0.8 100.0 0.0 16.7 6正j"[ 16.7 100.0 。。 33.3 66.7 25.0 

檎核厳村 61 
。 。

o: ol 
。。。

o: 

。 。
卜－－－－，.%。。 。。 0.0 0.0 。。 。。

商会話事町 1,809 16 15 。 7 7 13 1 3 9 2 
0.9 93.8 。。 46.7 46.7 6.7 86.7 7.7 23.1 69.2 22.2 

金山町 137 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。

昭和村 101 トー－~－
。
一一－；%－ ol 

。 。 。 。
ト寸

。
' 00 。。 。。 。。 。。 。。

三島町 129 1 。 。 。 1 。 。 1 。
0.8 100.0 。。 100.0 。。 0.0 100.0 。。 。。 100.0 。。

下郷町 691 11: 卜－－－sot 。。。 5 
トポー

B 
回目ー3“，% 62.: 40.: 11.1 55.6 88.9 

喜多方市 5,727 46 40 11 17 11 40 2 11 •27 11 
0.8 87.0 2.5 27.5 42.5 27.5 10日日 5.0 27.5 67.5 40.7 

西会津町 638 
o: so: 。 2 

一一25ム0し1一－，al; 50.: 
。。。 2 

ト”“ポ？0.0 50.0 100 0 

只見町 494 
7 6 。 3 3 。 6 。 2 4 
1.4 85.7 0.0 50.0 50.0 。。 100.0 。。 33.3 66.7 25.0 

猪苗代町 1.881 ci; 
12 

8.3 8.3 
7 
25.: 16i 

3 
58.: 92.3 58.3 25.0 14.3 

鐘梯町 414 4 3 。 1 3 。 2 。
1.0 75，日 33.3 。。 33.3 33.3 100.0 33.3 。。 66.7 。。

。
北極U原材 385 1 。 。 。 1 。 1 。 0 

0.3 100.0 100.0 。。 。。 0.0 100.0 。。 100.0 。。 。。
会津美里町 2,551 L -1笠0 ---.:: 4 --52~十一，，d 21 2 

トオ
10 

30.: 17.4 91.3 9.5 47司自

会主権坂下町 2.080 
25 23 3 4 9 I 7 23 。 4 19 4 
1.2 92.0 13.0 17.4 39.1 30.4 100.0 。。 17.4 82.6 21.1 

柳罪事町 375 し一一0主5 ,-,,1,-卜 ol 
。
一一旬計－－－－d 100.i 

。
一－，す卜 sa: o: 。。 。。

会員事若松市 14,685 
160 140 6 31 76 I 27 132 B 43 81 20 
1.1 87.5 4.3 22.1 54.3 I 19.3 94.3 6.1 32.6 61.4 24.7 

調川村 508 
1: 100: 

。。。
14; ": I ,,1 ぷ 100.: ol 85; 16.7 14.3 

小計 115 435 1.032 936 48 179 457 252 896 51 268 577 167 
0.9 90.7 5.1 19.1 48.B I 26.9 95.7 5.7 29.9 64.4 28.9 

＂成 23～25年開管理睦結対象市町村合計

甜 ｜州叫 主制一－＇~~＋－－－－－］！十－1£引一昔土I－；剖｝ 1部ト－－-1Jtト－－11：十一1忠男1--,s，~－j
※4 いわき市には平成24年度に実施した久之浜等の地区も含む。
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I 調査概要

1. 目的

県民健康調査「甲状腺検査（本格検査）」実施状況

議題 1
※資料回収

子どもたちの健康を長期に見守るために、現時点での甲状腺の状態を把握するための l回目

の検査（先行検査）に引き続き、甲状腺の状態を継続して確認するための検査（本格検査）を

実施する。

2.対象者

先行検査における対象者（平成4年4月2日から平成23年4月l日までに生まれた福島県

民）に加え、本格検査では平成23年4月2日から平成24年4月l日までに生まれた福島県民

応まで拡大して検査を実施する。

3.実施期間

平成26年4月2日から検査を開始し、平成26年度及び平成27年度の2か年で検査を実施

する。

その後は、対象者が20歳までは2年ごと、それ以降は5年ごとに検査を実施し、長期にわ

たり検査を実施する。

4.実施機関

福島県から委託を受けた福島県立医科大学が、福島県内外の医療機関等と連携して実施して

いる。

一次検査については、対象者の利便性を考慮し、県内各地の医療機関でも検査が受診できる

よう調整を進めており、平成26年 10月31日現在、協定を締結した 10医療機関において順次

検査を実施している。

また、福島県外の検査実施機関については、平成26年10月31日現在、全都道府県計92の

検査実施機関と協定を締結して検査を実施している。

二次検査については、県内では平成25年7月から郡山市及びいわき市の2か所、平成26年

8月からは会津若松市のlか所の検査実施機関において実施しており、県外でも平成25年l1 

月から検査を開始し、平成26年10月31日現在、 25か所の検査実施機関において検査を実施

している。

5. 検査方法

( 1）一次検査

超音波画像診断装置により甲状腺の超音波検査を実施する。

なお、検査の結果は、以下の基準により複数の専門医により判定する。

( i ) A判定：Al、A2判定の場合は次回（平成28年度以降）の検査まで経過観察としてい

る。

(Al)結節やのう胞を認めなかった場合。

(A2) 5. 0 mm以下の結節や20.0 mm以下ののう胞を認めた場合。

( ii) B判定：B判定の場合は二次検査を実施している。

5. 1 mm以上の結節や20.1 m以上ののう胞を認めた場合。

なお、 A2の判定内容であっても、甲状腺の状態等から二次検査を要すると
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判断した方については、 B判定としている。

（削 C判定：C判定の場合は二次検査を実施している。

甲状腺の状態等から判断して、直ちに二次検査を要する場合。

( 2）二次検査

一次検査の結果、 B判定またはC判定となった場合は、二次検査の対象となる。二次検査

では、詳細な超音波検査、血液検査及び尿検査を行い、必要に応じて穿刺吸引細胞診を実

施する。

( 3）検査の流れ

図L検査の流れ

6 .実施対象年度別市町村

平成26年度及び平成27年度の各実施対象市町村は次のとおり。

E二コ平成26年度一次検査実施市町村（25市町村）
圃国平成27年度一次検査実施市町村（34市町村）

図2.実施対象年度別市町村

国璽2・
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II 調査結果概要（平成26年JO月31日現在）

1.一次検査及び二次検査結果

( 1）一次検査

平成26年4月2日から検査を開始し、今年度は25市町村の約 220,000人を対象として、

10月31日現在82,101人（37.9%）の検査を実施している。※I,2 

そのうち、 60,505人（73.7%）の受診者について検査結果が確定し、結果通知を発送して

いる。※3

検査結果はA判定（表lのAl及びA2判定）の方が60,048人（99.2%）、 B判定の方が457

人（0.8%）、 C判定の方はO人であった。

また、今年度は対象者への受診勧奨を図るため、大学生を対象とした大学での検査や、平

日に都合のつかない方のために休日検査を試行的に実施している。

なお、受診者やその保護者の方から、検査を実施した結果について医師からの説明を受け

たいという要望が多かったことから、当日の検査内容についての説明も試行的に実施してい

る。

表1. 次検査進捗状況 平成26年10月31日現在

対象者数
受診者数｛人｝ 結果判定数（人〉

〈人〉
受診率

判（定%）率
判定区分別内訳｛割合情）｝

（%） うち県外
A 次検査対象者受Iii

ア イ（イ／7) ウ（ウ／イ） A1 エ［エ／ウ） A2オ｛オ／ウ） B カ（カ／ウ） C キ［キ／ウ）

平成26年度
216 189 81,621 137.8) 5 057 60,110 I 73.6) 25,418 (42.3) 34,237 157.0) 455 (0.8) 0 (0.0) 実施対象市町村計

平成27年度
480 480 1100.0) 4 395 ( 82.3) 145 (36.7) 248 (62.8) 2 (0.5) 0 (0.0) 実施対象市町村計

合計 216,669 82.101 (37.9) 5,061 60,505 I 73.7) 25,563 (42.2) 34,485 (57.0) 457 (0.8) 0 (0.0) 

表2.結節目のう胞の人数回割合 平成26年10月31日現在

アに対する結節・のう胞の人数（割合（略））

結果確定数（人｝
結節 のう胞

5.lmm以上 5.0mm以下 20.lmm以上 20.0mm以下
ア イ（イ／ア） ウ（ウ／ア｝ ヱ（ヱ／7) オ（オ／7)

平成26年度
60,110 453 （口.8) 358 (0.6) 1 (0.0) 34,388 (57.2) 実施封象市町村計

平成27年度
395 2 (0.5) 2 (05) 日（O.o) 247 (62.5) 実施対象市町村計

合計 60,505 455 (0.8) 360 (0.6) 1 (0.0) 34,635 (57.2) 

※l市町村別受診状況は、資料lのとおり。

※2本県以外の都道府県別受診状況は、資料2のとおり。

※3市町村別結果状況は、資料3のとおり。． 小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合
がある。
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( 2）先行検査結果との比較

本格検査でA判定（Al及びAZ判定）と判断された60,048人のうち、先行検査でA判定（Al

及びAZ判定）だった方が56,204人（93.6%）となっている。また、本格検査でB判定と判
断された457人のうち先行検査でA判定（Al及びAZ判定）だった方が333人（72.9%）とな

っている。

4凡U,JL1J :.!!IJJ冒＇？＂！＂官 :t'l!i'l.:a’、o；耶ロ＂＇ 『ι/lXL0:1:FIU止す dlロ宅兄tt

本格検査
先行検査結果内訳注2

結果確定数注1 A 

Al A2 日 c 受診なし
7 イ ウ エ オ 力

（イ／7) （ウ／7) （工／7) （オ／7) （カ／7)

Al 
25,563 21.1_42 1,899 19 。 2,503 

A 
(42.2) ( 82.7) ( 7.4) ( 0.1) ( 0.0) ( 9.8) 

本 A2 
34,485 12,840 20,323 65 。 1,257 

格 (57.0) ( 37.2) ( 58.9) ( 0.2) ( 0.0) ( 3.6) 
検

日
457 127 206 108 。 16 

査 (0.8) ( 27.8) ( 45.1) ( 23.6) ( 0.0) ( 3.5) 
結 。 。 。 。 。 。
果
。

(0.0) ( 0.0) ( 0.0) ( 0.0) ( 0.0) ( 0.0) 

合計
60,505 34,109 22.428 192 。 3,776 。注l上段は本格検査結果確定数（人）、下段は割合併）(100.0) ( 56.4) ( 37.1) ( 0.3) （［〕.0) ( 6.2) 

。

注2上段は本格検査結果確定者に対する先行検査結果数（人）、下段は本格検査結果に占める割

合（%）

( 3）二次検査

平成 26年6月からは本格検査対象者についても二次検査を実施しており、対象者457人

のうち 248人（54.3%）が受診し、そのうち 155人（62.5%）が二次検査を終了している。※
4 

その 155人のうち、62人（40.0%）は一次検査基準でAl、AZ範囲内であることが確認され、

次回検査となった。

一方、 93人（60.0%）は、概ね6か月後またはl年後に通常診療（保険診療）となる方等で

あった。

二次検査対象者については、サポートチームを立ち上げ、ご心配やご不安に対する、ここ

ろのケアサポートに努め、「WEB相談」による質問・相談を受け付けるなどの対応も行ってい

る。

また、保険診療移行後の方についても同様の対応を継続している。

なお、平成25年12月5日以降、平成26年 10月31日現在で、 人のサポートをしてお

り、性別は男性 入、女性 人であった。この方々にのべ 回の相談対応等をし、

ており、その内訳は初回検査が最も多く 回（ %）、穿刺吸引細胞診時 四（ 出）、

保険診療移行前のフォロ一 回（ 百）、インフォームR・コンセント時 四（ 粉、
保険診療移行後のフォロー（術前術後含む） 回（ 目）、入院中 回 （ 目）、その

他 回（ %）であった。
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表4回二次検査進捗状況 平成26年10Jl31日現在

受診者鍬〈人｝ 結果確定数（人｝
対象者数
〈人｝

受診率 確定率 次回検査 通常診療等

｛見） （%） 
A1 A2 

うち細胞惨受診者
ア イ｛イ/7) ウ（ウ／イ） エ｛エ／ウ） オ［オ／ウ） カ｛カ／ウ） キ（キ／！，）

平成26年度
455 246 (54.1) 155 ( 63.0) 9 ( 5.8) 53 (34.2) 93. (60.0) 11 ( 11.8) 実施対象市町村計

平成27年度
2 2 (100.0) 0 ( 0.0) 。（ 0.0) 。（0.0) 。（O.Q) 。（ O.o) 実施対象市町村計

合計 457 248 (54.3) 155 ( 62.5) 9 ( 5.8) 53 (34.2) 93 (60.0) 11 ( 11.8) 

※4市町村別実施状況は資料4のとおり。． 早期に診察が必要と判断した方については優先的に二次検査を実施。・次回検査は一次検査基準でAl、A2の範囲内であることが確認された方（甲状腺に疾病のある
方を含む）。． 通常診療等は概ね6か月後または l年後に経過観察（保険診療）する方及びA2基準値を超え
る等の方。。
2.穿刺吸引細胞診等結果概要

。
表5.平成26年度実施対象市町村細胞診結果（平均年齢と平均腫湯径の（ ）内は範囲を示す）

平成26年度実施対象市町村

・悪性ないし悪性疑い

－男性：女性

・平均年齢

－平均腫場径

( 2）棚駅悪性ないし悪性疑いであった．の年齢、性分布

（人）

にe

8
6
4
2
0
 

1

1

1

1

1

 
6 

2 

0 
0 1 2 3 4 5 6 7 8 910111213141516171819202122（麓）

図3.平成23年3月ll日時点の年齢による分布
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( 3）細胞診等による悪性ないじ悪性疑い
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図5.基本調査提出者の実効線量推計内訳
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(4）血液検査及び尿中ヨウ素

表B目尿中ヨウ素データ

最小値 25%値 中央値 75%値

(μg/day) 

最大値

注3 FT4・・・ヨードの数が4つの甲状腺ホルモン。甲状腺中毒症では高値（代表的疾患．パセ

ドウ病）、甲状腺機能低下症では低値（代表的疾患：橋本病）になることが多い。

注4FT3・・・ヨードの数が3つの甲状腺ホルモン。甲状腺中毒症では高値（代表的疾患：バセ

ドウ病）、甲状腺機能低下症では低値（代表的疾患：橋本病）になることが多い。

注5TSH・ ・ ・脳の下垂体から出ているホルモンで甲状腺へ甲状腺ホルモンを出すよう命令する。

橋本病では高値、パセドウ病では低値になることが多い。

注6Tg （サイログロブリン）・・・甲状腺ホルモンになる直前の物質。甲状腺内に多量に存在する。

甲状腺が破壊されたり、腫療がTgを産生していたりする場合に高値になることが多い。

注7 TgAb・ ・ ・サイログ白ブリンに対する自己抗体。橋本病やバセドウ病で高値になることが多

い。

注8 TPOAb・ ・・ペルオキシダーゼという酵素に対しての自己抗体。橋本病やバセドウ病で高値。

注9 基準値は年齢ごとに異なる。
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表9.実施対象年度別市町村結栗

平成26年度実施対象市町村
一次検査受診者｜二次検査対象者｜二次検査対象者｜二次検査受診者
（人） ｜ （人） ｜ の割合（覧） ｜ （人）
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資料l

市町村別一次検査実施状況

対象者数
（人）

畳診者数
（人）

畳診率
(%) 

年齢暗層~u畳静者世（人）
年齢階層別内訳（略）※1

うち
県外畳器
※3 2～珊｜ト12愈 I13雌～17.織I18黛～22歳？

一
村一町

一
象一対一軸一度成平

イ イ／ア

。

川俣町 2,461 1,664 33 67. 
392 569 582 121 

6 23. 6 34. 2 35.0 7.3 

迫江町 3,771 1.829 522 48.5 2i.~9 
539 L .~!. 234 
29. 5 31.0 12.8 

臨舘村 1,123 682 26 60.7 -
163 257 227 35 
23.9 37.7 33.3 5.1 

南相馬市 12,981 7,375 1,390 56.8 
1.902 2,578 2,276 619 
25 8 35.0 30.9 8.4 

伊達市 11,737 8,592 247 73.2 
2,132 2,706 2,918 836 
24.8 31.5 340 9.7 

田村市 7,321 4,031 109 55.1 ・¥sll 1.,§_~ 1.188 」 2空6
39.2 29.5 6.1 

広野町 1.108 485 87 43.8 
139 156 

2;~5 
55 

28.7 32.2 11.3 

備葉町 1.488 703 107 47.2 
196 215 213 79 
27 9 30.6 30.3 11.2 

富岡町 3,101 1.184 310 38.2 
330 330 347 177 
27.9 27 9 29.3 14.9 

川内村 360 146 14 40.6 
41 57 37 11 
28.1 39.0 25.3 7.5 

大熊町 2,498 1.224 304 49.0 
」 41_1
一指汗“2i子 114 

33.6 9.3 

双葉町 1,258 433 187 34.4 3l:9 
101 44 
23.3 10.2 

葛尾村 240 90 13 37.5 
25 34 23 8 
27.8 37.8 25.6 8.9 

福島市 55,732 39,568 1,586 71.0 
9,694 12,306 12,921 4,647 
24.5 31.1 32.7 11.7 

一本松市 10,595 7,196 74 67.9 
1,714 2.378 2,559 545 
23.8 33.0 35.6 7.6 

本富市 6,342 4,028 36 63.5 . ..Ll'2± .1421 1 239 L_ __ }@.1 
26.7 35.3 30.8 7.3 

大玉村 1,684 1 131 3 67.2 
325 391 326 89 
28.7 34.6 28.8 7.9 

郡山市 66,204 509 4 0.8 
71 105 275 58 
13.9 20.6 54.0 11.4 

桑折町 2.136 332 3 15.5 
12 21 

8~~9 
30 

36 6.3 9.0 

国見町 1,624 274 。 16.9 
5 22 219 28 
1.8 8.0 79 9 10.2 

王栄村 1,101 7 。 0.6 
3 2 

14.3 42 9 14.3 28.6 

白河市 12,671 24 。 0.2 
8 4 10 2 
33.3 16.7 41.7 8.3 

西郷村 4,161 11 0.3 一－－－fjj斗一日E 2 
18.2 

泉崎村 1.337 。 0.1 o~ 
。 。

100.0 。。 00 

三春町 3,155 ・102 3.2 
9 28 61 4 
8.8 27.5 59.8 3.9 

小計 216,189 81,621 5,057 37.8 
20,297 26.231 26,813 8,280 
24.9 32.1 32.9 10.1 

。

480 480 4 
日
一
一
刊
一
山
一

82.101 I 5，叩1

平成，s年IO月31日現在
勺明島宇田 イのうち県
イのうち県 ム J ごZ• ：正午外居住者
外居住者 チア
’以口－：－；－ の害合数人 7ロ
馴%）

ウ詠2 ウイ

44 2.6 

582 31.8 

29 4.3 

1657 22.5 

233 27 

102 2.5 

83 17.1 

114 16.2 

350 29.6 

16 11.0 

332 27.1 

200 46.2 

12 13.3 

2,020 5.1 

93 1.3 

52 1.3 

4 0.4 

4 0.8 

3 0.9 

。 0.0 
。。。
。。。
9.1 

100.0 

1.0 

5,933 7.3 

~ 
dヨ

※l 上段には受診者数を、下段には受診者数イの階層別割合を記載。

※2 受診者のうち県外住所の方の人数。

※3 受診者のうち県外検査実施機関で検査を受診した人数及び福島県立医科大学から出向いて実施した

検査を受診した人数。． 小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合がある。
・年齢区分は本格検査の検査受診時点の年齢。
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資料2

都道府県別県外検査実施状況

平成26年10月31日現在

都道府県名
県外検査 受診者数
実施機関数 （人）

都道府県名
県外検査 受診者数
実施機関数 （人）

都道府県名
県外検査 受診者数
実施機関数 （人）

北海道 4 92 福井県 8 広島県i 4 

青森県 58 山梨県 76 山口県 8 

岩手県 3 105 長野県 2 29 徳島県 4 

宮城県 2 1,215 岐阜県 13 香川県 7 

秋田県 89 静岡県 2 61 愛媛県

山形県 3 431 愛知県 3 59 高知県 3 

茨城県 4 315 三重県 11 福岡県 2 28 

栃木県 5 325 滋賀県 2 佐賀県 10 

群馬県 90 京都府 3 20 長崎県 2 10 

埼玉県 154 大阪府 6 50 熊本県 2 

千葉県 3 212 兵庫県 38 大分県 17 

東京都 12 579 奈良県 9 宮崎県 15 

神奈川県 4 356 和歌山県 2 鹿児島県 12 

新潟県 467 鳥取県 7 沖縄県 11 

富山県 5 島根県 3 

石川県 29 岡山県 3 19 合計 I 921 s.os1 ． 受診者数は県外検査実施機関で検査を受診した人数及び福島県立医科大学から出向いて実施した検査
を受診じた人数。． 福島県立医科大学から出向いて検査を行ったのは、新潟県 (I回）・神奈川県 (I回）、山形県 (I回）。

10 



。

。

資料3

市町村別一次検査結果

結果（縫定数
人〉
イ

進捗状盟
イ／7(%)

平成26年度実施対象市町村

川俣町 1,664 
1,535 
92.2 

浪江町 1,829 
1,570 
85日

飯舘村 682 
625 
91.6 

南相馬市 7,375 
7,200 
97.6 

伊達市 8,592 
7,923 
92.2 

田村市 4,031 .±f~; 
広野町

478 
485 

98.6 

楢葉町
687 

703 
97.7 

富岡町 1,184 
1,120 
94.6 

川内村 146 
145 
99.3 

大熊町 1,224 
1,196 
97.7 

双葉町 433 
407 
94.0 

耳尾村 90 

福島市 39,568 
32,090 

81.1 

二本松市 7,196 
320 
4.4 

本宮市 4,028 
51 
1.3 

大玉村 1,131 
13 
1.1 

郡山市 509 
192 
37.7 

桑折町 332 
195 
58.7 

国見町 274 
144 
52.6 

天栄村
3 

7 一一一4”2一9一

白河市 24 
干5
62.5 

西郷村 11 
5 
45.5 

泉崎村
100.0 

三春町 102 
100 
98.0 

81,621 
60,110 

小計
73.6 

主盛笠生産量盟主1
小計

合計 82,101 

判定巨分別人数（人）

判定巨分別割合（%）

A 

Al A2 B 

68I. L_ §31_ 19 
44.6 54.1 1.2 
662 891 17 
42.2 56.8 1.1 
297 318 10 
47.5 50.9 1.6 
3,089 4,056 55 
42.9 56.3 0.8 
3,424 ・4,434 65 
43.2 56.0 0.8 
1,646 2,328 －~~ 
41.1 58.1 0.8 

262 
1.~ 54.8 

290 393 1 「一白石2 57.2 0.6 
486 621 13 
43.4 55.4 1.2 
44 101 。
30.3 69.7 。。
520 670 日

43.5 56.0 0.5 
185 220 2 
45.5 54.1 0.5 
49 38 
55.7 43.2 1.1 
18,445 

-~; 57.5 
117 198 5 
36,6 61.9 1.6 
21 30 。
41.2 58.8 。。
5 日 。
38.5 61.5 。。
81 111 0 
42.2 57.8 。。

~;-~ 
。
0.0 

47 自6
32.6 66.7 0.7 

f L_ __.J)_ 
66.7 。。

10 5 。
66.7 33.3 。。

4 。
20.0 80.0 。。。 。。。 100.0 0.0 
38 59 3 
38.0 59.0 3.0 

3_'!,2~7 455 
57.0 0.8 

J萱己主主 457 
0.8 

c 

。。。。
0.0 。。。。。。。。。。。。
o.i 。。。。。。。
0.0 。。。。。。。。。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。
ii~i 。。。。。。。。。。。。。。。

0 
Q.0 

平成26年10月31日現在

結節（人） のう胞（人）

結鮪の割倉結「
51mm 20.以~上mヨ且mE担：昌2三思0以0下kn-
以上 以下

1自 ~3-~ 
1.2 0.1 54.7 
17 自 日 899 
1.1 0.6 。。 57.3 
10 2 。 320 
1.6 0.3 。。 51.2 
55 49 。 4,071 
0.8 0.7 0.0 56.5 
65 55 。 4,457 
0.8 0.7 。。 56.3 

ヨ？ t; 。2::~ 0.8 。。
7 5 。::.~ 1.5 1.0 。。
4 o.: 
。 393 

「一一百五0.6 57.2 
13 9 。 625 
1.2 0.8 。。 55.8 。 。 101 。。 。7 。。 69.7 
6 11 。 669 
0.5 0.9 0.0 55.9 
2 3 。 220 
0.5 0.7 0.0 '54.1 

j-一一一（）~
。 39 。。 44.3 

213 168 
0、00 」＿）＿＿805ll_

0.7 0.5 57.7 
5 3 0 199 
1.6 0.9 0.0 62.2 。 。 。 30 
0.0 。。 。。 58.B 。 。 。 8 
0.0 。。 0.0 61.5 。 2 。 111 。。 1.0 0.0 57.8 

O.~ ii~i .11§ 0.5 59.0 

0.7 

。
66~~ 0.7 。。。 。 o.~ .f 。。 。。 66.7 。 日 日 5 。。 。。 。。 33.3 。 。 。 4 。。 。。 。。 80.0 。 。 。。。 。。 。。 100.0 

3 。 。 62 
3.0 o:o 。。 62.0 
5_53 卜－－－－~i~ -~4,?_88 
0.8 。。 57.2 

・---alt 針一語
455 
0.8 

360 
0.6 。計」？；；． 小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が100%にならない場合がある。
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資料4

I 検査結果確定者の年齢及び性別

｛単位人）

平成＂年 ,OJ司31毘現在

庶 民再三五｜女性

1--E!:--1…叶司叶：；；：~i－司－ －~：：：／－－－ト6：卜；；；ト十－－-:t ±·;;;;t~:t ::.~; 

五T；~下汁ム r;;·r;r·；訂正
合計

E十軒

ト：三ご＋・・；；；j"-;;;;/・：：ト：：ト：；：－－－＇；；；｝－－ J・ ';'.1-·--i;l －－十…十－－~，す·；；；｝－＇：：：
457 叫 30,91則＂・＂＇ I 叫505305 152 17.46咽I 34485 間ぉ13,747 合計

園巴

年齢趨層別判定巨分の分布［女性】

,-n• 

回巴

年齢階層別判定区分の分布【摺性］

。

'"' 
,,. 

'"" '"" 40% 
＇°＇唱

町稲

四捨五入の関係で 100%にならない場合がある。小数点第一位で表示されている割合のものは、． 

12 

年齢区分は本格検査の検査受診時点の年齢。． 。



結節の有無及び大きさ

結節の有無・大きさ 全体 判定区分 容l合
男性 女性

・同歯固・・・ー－－－－－－－－－－－－
なし 59.690 30,612 29 078 Al 

’ 
98.7%j 

～3.0mm 77 36, 41 
A2 0,6%1 

3.1'～5占Omm 283 117 1166 

’ 
I 

5.1～10.0mm (347 1116 231 

10.1～15.0mm 63 22 41 

15.1～20.0mm 30 11 19 B 0.8剣

20.1～25.0mm 8 2 6 

25.lmm～ 7 。 7 

計 60505 30916 29,589 

（単位人）

平成26年10月31日現在

亘
500 

400 

300 

200 

100 

。

大きさ5.tmm以よ
455人（0.8%)

大きさ5,0mm以下
360人（0.6%)

304 

／ 
／ 
／ 
／ 

／ 
／ 

／ 
／ 

ノ

、
＼

＼
 

＼
 

＼、

＼
、

＼
 

結節なし
59,690人

往生.1.%)

。

（人） 59,690 

500 

450 
400 

35ο 
300 

250 

200 . . ..・

150 lー」三笠一
100 L」Lバi畠主 一
ぞ い同~Ii i 旨~寸日寸ナ「丁h u ＇－ よ l u u l l j 
U I , , , , , , , . . . 則 自ーF圃時『ー－...－守占邑 目且・.

ペザモペザ~：~~：ペ司r：λハ約六ダペハんぷら♂ぬR〆〆V'~~＇＼，，，；ぺ.... ~~｛＞ぺぬヤ〆ぷグミ〆
〆〆〆〆〆 〆戸〆〆〆〆〆 〆〆〆〆〆〆〆，， ,, ,, r r r r 十

ロ結節の大きさ

(5.1 ITYll～） 
ロ結節の大きさ

（～5.0mm) 
。結節なし

。
Cコ
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3 のう胞の有無及び大きさ

（単位人）

平成26年10月31日現在

のう胞の有無・大きさ 全体 判定区分 割合
男性 女性

ーーーー四・
なし 25 869 13,855 12,014 A1 

79.8% : ～3.0mm 22,395, 11,633 10,762 
3.1～5.0mm 10,8141 4 919 5,895 

一’5.1～1 O.Omm 1,396 500 896 A2 
1 0.1～15.0mm 27 6 21, 

20.2抗 l

1 '5.1～20.0mm 3 2 
20.1～25.0mm 。 ’ B 0.002%: 25.1 mm～ 。 。 。
員十 60,505 30 916 29 589 一一一一一一一一一

固
14,000 

12.000 

10.000 

8,000 

6000 

のう胞のtj::曹さ
20.1附n以よ
1人（0,002%) 4ρ00 

2000 

。
ロのう胞なし、 ロのう胞の大きさ ロのう胞の大きさ
のう胞の大きさ｛～3.0mm) (3.1mm～20.0mm) (20.lmm～） 

大者さ3白Imm以上
20.【Jmm以「下
12,240人（20.2%)

大曹さ20.lmm以よ
1人（0.002%)

（人）

30,000 

28,000 

26,000 

24,000 

25,869 

22,395 

∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
 

n
N
n
N
n
N
n
N
n
N
n
N
A
H
F
n
N
n
N
n
N

ハμ

2

0

8

6

4

2

0

8

6

4

2

 

2

2

1

1

1

1

1

 

。
L← － 
~ .141, 62 21 17 6, 3 0人 1

§> [, [, ~ ~ [, <$" [, [, [, [, [, [, [, [, [, [, ~ 伊 <:' 庁 ~ [, ~ ~ 庁 φ 守 ＜：＇ 〆
(ii／＇＇＜！＂〆／／〆へ勺q,~＞<i"ググググポグググググググググポグポググググぷ~~

〆〆〆 ，J 〆〆〆，J ,, ，，〆，J ,, ，，〆〆，J 〆〆〆〆〆.), 
句’
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資料5

市町村別二次検査実施状況

ー次被査実施者（人）
一実次（鑑人検｝者査r二対次（象人検者） 査

2ウ～の7う歳ち
ウのうち ウのうち

ウのうち
Z十

8～12最 13～17歳 18；歳歳～22 市町村名
イ ウ ヱ オ カ キア

イ／本ア% 受ウ／診イ%率 ヱノ率ウ% オノ率ウ% ヵノ率ゥ% キ／率ウメ%

平成26年鹿実施対象市町村
川俣町

，良江町

臨舘村

南相馬市

伊達市

図村市
広野町

楢葉町

富岡町

川内村

大熊町

車業町

葛尾村

福島市

二本松市
本宮市
大王村

郡山市

桑折町

国見町

主栄村

自珂市

西郷村

i泉崎村

三春町

小計

1刷卜－ .!/,I--ーヲ告｜一也ト21.日品ト -,-4.¥ 
川一一一；：ト－－－－－5i~I-- J：ト一一古｜一五社一一1011
682 f-- 剖－謝－－－－－£a+i卦誌I－－，古

制 2f- 間一一剣一－・－21f-3~7al－一品ト一一品
仰 II一一一副 長1＋－寸Isl-一一剥－・1¥-?l1会
吋 7計一s5¥I一－ti-""fo11-I-一品トー－ala

1.1841 －－~t,ト一品｜一一社－－，－Jsl·- ・・2！ト品
川一一品卜“剥 針一品トー－－lo十一品
1,2叶一剥 品十針一品I--601+ -・-ial 

叩トーイ，－！ ・・-ioof－－－古1--・・-io，ムトー出 品
.5681-- 2叶一主包l----・-21+"2も｜耕一一，｝，
7,196トー剖一品｜ 品トー剥－－－－－5針一一対

,131卜一品｜一一品卜古1--・・-lo十世一一－X
印9ト…剥 品卜剥一一樹－－ (M--
叫一一品ト一品十一 品ト 五日一一一品｜一一合
274 

11-- 1叶一一一一よ［一一甜 ~a~－－－a~I－－－－－品
叶 一一loト よt----la！・－－一一剥－－－－lo!-－－一品
11 1-- 剥一一一。：トー卦 ---o~I· 出－－－－0%

1021-- 剥－6るト－＊ ]o卜寸品十一一品
川 1トー一需と：詰十 ・lal・一一三割二割：：二：：＆＼i

I 小計 ｜ 相O 記

準
旦i主主

同－--a15¥I－一三副－・－－・a/ii---正1~卜－詰
7品－－－・－0%!----"2剥.....）古ト古｜
・--・・--・1・alol-----,-s1f -33¥-1----5-to+一品

一剣一樹－5Vai--・-4jtト－－－－i
......'..s?o-1-----剥－－－－47;t－一一41¥I--合
一一日品ト よ15合［ --5・a1日一品

一一品トー剥 ·211－－前十－－－－－~－
「 古！－－－－一品｜一一品｜一品｜ 。：
' ____ ------i-ffa1t－－－－一説 J。｜ 謝－－・－・so'o

I. －－－一「品ト一品！－－－－了而~一品｜ 品
一五割ー ム1i""/sl・-1「封一一古

＃ヰごすす？
品｜－。叶一古ト一一品ト 古
制－－－－－0~トoQoト針－－－－a°ol
品lfす一剥－－－－－－i日一一古

----------=i 針 品卜ーよトー“品
剥－剥一一一loトー品ト一合
一一品卜 品l品卜剥一品i

-------o%t--=Joト＿＿＿oQoi・一品卜 品l
1~10!---------i出品l 謝一一－cl:~

。サ寸H。 ~司
！田101卜一割“ 針一一会！－－－－・2i＼卜一帯羽卜…関ーすす卦品｜一品｜

※l クには血液検査、尿検査及び湘胞診実施者のうち、検査結果を通知していない対象者は含まない。

※2 f及びコは平成28年4月以降の本格検査において検査を実施する受診対象者。

※3 サは通常の保険診療枠として概ね6か月後またはl年後に再診する受診対象者。・小数点第一位で表示されている割合のものは、四捨五入の関係で合計が 100%にならない場合がある。． 年齢区分は本格検査の検査受診時点の年齢。
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手術の適応症例について

震災後3年を経過し、 2014年6月30日現在までの二次検査者 l,848名か

らの細胞診実施者 485名中、悪性ないし悪性疑いは 104例であり、うち 58例

がすでに外科手術を施行されている。

58例中55例が福島医大甲状腺内分泌外科で実施され、3例は他施設であった。

また、 55例中1例は術後良性結節と判明したため甲状腺癌 54例につき検討し

た。

病理結果は52例が乳頭癌、 2例が低分化癌であった。

術前診断では、腫；虜径 10mm超は 42例（78%）、 10mm以下は 12例（22%)

であった。また、 10mm以下 12例のうちリンパ節転移、遠隔転移が疑われるも

のは3例（5%）、疑われないもの（cTlacNOcMO）は9例（17%）であった。

この9例のうち7例は気管や反回神経に近接もしくは甲状腺被膜外への進展

が疑われ、残りの2例は非手術経過観察も勧めたが本人の希望で手術となった。

なお、 l リンパ節転移は 17例（31%）が陽性であり、遠隔転移は2例（4%)

に多発性肺転移を疑った。

術式は、甲状腺全摘5例（9 %）、片葉切除49例（91%）、リンパ節郭清は全

例に実施し、中央領域のみ実施が67%、外側領域まで実施が33%であった。出

来る限り 3cmの小切開創にて行った。

、術後病理診断では、腫蕩径 10mm以下は 15例（28%）かつリンパ節転移、遠

隔転移のないもの（pTlapNO MO）は3例（6%）であった。甲状腺外浸潤pEXl

は37%に認め、リンパ節転移は 74%が陽性であった。術後合併症（術後出血、

永続的反囲神経麻療、副甲状腺機能低下症、片葉切除後の甲状腺機能低下）は

認めていない。

③－1 



日時肝細超音適齢a 包
甲状鰻局医B百~寮員会
・回
．戸田TS

)a問 A世間血10他国出町晴頑＆抽ro・

＠
l
M
 

。 。

三五5mm

No 

>5mm 
~10mm 

悪性を

強く疑う“

経過観察

関競陸病室、の趨畜？臓障汐且」~村ト

*1：多発性結節に関しては、個々の結節に対し、嚢胞、充
実性結節の基準に従う。しかし、spongiformpatternや
honeycomb patternを呈するいわゆる過形成結節（腺腫様
結節、腺腫犠甲状腺腫）は、超音波のみで経過観察する。
*2：頚部リンパ節転移や遠隔転移が疑われた場合やCEA、
カルシトニンが高値であった場合には穿刺する
*3：甲状腺結節超音波診断基準に照らし合わせて、悪性

を強三疑う場合

*4：甲状腺結節超音波診断基準に照らし合わせて、いず

れかの所見が悪性であった場合やドプラモードで結節内
への血流（貫通血管）を認めた場合

表2 甲状脆結節（腫癌）超音波診断基準
：－－－－下一ι 七三Eアーー ー く副＞ 一）

多発

超音波医学38(1):27・30,2011

0 

>20巾m
司E

悪性疑し1“ FNAC 

Yes 

＼」ノ
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甲状腺乳頭癌の診断フローチャート

＠
l
h担

・3凪
関怠思

T4{EX2｝；気管および食道粘

膜を越える
N1:3cm以上、内頚静脈、頚

動脈、主要な神経（反回神経
など）、椎前筋膜ヘ浸潤する、
あるいは累々と腫れているリ
ンパ節転移

術後治療

。 。
， 



。

。

背景

福島県における甲状腺がん有病者数の推計

津金昌一郎（国立がん研究センター）

2014年 11月11日

第2回（2014年 3月2日開催）「甲状腺検査評価部会」において、甲状腺検査による甲

状腺がん診断頻度の評価における留意点、特に、擢患率データを用いた比較は不適当であ

る旨をコメントさせて頂いた（当日配布資料4）。断面的な検査により診断された頻度は、

将来臨床診断される甲状腺がんを早期に診断している可能性があることを鑑みると、権患

率データに基づく累積催息リスクを用いた申状腺がんの有病者数を推計して比較を試みる

ことの方が、主り適当と考え、国立がん研究センターがん対策情報センターがん統計研究

部（担当 片野田耕太がん統計解析室長）に試算を依頼した。

方法と結果

別添資料（「福島県における 2010年甲状腺がん有病者数の推計J)

考察

甲状腺検査の受診率は約80%なので、その集団における有病者数は推計数の約80%

と考える必要がある。

2001-2010年のがん権息率（全国推計値）に基づくと、福島県において 18歳までに

臨床診断される甲状腺がんは2.1人（男性0.5、女性1.6）、検査受診者集団からは約

1.7人（男性0.4、女性 1.3) （正確な推計には、年齢別の受診者数が必要）と推計さ

れるが、もし 104人（男性36、女性68）が甲状腺がんと診断された場合は、約61

倍（男性的、女性52）となる。

今後、検査受診者から新たな甲状腺がんは検出されない（将来診断される甲状腺が

んを全て検出した）と仮定すると、今回の甲状腺検査は、 35歳（100人を超える年

齢）迄に臨床診断される甲状腺がんを全て検出したことになる。その殆どは、 20歳

以降に診断されることになると推定される。

2011年の人口動態死亡統計によると 40歳までに甲状腺がんで死亡する確率（累積

死亡リスク）は、男性0.00036%(100万人に3.6人）、女性0.00032%(100万人に

3.2人）である。即ち、今回の甲状腺検査受診者30万人あたりでは約 1人である。

従って、検査による早期発見がなくても、甲状腺がんにより 40歳までに死亡するこ
とは、極めて稀な事象である。

福島県において 18歳以下の甲状腺がんが 100人を超えて診断されている現状は、何

らかの要因に基づく過剰発生か、将来的に臨床診断されたり、死に結びついたりす
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ることがないがんを多数診断している（いわゆる過剰診断）かのいずれかと思われ

る。今回の検査がなければ、 1～数年後に臨床診断されたであろう甲状腺がんを早

期に診断したことによる上乗せ（いわゆるスクリ｝ニング効果）だけで解釈するこ

とは困難である。また、早期の診断により甲状腺がんによる死亡を回避出来たであ

ろう甲状腺がんは、多くても 1人程度と思われる。

過剰発生については、急性感染症などとは異なり、がんの要因と発生との閑には、

ある程度の年数を要することが明らかになっているので、 2011年の震災以降に加わ

った何らかの要因が、 2014年迄に診断された甲状腺がんの発生率を高めていると解

釈することは困難である。

一方、過剰診断については、成人の甲状線がんにおいて確実に観察されていること

や小児においても神経芽細胞腫マススクリーニングの前例があるので、十分な蓋然

性がある（第2回部会配布資料参照）。現在診断されている甲状腺がんの多くは、非

常にゆっくりと大きくなる、そのままの大きさで留まる、あるいは、縮小して行く

などのシナリオが想定される（以下図入

がんの想定される自然史

大きさ
早い 遅い

死因となる陣盟国珍

症扶を
国盟国時

もたらす

機置で 圃圃圃ゆ

機出可能

非増殖1生

高感度目
検査

異常細胞

時間

W同，，110山 1J1l.dWζ， '"" '""" '"" 2010,lO, W',-<131'0を＜＇豆

結び

「より多くの検査をする方がより安心で、ある」、「早期診断は良いことであって、それ

による不利益は生じることがない」という前提のもと、善意により行われた甲状腺検査

ではあるが、無症状で健康な人に対する精度の高い検査は、少なくない不利益（過剰診

断とそれに基づく治療や合併症・その後のQ0 L低下など心身への負担、偽陽性者の結

果的に不必要な二次検査による心身への負担、甲状腺一次検査自体の心身への負担など）

をもたらす可能性があるという認識を共有する必要がある。
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別添資料

福島県における 2010年甲状腺がん有病者数の推計

2014年 11月4日

独立行政法人国立がん研究センター

がん対策情報センターがん統計研究部

( 1）用いたデータ

1.甲状腺がん擢患数全国推計値（2001～2010年）

地域がん登録全国推計によるがん擢患データ（性・年齢5歳階級別甲状腺がん擢息数）

http：／／富田1joho.jp/professional/statistics/statistics.htm!

cancer_incidence(1975-2010) .xls 

2.全国人口（2001～.2010年）

総務省推計人口（ただし、国勢調査年は国勢調査人口）（性・年齢5歳階級別）

http://ganjoho.jp/professional/statistics/statistics.html 

cancer_incidence(1975-2010).xls 

3.全国全死因死亡数（2001～2010年）

人口動態調査（性・年齢5歳階級別全死因死亡数）

下巻死亡 第1表－ 1 死亡数，性・年齢（5歳階級）・死因（三桁基本分類） jjlj 

http://www.e・stat.go.jp/SG 1/estat/eSta.tTopPortal.do 

4.福島県0歳入口（1970～2010年）

5年ごとの国勢調査人口および出生数から出生コホート法で各年人口を推計したもの

（総人口o性・年齢1歳別。年齢不詳按分済み）

http://ganjoho.jp/professional/statistics/statistics_05.htm! 

07 all 1970-2015.csv 

(2）試算方法

年齢各歳別の甲状腺がん累積権患リスク＊を算出し、それを福島県の各年0歳人口に

乗じることで、各年齢の累積擢患数を求める。それを0歳から任意の年齢まで合計す
ることで、当該年齢までの合計累積権息数を得、それを有病者数とする。詳細は以下の

①～③の通り。

台累積擢患リスク： ある年齢までにある病気に権患する確率

①甲状腺がん累積懐患リスクの算出（年齢5歳階級別）（図1)

⑤－3 
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別添資料

( 1)の1～3を用いて、年齢5歳階級別の甲状腺がん累積擢患リスクを算出する。

累積擢息リスクは、 0歳の人 100人からなる集団を想定し、その集団を 5歳ずつ加齢

させて、死亡者（全死因）を減らした上で発生したがん権息数をカウントすることで求

める（厚生の指標 52：・21’26,2005; LぜetimeData Anal. 4：・ 169・186,1998）。

②甲状腺がん累積権患リスクの算出（年齢各歳別）

①で算出した年齢 5歳階級別の甲状腺がん累積擢息リスクに、スプライン関数を当

てはめて、年齢1歳別の値を推定する。

③甲状腺がん有病者数の算出

②で推定した年齢各歳別甲状腺がん累積擢患リスクに、（1)の4.の福島県各年O歳

人口を到達年齢に応じて乗じ（2010年0歳人口 XO歳リス夕、 2009年O歳入口Xl歳

リスク・・・）、各歳の累積怪患数を算出する。それを 0歳から 18歳まで合計したも

のを、福島県における 18歳までの甲状腺がん有病者数とみなす。

(3）結果（図2)

2010年時点の福島県の 18歳以下の甲状腺がん有病者数は、 2.0人（男性0.5人、女性1.6

人）と推計された。有病者数が男女計で50人を超える年齢は31歳、 100人を超える年齢

は、 35歳と推定された。

( 4）解釈上の注意

・甲状腺がんの20歳未満の権患率が低いことから、 2001～2010年の 10年間の平均デ｝

汐を用いたが、甲状腺がんの穣息率は長期的に増加傾向にあるため、 10年聞を平均し

た擢患率は、現在の擢息率と比べると過小評価の可能性がある。

・今回用いた手法では、 2001～2010年の 10年間の年齢階級別種患率を、 20.10年時点で

40歳までのすべての世代が経験するという仮定をおいているロ権患率が長期的に増加

傾向にあることと合わせると、高年齢ほど擢患率が過大評価となる可能性がある。

・年齢各歳の累積羅患リスクの算出にスプライン関数を用いたが、（2）①において加齢

人口を各歳とする手法も考えられる。

・甲状腺がんの20歳未満の擢患率は低いため、地域がん登録に基づく全国推計値が不安

定となっている可能性がある。

・地域がん登録の全国推計値は、一定の登録精度を満たした地域のデータを用いている

が、一定程度の登録漏れが権患率の過小評価となっている可能性がある。

以上
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図1 甲状腺がん累積擢患リスクの推計値
(2001-2010年平均、40歳以下各年齢迄）
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（独）国立がん研究センターがん対策情報センターがん統計研究部

図2 福島県の甲状腺がん累積有病者数の推計値
(2001・2010年平均催患率、 2010年時点18歳以上各年齢迄）
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平成26年 11月 14日

公立大学法人福島県立医科大学

日本甲状腺学会 学術集会における発表のお知6せ

本学医学部・甲状腺内分泌学講座の鈴木真一教授が、平成26年 11月 14日、大

阪市で開催中の「第57回 日本甲状腺学会学術集会Jにおいて、「小児～若年者
における甲状腺がん発症関連遺伝子群の同定と発症機序の解明」と題する学術発表

を行いました。

σ 小児若年者における甲状腺がんの発症進展に関わるメカニズムは、未だ十分

に解明されていません。今回の発表は、これらのがんの生物学的特徴について、遺

伝子の側面から解明を試みたちのです。

学術発表では、9歳から 22歳の甲状腺がん24例（うち23例が「県民健康調査」

甲状腺検査を受診した方）について遺伝子変異のパターンを調べました。その遺伝

子変異は、小児に高い確率で見られる遺伝子変異のパターンではなく、日本におけ

る成人の甲状腺がんで高い確率で認められる遺伝子変異のパターンであるとの結果

を得ました。

今回の発表内容の位置づけについては、今後のさらなる研究や検討を待つ必要が

ありますが、「県民健康調査J甲状腺検査で見つかった現時点での甲状腺がんについ

て、成人になってから発症する可能性があった甲状腺がんを、小児や若年の段階でο 早期に発見した可能性を示唆するちのと考えております。
学術発表における抄録を添付しました。この学術発表の内容については、今回の

学会で多くの甲状腺の専門家による議論や検証を経て、次回の「福島県「県民健康

調査J検討委員会Jにおいて、改めてご報告する予定です。

・本件のお問い合わせ先

公立大学法人福島県立医科大学

広報コミュニケーション室長松井史郎

（電話024-547・1741)

。 融 立医科大学
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・「第57回 日本甲状腺学会学術集会J 抄録より

演題：

小児～若年者における甲状腺がん発症関連遺伝子群の同定と発症機序の解明

鈴木農一、福島俊彦、松瀬美智子、平田雄大、岡山洋和、大河内千代、門馬智之、水沼

贋、鈴木悟、光武範吏、山下俊一

超音波診断技術の進歩や小児甲状腺超音波健診の実施などで、小児，若年者甲状腺がんと診断

される患者数が増加している。しかし、これらのがん発症・進展に関わるメカニズムは、未だ

十分に解明されていなし1。今後、さらに症例数は増加するものと考えられ、これらのがんの生

物学的特徴を明らかにするために癌発症関連遺伝子群の同定と発症機序の解明を行う。今回は、

既知の甲状腺がん発症関連遺伝子につき検討した。

対象：

小児N 若年者で手術が施行された24例（男女比1:2、平均年齢17.9歳（9-22歳））である。

23例は乳頭癌、 1例はj慮胞癌であった。

方法：

切除された腫虜組織から抽出した DNA・RNAからダイレクトシークェンスおよびRT-PCRに

て、BRAF、件、件、 H-RASの変異およびRET/PTC1、3のrearrangementにつき検討した。

結果：

O BRAFは例！こ旗揚性であった。またRET/PTC1は山%に「…ngementを認めたが、
RET/PTC3、件、 N－、 H-RASの変異はすべて陰性であった。

考察 ：

既知の遺伝子変異の検討では、小児に多いとされる・RET/PTCrearrangement 

の頻度は低く、むしろ成人と同様に BRAF遺伝子変異を高率に認めた。通常成人型の乳頭癌と

同様のパターンを示したことは、若年者小児甲状腺癌発症のメ力二ス、ムを考察する際にきわめ

て重要な結果といえる。

。 言富良立医科大学


